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北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

史
料
紹
介
・
翻
刻

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と

そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

川
　
口
　
　
　
洋

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、「
明
治
二
十
年
七
月
、
一
種
庶
第
二
号
、
民
度
區
畫
調
上
申
綴
　

庶
務
課
」（
福
島
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
、
明
治
・
大
正
期
福
島
県
庁
文
書
、
資

料
番
号
：
一
〇
五
九
）
に
合
綴
さ
れ
て
い
る
「
南
會
津
、
北
會
津
、
耶
麻
、
大

沼
、
河
沼
　
民
度
區
域
調
　
第
一
部
庶
務
課
」
の
う
ち
、
北
會
津
郡
の
民
度
區

域
調
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料
を
紹
介
・
翻
刻
す
る
。
明
治
中
期
の
北
會
津

郡
に
お
け
る
社
会
経
済
的
状
況
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
日
常
生
活
の
諸

相
、
末
端
消
費
・
最
終
需
要
、
生
産
活
動
、
商
品
流
通
、
労
働
需
要
、
お
よ
び

人
口
構
造
の
変
容
を
史
料
か
ら
読
み
取
り
た
い
。

「
民
度
區
畫
調
上
申
綴
」
と
「
東
白
川
、
石
川
、
田
村
、
菊
田
、
磐
前
、

磐
城
、
楢
葉
、
行
方
、
標
葉
、
宇
多

　
民
度
區
域
調

　
第
一
部
庶
務
課
」

（
福
島
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
、
明
治
・
大
正
期
福
島
県
庁
文
書
、
資
料
番
号
：

一
〇
五
八
）
に
合
綴
さ
れ
て
い
る
各
郡
長
か
ら
福
島
縣
に
進
達
さ
れ
た
民
度

区
域
調
は
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
九
月
に
福
島
縣
知
事
・
折
田
平
内

が
、
各
郡
長
に
令
達
し
た
「
訓
令
庶
秘
第
二
號
」
に
指
示
し
た
項
目
に
準
拠
し

て
作
成
さ
れ
た
（
川
口
、
二
〇
二
〇
）。
す
な
わ
ち
、
管
下
の
郡
を
数
区
に
地

域
区
分
し
て
、
区
域
ご
と
に
、
気
候
、
地
形
、
耕
地
宅
地
、
町
村
戸
口
地
租
、

風
俗
生
計
、
物
産
、
職
業
、
学
事
、
宗
教
、
物
価
、
衛
生
、
犯
罪
、
諸
税
及
協

議
費
、
お
よ
び
雑
件
の
報
告
文
に
、
各
郡
の
農
産
物
・
水
産
物
収
穫
表
、
諸
物

価
・
諸
職
工
賃
銭
表
、
輸
出
入
品
高
及
び
金
額
表
を
加
え
た
構
成
に
統
一
さ
れ

て
い
る
。

民
度
区
域
調
は
、
郡
区
町
村
制
か
ら
市
制
・
町
村
制
へ
の
移
行
期
に
当
た
る

一
八
八
〇
年
代
の
日
常
生
活
を
描
い
た
第
一
級
の
地
誌
と
み
と
め
ら
れ
る
。
と

く
に
、
風
俗
生
計
と
雑
件
の
両
項
目
は
、
社
会
階
層
別
の
衣
食
住
を
含
む
日
常

生
活
を
描
い
た
他
に
類
例
を
見
な
い
史
料
で
あ
る
。
風
俗
生
計
の
項
目
に
は
、

生
計
費
、
常
用
衣
服
、
晴
着
、
食
物
、
講
、
自
家
用
酒
造
戸
数
、
家
屋
、
日
用

品
の
流
通
、
県
会
議
員
の
有
権
者
数
、
お
よ
び
徴
兵
状
況
が
、
雑
件
の
項
目
に

は
、
出
稼
ぎ
、
生
活
時
間
、
夜
業
、
休
日
な
ど
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
を
明
治
二
〇
年
に
進
達
し
た
諏
訪
伊
助
頼
信
は
、

明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
十
一
月
二
〇
日
か
ら
明
治
二
一
年
八
月
二
五

日
ま
で
、
北
會
津
郡
長
を
務
め
た
（
福
島
縣
北
會
津
郡
役
所
、
一
九
二
三
：

十
四
頁
）。
伊
助
は
、
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
、
会
津
藩
士
・
諏
訪
大
四

郎
頼
徳
と
喜
智
（
西
郷
氏
）
の
長
男
と
し
て
若
松
で
生
ま
れ
、
明
治
三
二
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北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

（
一
八
九
九
）
年
五
月
に
六
七
歳
で
歿
し
た
（
若
松
市
役
所
、
一
九
四
一
：

五
六
〇
頁
）。

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
、
す
な
わ
ち
、
史
料
十
二
と
史
料
十
三
の
「
民
度

區
域
諸
項
目
之
義
ニ
付
上
申
」
は
、
縦
二
六
㎝
、
横
三
六
㎝
の
竪
帳
で
、
朱
色

で
罫
線
と
用
紙
の
中
央
下
部
に
「
福
島
縣
北
會
津
郡
役
所
」
と
刷
ら
れ
た
六
六

丁
の
和
紙
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

一
　
史
料
の
作
成
過
程

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
の
作
成
過
程
は
表
１
に
要
約
で
き
る
。
明
治

二
〇
（
一
八
八
七
）
年
七
月
四
日
、
福
島
縣
第
一
部
長
・
永
峰
彌
吉
は
「
一

庶
第
二
九
七
号
」
を
各
郡
長
に
送
達
し
て
、
所
轄
の
郡
を
数
区
に
区
分
す
る

「
民
度
区
畫
見
込
」
を
七
月
二
〇
日
ま
で
に
提
出
す
る
よ
う
求
め
た
（
川
口
、

二
〇
二
〇
）。

七
月
十
五
日
、
北
會
津
郡
長
・
諏
訪
伊
助
は
、
福
島
縣
知
事
・
折
田
平
内
に

「
民
度
区
画
之
義
ニ
付
上
申
」
を
進
達
し
た
（
史
料
十
）。
し
か
し
、
上
申
書

の
内
容
が
縣
の
求
め
る
民
度
区
画
と
異
質
で
あ
っ
た
た
め
、
第
一
部
長
は
七
月

二
〇
日
に
「
一
庶
三
四
二
號
」
を
北
會
津
郡
長
に
送
達
し
て
、
藩
政
期
に
地
形

や
民
度
を
考
慮
し
て
区
画
さ
れ
た
村
と
郡
の
中
間
に
設
け
ら
れ
た
組
や
郷
な
ど

を
参
考
に
再
調
査
す
る
よ
う
要
請
し
た
（
史
料
九
）。

八
月
四
日
に
第
一
部
長
か
ら
督
促
を
受
け
、
八
月
七
日
に
北
會
津
郡
書
記
・

表１　北會津郡の民度区域調の作成過程

年月日 事項

明治 20 年６月下旬 
から７月上旬か

福島縣第一部長・永峰彌吉と各郡長、福島縣廳で民度取調について面談。

明治 20 年 ７ 月 ４ 日
福島縣庶務課長・沼澤七郎、７月 20 日までに民度区畫見込の差出を各郡長に求める一庶
第二九七号按伺を起案。同日付で、第一部長が各郡長に送達。

明治 20 年 ７ 月 13 日 北會津郡長・諏訪伊助、民度調に関する問い合わせ電文を第一部長に送達（史料二）。

明治 20 年 ７ 月 13 日 庶務課長、北會津郡長への回答電文案を起案。第一部長が北會津郡長に送達（史料一）。

明治 20 年 ７ 月 15 日 北會津郡長、福島縣知事に「民度区画之義ニ付上申（進第七五三號）」を上申。（史料十）。

明治 20 年 ７ 月 20 日
庶務課長、北會津郡長に民度区画の再調査を求める一庶三四二號按を起案。第一部長が北
會津郡長に送達（史料九）。

明治 20 年 ８ 月 ４ 日
庶務課、北會津郡長に民度区畫調の進達を督促する電文案を起案。第一部長が北会津郡長
に送達（史料三）。

明治 20 年 ８ 月 ４ 日 北会津郡長、第一部長に民度区画調を明後日に進達すると電報で回答（史料四）。

明治 20 年 ８ 月 ７ 日
北会津郡長代理、北會津郡書記・橋本庸行、民度区画調（若一四三五號）を第一部長に進
達（史料十一）。

明治 20 年 ８ 月 ８ 日 北会津郡長代理　北會津郡書記、民度区画調を進達したと第一部長に電報で進達（史料五）。

明治 20 年 ８ 月 22 日
庶務課長、北會津郡長へ民度区域調の進達を督促する一庶三九六號按を起案。第一部長が
北會津郡長に送達（史料六）。

明治 20 年 ８ 月 24 日 北會津郡長、第一部長に民度区画調を進達したことを電報で回答（史料七）。

明治 20 年 ８ 月 24 日か 北會津郡長、民度区画調を進達（史料八）

明治 20 年 ９ 月 ８ 日
福島縣知事・折田平内、９月 30 日までに民度区域調の差出を各郡長に求める訓令庶秘第
二號を令達。

明治 20 年 11 月 15 日
北會津郡長、福島縣知事に「民度區域諸項目取調之義ニ付上申（進一一六七號）」を上申（史
料十二）。

明治 20 年 12 月 ２ 日
北會津郡長、福島縣知事に中野村外五六ケ村の「民度区域諸項目之義ニ付上申（進
二一四三號）」を進達（史料十三）。
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北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

橋
本
庸
行
が
、
郡
長
代
理
と
し
て
再
調
査
の
結
果
を
第
一
部
長
に
進
達
し
た

（
史
料
十
一
）。
上
申
書
に
は
、
藩
政
期
の
組
に
所
属
す
る
村
と
明
治
前
期
の
戸

長
役
場
が
管
轄
す
る
村
と
の
重
複
関
係
と
各
組
の
民
俗
気
象
、
地
形
風
俗
、
お

よ
び
民
情
（
人
情
）
風
俗
を
総
称
し
た
民
度
の
概
要
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

八
月
二
二
日
に
第
一
部
長
か
ら
督
促
を
受
け
た
北
會
津
郡
長
は
、
八
月
二
四

日
に
北
會
津
郡
の
民
度
調
（
史
料
八
）
を
第
一
部
長
に
進
達
し
た
。
史
料
八
で

は
、
北
會
津
郡
を
⑴
若
松
、
⑵
若
松
近
傍
平
土
ノ
村
落
、
⑶
①
上
小
塩
村
・
芦

牧
村
・
大
川
村
、
②
湯
川
村
・
高
川
村
、
③
赤
井
村
・
共
和
村
・
原
村
・
平
潟

村
・
静
潟
村
の
三
区
画
、
五
方
部
に
区
分
し
て
い
る
。

⑴
若
松
は
、
郡
内
戸
数
の
半
数
を
占
め
る
市
街
地
で
あ
る
。
民
度
の
特
徴

は
、「
村
落
ト
ハ
智
識
ノ
度
大
ニ
殊
ニ
シ
テ
、
村
落
ニ
比
ス
レ
ハ
百
事
一
歩
ヲ

進
ム
ト
云
フ
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
⑵
若
松
近
傍
平
土
ノ
村
落
は
、
史
料

十
三
の
「
民
度
区
域
諸
項
目
之
義
ニ
付
上
申
」
で
「
中
野
村
外
五
六
ケ
村
（
中

央
部
）」
と
呼
ば
れ
る
会
津
盆
地
中
央
部
に
位
置
す
る
村
々
で
あ
る
。

⑶
は
、
⑴
や
⑵
と
民
度
が
異
な
る
三
方
部
で
あ
る
。
①
上
小
塩
村
・
芦
牧
村
・

大
川
村
は
、
伐
木
採
薪
に
従
事
し
て
、
夫
食
に
乏
し
く
、
教
育
衛
生
に
関
心
の

な
い
方
部
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
藩
政
時
代
、
南
山
御
蔵
入
領
に
所
属
し
て
い

た
た
め
、
史
料
十
二
の
「
民
度
区
域
諸
項
目
之
義
ニ
付
上
申
」
で
は
、「
上
小

塩
村
・
芦
牧
村
・
大
川
村
（
旧
御
蔵
入
之
部
）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。本
稿
で
は
、 

こ
の
方
部
を
旧
御
蔵
入
と
略
称
す
る
。
②
湯
川
村
・
高
川
村
は
、
炭
焼
き
を
生

業
と
す
る
山
郷
で
、
炭
を
若
松
に
売
出
し
、
米
な
ど
の
日
用
品
と
交
換
し
て
生

計
を
立
て
て
い
た
。
史
料
十
二
の
「
民
度
区
域
諸
項
目
之
義
ニ
付
上
申
」
で
は
、

髙
川
村
が
除
外
さ
れ
て
、「
湯
川
村
之
部
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
③
赤
井
村
・
共

和
村
・
原
村
・
平
潟
村
・
静
潟
村
は
、
猪
苗
代
湖
に
面
す
る
本
郡
第
一
の
貧
困

な
方
部
で
あ
る
。
水
利
に
乏
し
い
痩
せ
た
土
地
で
農
業
と
採
薪
焚
炭
を
行
い
、

夫
食
に
乏
し
い
。
史
料
十
二
の
「
民
度
区
域
諸
項
目
之
義
ニ
付
上
申
」
で
は
、

「
赤
井
村
・
共
和
村
・
原
村
・
平
潟
村
・
静
潟
村
（
旧
原
組
之
部
）」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
方
部
を
旧
原
組
と
略
称
す
る
。
旧
御
蔵
入
、
湯
川

村
、
旧
原
組
の
三
方
部
は
、
質
朴
、
貧
窮
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

藩
政
時
代
に
、
上
小
塩
村
・
芦
牧
村
・
大
川
村
は
南
山
御
蔵
入
領
の
小
出

組
、
赤
井
村
・
共
和
村
・
原
村
・
平
潟
村
・
静
潟
村
は
会
津
藩
の
原
組
、
湯
川

村
・
高
川
村
は
会
津
藩
の
南
青
木
組
、
中
野
村
外
五
六
ケ
村
は
、
会
津
藩
の
瀧

澤
組
、
原
組
、
高
久
組
、
中
荒
井
組
、
南
青
木
組
に
所
属
し
て
い
た
。

九
月
八
日
に
福
島
縣
知
事
・
折
田
平
内
は
、「
訓
令
庶
秘
第
二
號
」
を
各
郡

長
に
令
達
し
て
、
九
月
三
〇
日
ま
で
に
民
度
区
域
を
別
添
項
目
に
準
拠
し
て
進

達
す
る
よ
う
求
め
た
。
訓
令
庶
秘
第
二
號
に
は
、
調
査
項
目
が
詳
細
に
説
明
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
準
拠
し
て
各
郡
の
民
度
區
域
調
も
作
成
さ
れ
た
。

訓
令
を
受
け
た
北
會
津
郡
長
は
、
十
一
月
十
五
日
に
旧
御
蔵
入
、
旧
原
組
、

湯
川
村
、
お
よ
び
若
松
に
関
す
る
「
民
度
區
域
諸
項
目
之
義
ニ
付
上
申
（
史
料

十
二
）」
を
、
十
二
月
二
日
に
中
野
村
外
五
六
ケ
村
に
関
す
る
「
民
度
區
域
諸

項
目
之
義
ニ
付
上
申
（
史
料
十
三
）」
を
そ
れ
ぞ
れ
福
島
縣
知
事
に
進
達
し
た
。
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中
層
は
、
周
辺
村
落
の
家
屋
よ
り
も
建
坪
の
広
い
瓦
葺
や
木
羽
葺
の
家
に
居
住

し
て
い
た
。

一
カ
月
の
借
家
料
は
、
旧
御
蔵
入
、
旧
原
組
、
お
よ
び
中
野
村
外
五
六
ケ
村

の
下
層
が
十
銭
か
ら
二
〇
銭
、
上
層
が
二
〇
銭
か
ら
四
〇
銭
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
若
松
の
下
層
が
一
円
、
中
層
が
三
円
、
上
層
が
十
円
で
あ
っ
た
（
表

２
）。
若
松
の
借
家
料
は
、
周
辺
村
落
の
借
家
料
の
五
倍
か
ら
五
〇
倍
に
上
っ

た
。常

用
衣
服
は
、
若
松
の
上
層
が
木
綿
縞
の
襦
袢
、
木
綿
羽
織
、
小
倉
織
の
帯

で
あ
り
、
下
層
は
筒
袖
の
半
纏
を
上
衣
と
す
る
者
が
多
か
っ
た
（
表
２
）。
旧

御
蔵
入
、
湯
川
村
、
お
よ
び
中
野
村
外
五
六
ケ
村
の
上
層
は
木
綿
の
角
袖
、
旧

原
組
の
上
層
は
真
岡
織
、
ま
た
は
木
綿
の
筒
袖
の
襦
袢
、
木
綿
の
角
袖
を
着
用

し
た
。
一
方
、
作
業
時
に
は
、
湯
川
村
で
麻
の
筒
袖
と
猿
袴
、
旧
原
組
で
麻
の

筒
袖
の
上
着
、
木
綿
の
筒
袖
の
下
着
、
木
綿
の
猿
袴
、
旧
御
蔵
入
と
中
野
村
外

五
六
ケ
村
で
木
綿
の
筒
袖
と
猿
袴
を
着
用
し
た
。

晴
着
は
、
若
松
の
上
下
層
と
も
絹
羽
織
で
あ
っ
た
が
、
周
辺
村
落
の
上
層
は

絹
羽
織
、
下
層
は
木
綿
羽
織
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
表
３
）。
若
松
の
上
層
に

は
西
洋
帽
を
か
ぶ
り
、
西
洋
靴
を
履
く
者
も
見
ら
れ
た
。
旧
原
組
と
中
野
村
外

五
六
ケ
村
の
上
層
、
お
よ
び
若
松
の
上
下
層
は
、
桐
材
の
下
駄
を
用
い
た
が
、

旧
御
蔵
入
と
湯
川
村
の
上
層
、
お
よ
び
若
松
を
除
く
周
辺
村
落
の
下
層
は
朴
材

の
下
駄
を
履
い
た
。
絹
羽
織
や
桐
の
下
駄
は
村
落
上
層
の
、
西
洋
帽
や
西
洋
靴

は
市
街
地
上
層
の
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

二
　
日
常
生
活
の
諸
相

風
俗
生
計
の
項
目
で
は
、
生
活
費
、
衣
服
、
食
物
、
住
居
の
地
域
間
格
差
と

階
層
間
格
差
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
史
料
に
記
録
さ
れ
る
こ
と
が
稀
な
主
食
に

つ
い
て
も
、
若
松
で
は
、
全
て
の
階
層
で
一
日
三
食
と
も
米
飯
で
あ
っ
た
の
に

対
し
て
、
旧
御
蔵
入
で
は
、
上
層
が
米
二
分
に
麦
八
分
、
中
層
が
米
一
分
に
麦

ま
た
は
粟
九
分
、
下
層
が
麦
ま
た
は
粟
に
干
菜
、
大
根
を
雑
ぜ
た
も
の
を
食
し

て
お
り
、
冬
季
に
は
一
日
二
食
の
者
も
み
ら
れ
た
（
表
２
）。
旧
原
組
、
湯
川

村
、
お
よ
び
中
野
村
外
五
六
ケ
村
で
は
、
上
層
が
一
日
三
食
と
も
米
飯
で
あ
っ

た
の
に
対
し
て
、
下
層
は
米
に
蔬
菜
、
乾
菜
、
南
瓜
、
大
根
、
粟
、
稗
を
雑
ぜ

て
食
し
た
。
本
史
料
は
、
一
日
三
食
と
も
米
を
主
食
と
す
る
習
慣
が
、
明
治

二
〇
年
以
前
か
ら
若
松
の
住
民
と
旧
御
蔵
入
を
除
く
村
落
上
層
で
始
ま
り
、
湯

川
村
や
中
野
村
外
五
六
ケ
村
で
は
、
中
層
に
及
び
始
め
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

家
屋
の
屋
根
は
、
中
野
村
外
五
六
ケ
村
の
下
層
が
藁
葺
で
あ
る
の
を
除
き
、

旧
御
蔵
入
、
旧
原
組
、
湯
川
村
、
お
よ
び
中
野
村
外
五
六
ケ
村
で
は
茅
葺
で
あ

る
（
表
２
）。
一
方
、
若
松
で
は
、
下
層
の
屋
根
が
藁
葺
で
あ
る
の
を
除
き
、

上
中
層
は
瓦
葺
、
木
羽
葺
、
ま
た
は
茅
葺
で
あ
っ
た
。
建
坪
は
、
旧
御
蔵
入
、

旧
原
組
、
湯
川
村
、
お
よ
び
中
野
村
外
五
六
ケ
村
の
下
層
が
十
五
坪
か
ら
三
〇

坪
、
上
層
が
三
五
坪
か
ら
四
八
坪
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
若
松
で
は
、
下
層
が

十
坪
、
中
層
が
五
〇
坪
、
上
層
が
一
二
〇
坪
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
若
松
の
上
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表２　明治 19（1886）年の北會津郡における衣食住

区域 風俗生計 上等 中等 下等

旧
御
蔵
入

生計費 100 円 60 円 30 円

常用衣服
平常は木綿の角袖を着る。
仕事の際は木綿の筒袖と
猿袴を着る。

上等と同じで、品質粗悪
のもの。

平常は麻で織った荒布の筒
袖と麻地の猿袴を着て、寒
中は僅かの綿を挿入する。

食物（1 日 3 食） 米 2 分、麦 8 分 米 1 分、麦または粟 9 分 麦または粟に干菜、大根
等を雑ぜる。

家屋（建坪） 35 坪 30 坪 20 坪

屋根 茅葺 茅葺 茅葺

1 ケ月の借家料 20 銭 15 銭 10 銭

新築一坪の費用 6 円 4 円

旧
原
組

生計費 100 円 60 円 20 円

常用衣服

平常は、木綿の角袖、真
岡織または木綿の筒袖の
襦袢を着る。仕事の際は、
麻織の筒袖を上着、木綿
織の筒袖を下着にして、
木綿製の猿袴を着る。

上等と比較すると、上着、
下着共に品質粗悪なもの。

上等と比較すると、上着、
下着共に品質粗悪で襤褸
なもの。平常にも、仕事
の際にも筒袖を着て、角
袖は着ない。

食物（1 日 3 食） 米飯 米は 6 分、菜蔬 4 分を雑
ぜる。

米は 2 分、干菜、菜蔬、
南瓜等 8 分を雑ぜる。時
として２食のものを見る。

家屋（建坪） 36 坪 30 坪

屋根 茅葺 茅葺

1 カ月の借家料賃貸 40 銭 20 銭

新築一坪の費用 6 円 4 円

湯
川
村

生計費 100 円 70 円 30 円

常用衣服
平常は木綿の角袖を着る。
仕事の際は筒袖の麻衣と
麻地の猿袴を着る。

上等と同じ。 衣服は上等と同じだが、
極めて粗悪なもの。

食物（1 日 3 食） 米飯 米飯 米 5 分に、稗、粟、また
は蔬菜等を雑ぜる。

家屋（建坪） 48 坪 33 坪 15 坪

屋根 茅葺 茅葺 茅葺

1 カ月の借家料賃貸 例なし。 例なし。 例なし。

新築一坪の費用 6 円 6 円 4 円

若
松

生計費 1200 円 240 円 50 円

常用衣服

平常は綿布に、木綿羽織、
小倉織の帯、木綿縞の襦
袢を着る。絹布を着るも
のは稀である。

上等と比較すると粗悪。
上等と同じ装いで、上衣
は筒袖の半纏を着るもの
が多い。

食物（1 日 3 食） 米飯 米飯 米飯

家屋（建坪） 120 坪 50 坪 10 坪

屋根 瓦葺または木羽葺 木羽葺または茅葺 藁葺

1 カ月の借家料賃貸 10 円 3 円 1 円

新築一坪の費用 10 円 5 円 2 円

中
野
村
外
五
六
ケ
村

生計費 200 円 120 円 80 円

常用衣服

平常は木綿の角袖に地織
木綿の縞地の長裾の衣裳、
木綿の縞地の襦袢を着る。
出稼ぎの時は、木綿織の
筒袖に猿袴を着る。

上等と比較して粗悪なも
の。

上等と比較して粗悪な襤
褸を着る。

食物（1 日 3 食） 米飯に少し麦を雑ぜる。 米飯に少し麦を雑ぜる。 米 6 分に乾菜、大根等 4
分を雑ぜる。

家屋（建坪） 44 坪 24 坪 15 坪

屋根 茅葺 茅葺 藁葺

1 カ月の借家料賃貸 30 銭 20 銭 10 銭

新築一坪の費用 8 円 5 円 2 円

史料）�「民度區域諸項目取調之義ニ付上申（進 1167・2143 號）」（福島県歴史資料館所蔵「明治二十年七月、一種
庶第二号、民度區畫調上申綴　庶務課」明治・大正期福島県庁文書、資料番号：1059 所収）
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ケ
村
で
七
％
で
あ
る
。

地
租
を
十
円
以
上
納
め
る
二
五
歳
以
上
の
男
性
が
有
権
者
と
な
る
県
会
議
員

被
選
挙
権
を
持
つ
者
は
、
旧
御
蔵
入
で
皆
無
、
旧
原
組
で
四
〇
人
、
湯
川
村

で
一
人
、
若
松
で
一
〇
九
人
、
中
野
村
外
五
六
ケ
村
で
一
、
二
七
六
人
で
あ
っ

た
。
県
会
議
員
被
選
挙
権
の
有
権
者
が
全
戸
数
に
占
め
る
構
成
比
は
、
旧
御

蔵
入
で
〇
％
、
旧
原
組
で
九
％
、
湯
川
村
で
二
％
、
若
松
で
二
％
、
中
野
村
外

五
六
ケ
村
で
二
九
％
で
あ
り
、
本
籍
人
口
に
占
め
る
構
成
比
は
、
旧
御
蔵
入
で

〇
％
、
旧
原
組
で
一
％
、
湯
川
村
で
〇
．
二
％
、
若
松
で
〇
．
四
％
、
中
野
村

外
五
六
ケ
村
で
六
％
で
あ
る
。
会
津
盆
地
中
央
部
に
位
置
す
る
中
野
村
外
五
六

ケ
村
と
比
較
し
て
若
松
、
旧
御
蔵
入
、
旧
原
組
、
お
よ
び
湯
川
村
で
は
、
高
額

の
地
租
を
納
め
る
富
裕
層
が
極
め
て
少
な
い
。

学
事
の
項
目
に
よ
れ
ば
、
旧
御
蔵
入
で
尋
常
小
学
校
分
教
室
二
カ
所
、
旧
原

組
で
尋
常
小
学
校
一
校
、
尋
常
小
学
校
分
教
室
三
カ
所
、
湯
川
村
で
簡
易
小
学

校
一
校
、
若
松
で
高
等
小
学
校
一
校
、
尋
常
小
学
校
分
教
室
二
カ
所
、
お
よ
び

私
立
日
新
館
、
中
野
村
外
五
六
ケ
村
で
尋
常
小
学
校
八
校
を
数
え
た
。

学
齢
児
童
は
、
旧
御
蔵
入
で
一
三
五
人
、
旧
原
組
で
五
七
〇
人
、
湯
川
村
で

九
一
人
、
若
松
で
三
、
四
五
五
人
、
中
野
村
外
五
六
カ
村
で
三
、
四
七
四
人
で

あ
っ
た
。
学
齢
児
童
の
就
学
率
は
、
旧
御
蔵
入
で
十
九
％
（
男
児
：
四
二
％
、

女
児
：
〇
％
）、
旧
原
組
で
三
四
％
（
男
児
：
六
二
％
、
女
児
：
三
％
）、
湯

川
村
で
二
九
％
（
男
児
：
六
三
％
、
女
児
：
〇
％
）、
若
松
で
六
七
％
（
男

児
：
七
九
％
、
女
児
：
五
三
％
）、
中
野
村
外
五
六
カ
村
で
四
二
％
（
男
児
：

地
租
を
五
円
以
上
納
め
る
二
〇
歳
以
上
の
男
性
が
有
権
者
と
な
る
県
会
議
員

選
挙
権
を
持
つ
有
権
者
は
、
旧
御
蔵
入
で
十
人
、
旧
原
組
で
二
六
九
人
、
湯
川

村
で
十
八
人
、
若
松
で
一
五
二
人
（
１
）

、
中
野
村
外
五
六
ケ
村
で
一
、
六
五
七
人

あ
る
。
県
会
議
員
選
挙
権
の
有
権
者
が
全
戸
数
に
占
め
る
構
成
比
は
、
旧
御
蔵

入
で
九
％
、
旧
原
組
で
五
九
％
、
湯
川
村
で
三
一
％
、
若
松
で
二
％
、
中
野
村

外
五
六
ケ
村
で
三
八
％
で
あ
る
。
本
籍
人
口
に
占
め
る
構
成
比
は
、
旧
御
蔵
入

で
一
％
、
旧
原
組
で
九
％
、
湯
川
村
で
四
％
、
若
松
で
一
％
、
中
野
村
外
五
六

表３　明治 19（1886）年の北會津郡における晴着

区域 晴着 上等 下等

旧
御
蔵
入

羽織 絹羽織 木綿羽織

袴 小倉織 一時他より借受け、極めて
粗製の木綿織

蝙蝠傘 繻子張 金巾張
下駄 皮緒に朴材 菅緒に朴材
冠り物 一切用いず

旧
原
組

羽織 絹羽織 木綿羽織
袴 絹袴 葛布製の袴
蝙蝠傘 絹張または繻子張 金巾張
下駄 革緒に桐材 菅緒に朴材
冠り物 一切蒙らず 一切蒙らず

湯
川
村

羽織 絹呉郎の羽織 木綿縞の羽織
袴 小倉袴 小倉袴
蝙蝠傘 金巾張 之を用いず
下駄 小倉緒に朴材 菅緒に朴材
冠り物 一切用いず 一切用いず

若
松

羽織 絹羽織 絹羽織
袴 絹袴 小倉袴
蝙蝠傘 絹張 繻子張
下駄 表付の桐材または西洋靴 華緒に桐材
冠り物 西洋帽 一切用いず

六中
ケ野
村村
　外
　五

羽織 絹羽織 木綿羽織
袴 小倉袴 小倉袴
蝙蝠傘 繻子張 金巾張
下駄 華緒に桐下駄 菅緒に朴材
冠り物 一切之を用いず 一切之を蒙らず

史料）�「民度區域諸項目取調之義ニ付上申（進 1167・2143 號）」（福島
県歴史資料館所蔵「明治二十年七月、一種庶第二号、民度區
畫調上申綴　庶務課」明治・大正期福島県庁文書、資料番号：
1059 所収）
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會
津
郡
の
民
度
區
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明
治
二
〇
年
）
と
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成
に
関
わ
る
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北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

糸
挽
、
若
松
で
は
夜
店
の
商
売
と
裁
縫
が
夜
業
で
あ
っ
た
。
湯
川
村
で
は
、
睡

眠
時
間
が
短
い
た
め
に
夜
業
を
行
わ
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

定
休
日
は
、
節
句
、
盂
蘭
盆
、
祭
日
に
加
え
て
、
旧
御
蔵
入
で
は
四
月
か
ら

八
月
ま
で
毎
月
一
回
、
湯
川
村
で
は
旧
暦
の
一
日
、
十
五
日
、
二
四
日
の
三
回

で
あ
っ
た
。
旧
原
組
で
は
旧
暦
の
一
日
、
十
五
日
、
二
五
日
を
定
休
日
と
す
る

村
や
雨
天
を
見
計
ら
っ
て
休
業
す
る
村
が
あ
っ
た
。
中
野
村
外
五
六
ケ
村
で
は

春
彼
岸
か
ら
秋
彼
岸
ま
で
休
日
が
な
く
、
秋
彼
岸
か
ら
春
彼
岸
ま
で
毎
月
五
回

ほ
ど
休
業
し
た
。
若
松
で
は
旧
暦
の
一
月
一
日
、
一
月
十
六
日
、
七
月
十
六

日
、
節
句
、
彼
岸
、
盂
蘭
盆
、
鎮
守
例
祭
に
職
工
は
休
業
し
た
が
、
商
家
は
店

を
開
い
た
。
旧
御
蔵
入
と
旧
原
組
で
は
、
永
日
の
時
に
昼
食
後
一
時
間
ほ
ど
午

睡
す
る
昼
休
の
習
慣
が
あ
る
が
、
湯
川
村
で
は
昼
休
の
習
慣
は
な
い
。

風
俗
生
計
の
項
目
に
よ
れ
ば
、
旧
御
蔵
入
・
旧
原
組
・
湯
川
村
で
は
、
春
と
秋

に
三
日
間
ず
つ
休
業
す
る
山
祭
、
鎮
守
社
に
集
ま
っ
て
稲
作
に
風
災
が
な
い
よ
う

祈
る
二
百
十
日
祭
、
お
よ
び
鎮
守
祭
が
開
か
れ
て
、
餅
と
酒
で
会
食
し
た
。
山
祭
、

二
百
十
日
祭
、
鎮
守
祭
に
加
え
て
、
旧
原
組
で
は
日
待
講
が
、
湯
川
村
　
で
は
僧

侶
を
招
い
て
読
経
す
る
大
般
若
講
と
世
話
掛
・
惣
代
の
家
に
集
ま
り
会
食
す
る
三

夜
講
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
中
野
村
外
五
六
ケ
村
で
は
、
春
に
青
苗
の
無
厄
を
祈

り
、
秋
に
収
穫
の
終
了
を
祝
う
八
日
講
、
二
百
十
日
祭
、
二
十
三
夜
講
、
婦
女
子

が
集
う
観
音
講
、
お
よ
び
鎮
守
祭
な
ど
で
会
食
し
た
。
他
方
、
若
松
で
は
、
町
ご

と
に
鎮
守
社
に
神
酒
を
捧
げ
る
火
防
祭
が
会
食
の
機
会
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

六
三
％
、
女
児
：
十
九
％
）
に
と
ど
ま
っ
た
。

明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
四
月
十
日
に
公
布
さ
れ
た
小
学
校
令
に
よ
り
、

六
歳
の
学
齢
に
達
し
た
児
童
の
就
学
が
義
務
化
さ
れ
た
が
、
開
始
直
後
の
就
学

率
は
低
く
、
男
児
と
比
較
し
て
女
児
の
就
学
率
は
極
め
て
低
か
っ
た
。
周
辺
村

落
と
比
較
し
て
若
松
に
お
け
る
就
学
率
は
格
段
に
高
い
。
基
礎
学
力
に
対
す
る

需
要
に
は
、
大
き
な
性
差
と
都
市
村
落
間
格
差
が
確
認
で
き
る
。

雑
件
の
項
目
に
は
、
積
雪
中
の
男
性
の
仕
事
と
し
て
、
旧
御
蔵
入
、
旧
原

組
、
お
よ
び
湯
川
村
で
は
、
薪
炭
販
売
が
あ
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
旧

原
組
で
は
藁
仕
事
、
湯
川
村
で
は
炭
焼
き
に
従
事
し
た
。
冬
季
の
女
性
の
仕
事

は
、
旧
御
蔵
入
で
は
草
鞋
作
り
、
旧
原
組
で
は
裁
縫
、
湯
川
村
で
は
薪
炭
販
売

と
炭
焼
き
で
あ
っ
た
。
旧
御
蔵
入
と
湯
川
村
か
ら
他
国
へ
出
稼
ぎ
に
行
く
者
は

な
く
、
旧
原
組
で
は
樵
夫
と
し
て
他
国
に
出
稼
ぎ
に
行
く
者
が
僅
か
に
み
ら
れ

た
。
中
野
村
外
五
六
ケ
村
で
は
、
冬
季
に
男
性
は
藁
仕
事
、
女
性
は
機
織
を
行

い
、
日
雇
職
と
し
て
他
国
へ
出
稼
ぎ
す
る
者
は
稀
で
あ
っ
た
。
一
方
、
若
松
で

は
積
雪
中
の
仕
事
が
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
他
地
方
へ
出
稼
ぎ
に
行
く
者
は
、

土
方
、
壁
塗
職
、
行
商
な
ど
で
あ
り
、
出
稼
ぎ
に
来
る
者
よ
り
少
な
か
っ
た
。

起
床
時
間
は
、
旧
御
蔵
入
で
は
鶏
鳴
時
、
中
野
村
外
五
六
ケ
村
で
は
五
時
、

旧
原
組
と
若
松
で
は
六
時
で
あ
っ
た
。
就
寝
時
間
は
、
旧
御
蔵
入
で
は
九
時
、

中
野
村
外
五
六
ケ
村
、
旧
原
組
、
お
よ
び
若
松
で
は
夜
十
時
で
あ
る
。
炭
焼

き
を
生
業
と
す
る
湯
川
村
で
は
三
時
に
起
床
し
て
、
夜
十
時
に
帰
宅
、
就
寝
し

た
。
旧
御
蔵
入
と
旧
原
組
で
は
藁
仕
事
、
中
野
村
外
五
六
ケ
村
で
は
藁
仕
事
と
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治
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と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
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三
　
末
端
消
費
・
最
終
需
要

重
要
物
産
輸
入
髙
及
金
髙
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
若
松
に
移
入
さ
れ
た
物
産

の
総
額
は
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
二
五
六
、
六
〇
〇
円
、
明
治
十
八

年
に
二
七
一
、
五
〇
〇
円
、
明
治
十
九
年
に
二
九
五
、
七
五
〇
円
と
急
増
し
た

（
表
４
）。
九
種
類
す
べ
て
の
物
産
の
移
入
量
が
、
明
治
十
七
年
か
ら
増
加
し
て

い
る
。
本
表
に
は
、
若
松
に
住
む
住
民
の
食
料
と
な
る
米
や
野
菜
、
燃
料
と
な

る
薪
炭
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
耕
地
宅
地
と
風
俗
生
計
の
項
目
に

よ
れ
ば
、
中
野
村
外
五
六
ケ
村
が
米
を
、
近
傍
の
山
郷
が
薪
炭
を
そ
れ
ぞ
れ
若

松
に
供
給
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
本
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
物
産
は
、
若
松

へ
の
移
入
品
の
一
部
、
あ
る
い
は
郡
外
か
ら
若
松
へ
の
移
入
品
と
み
ら
れ
る
。

五
節
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
旧
御
蔵
入
、
旧
原
組
、
湯
川
村
、
お
よ
び
中
野

村
外
五
六
ケ
村
で
は
、
若
松
か
ら
呉
服
、
太
物
、
塩
な
ど
を
購
入
し
て
い
た
。

大
沼
郡
で
は
、
若
松
か
ら
来
る
行
商
人
が
呉
服
や
反
物
を
販
売
し
て
お
り
、

そ
の
他
の
日
用
必
需
品
も
、
若
松
か
ら
仕
入
れ
て
い
た
（
川
口
、
二
〇
二
一
：

四
七
頁
）。
表
４
の
移
入
品
は
、
若
松
だ
け
で
消
費
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
北

會
津
郡
や
大
沼
郡
な
ど
の
村
々
に
も
再
分
配
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
、
若
松
に
お
け
る
移
入
金
額
の
増
加
は
、
若
松
か
ら
物
資
の
供
給
を
受
け
る

市
場
地
域
全
域
に
お
け
る
末
端
消
費
・
最
終
需
要
の
拡
大
を
示
唆
し
て
い
る
。

呉
服
と
太
物
は
、
明
治
十
九
年
の
若
松
へ
の
移
入
金
額
の
三
七
％
を
占
め
る

（
表
４
）。
重
要
物
産
輸
出
髙
及
金
髙
表
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
九
年
に
若
松
か
ら

表 4　北會津郡若松における主な移入品

移入品
明治 17（1884）年の

移入量（金額）
明治 18（1885）年の

 移入量（金額）
明治 19（1886）年の

移入量（金額）

陶器 80 駄（1,600 円） 100 駄（2,000 円） 110 駄（2,200 円）

生蝋 10,000 貫目（12,000 円） 11,000 貫目（13,200 円） 12,000 貫目（14,400 円）

呉服 90 個（45,000 円） 100 個（50,000 円） 110 個（55,000 円）

太物 700 個（50,000 円） 710 個（53,000 円） 730 個（54,000 円）

唐物 1,200 個（70,000 円） 1,300 個（78,000 円） 1,500 個（90,000 円）

石油 6,000 箱（22,000 円） 6,000 箱（20,000 円） 6,100 箱（19,000 円）

砂糖 450,000 斤（36,000 円） 450,000 斤（34,000 円） 500,000 斤（40,000 円）

塩 10,000 俵（17,000 円） 11,000 俵（18,000 円） 11,000 俵（18,000 円）

製茶 8,400 斤（3,000 円） 9,000 斤（3,300 円） 9,200 斤（3,150 円）

合計金額 　　　　　　　　    256,600 円� 　　　　　　　　    271,500 円� 　　　　　　　　    295,750 円�

史料）�「民度區域諸項目取調之義ニ付上申（進 1167・2143 號）」（福島県歴史資料館所蔵「明治二十年七月、一種
庶第二号、民度區畫調上申綴　庶務課」明治・大正期福島県庁文書、資料番号：1059 所収）
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年
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と
そ
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作
成
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わ
る
史
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移
出
さ
れ
た
織
物
は
二
八
、
七
〇
〇
円
で
あ
る
。
一
方
、
重
要
物
産
輸
入
髙
及

金
高
表
に
よ
れ
ば
、
太
物
五
四
、
〇
〇
〇
円
が
若
松
に
移
入
さ
れ
た
。
若
松
で

は
、
移
出
額
を
上
回
る
織
物
を
移
入
し
て
い
た
。
郡
外
か
ら
移
入
さ
れ
た
太
物

や
呉
服
が
、
二
節
で
先
述
し
た
若
松
の
住
民
と
村
落
上
層
が
晴
着
と
し
た
絹
羽

織
袴
や
本
史
料
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
女
性
の
晴
着
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
。

砂
糖
、
塩
、
茶
と
い
っ
た
食
品
は
、
明
治
十
九
年
の
若
松
へ
の
移
入
金
額
の

二
一
％
を
占
め
る
（
表
４
）。
と
く
に
砂
糖
の
移
入
量
が
五
〇
万
斤
（
一
斤
を

六
〇
〇
ｇ
と
仮
定
す
れ
ば
約
三
〇
〇
ｔ
）、
四
〇
、〇
〇
〇
円
に
上
り
、
移
入
金

額
の
十
四
％
を
占
め
る
。
松
方
デ
フ
レ
の
影
響
か
ら
脱
し
て
間
も
な
い
時
期
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
膨
大
な
量
の
砂
糖
が
購
入
さ
れ
て
い
た
。

職
業
の
項
目
に
は
、
若
松
で
一
五
八
戸
、
旧
御
蔵
入
と
中
野
村
外
五
六
ケ
村

で
各
一
戸
の
菓
子
屋
、
若
松
で
三
九
戸
の
酒
屋
が
確
認
で
き
る
（
表
５
）。
国

税
で
あ
る
菓
子
税
を
徴
収
す
る
た
め
に
営
業
鑑
札
を
下
付
さ
れ
た
菓
子
屋
は
、

酒
造
税
を
徴
収
す
る
た
め
に
営
業
鑑
札
を
下
付
さ
れ
た
酒
屋
と
同
様
、
府
県
に

把
握
さ
れ
て
い
た
。
若
松
で
は
一
〇
〇
戸
に
約
二
戸
の
菓
子
屋
が
立
地
し
た
。

多
様
な
移
入
品
の
う
ち
、
舶
来
品
全
般
を
示
す
と
み
ら
れ
る
唐
物
や
石
油

は
、
開
港
以
前
に
稀
で
あ
っ
た
商
品
で
あ
る
。
重
要
物
産
輸
入
髙
及
金
額
表
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
商
品
の
合
計
金
額
の
三
〇
％
を
唐
物
が
、
六
％
を
石
油
が
占

め
る
（
表
４
）。
海
外
か
ら
齎
さ
れ
た
多
様
な
舶
来
品
が
、
明
治
中
期
ま
で
に

若
松
と
そ
の
周
辺
村
落
に
も
浸
透
し
て
い
た
。

表 5　明治 19（1886）年の北會津郡における職業

職業 旧御蔵入 旧原組 湯川村 若松 中野村外 56 ケ村

農 740 人 2,997 人 467 人 82 人 14,500 人

商 6 人 28 人 ー 4,895 人 313 人

工 1 人 10 人 1 人 1,515 人 113 人

雑業（漁業） ー 2 人（２人） ー 1,138 人 735 人

酒屋 1 戸 ー ー 39 戸 3 戸

菓子屋 1 戸 ー ー 158 戸 1 戸

遊藝人 ー ー ー 22 人 4 人

藝妓 ー ー ー 21 人 2 人

娼妓 ー ー ー 69 人 ー

貸座敷 ー ー ー 20 戸20 戸 ー

書肆 ー ー ー 4 戸 ー

史料）�「民度區域諸項目取調之義ニ付上申（進 1167・2143 號）」（福島県歴史資料館所蔵「明治二十年七月、一種
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四
　
生
産
活
動

重
要
物
産
輸
出
髙
及
金
髙
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
若
松
か
ら
移
出
さ
れ
た

物
産
の
総
額
は
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
一
六
三
、
四
六
〇
円
、
明
治

十
八
年
に
一
六
五
、三
九
六
円
、
明
治
十
九
年
に
一
七
〇
、八
六
〇
円
と
増
加
し

て
い
る
（
表
６
）。
八
品
目
の
う
ち
、
漆
器
、
陶
器
、
織
物
、
鎕
器
、
銅
器
、

お
よ
び
煙
管
の
移
出
量
も
、
毎
年
、
漸
増
し
て
い
る
。
と
く
に
漆
器
は
、
江
戸

時
代
か
ら
若
松
第
一
の
重
要
物
産
で
あ
り
、
移
出
額
は
十
万
円
を
超
え
た
。
移

出
額
が
漆
器
に
次
ぐ
の
が
、
織
物
、
煙
管
、
蝋
燭
で
あ
る
。
備
考
に
「
輸
出
髙

ハ
、
元
ト
若
松
部
内
重
モ
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
掲
ケ
、
其
他
ノ
巨
細
ノ
モ
ノ
ヲ
載
セ
サ

レ
ハ
」
と
あ
る
た
め
、
本
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
移
出
品
の
一
部
で

あ
る
。
本
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
若
松
で
生
産
さ
れ
る
主
要
工
芸
品
の
移
出
量

は
、
一
八
八
〇
年
代
に
漸
増
し
て
お
り
、
そ
の
生
産
活
動
も
活
発
で
あ
っ
た
。

中
野
村
外
五
六
ケ
村
で
は
、
米
、
大
豆
、
菜
種
、
野
菜
が
移
出
さ
れ
て
お

り
、
移
出
額
は
い
ず
れ
も
一
〇
、〇
〇
〇
円
を
超
え
る
年
が
多
い
（
表
６
）。
農

産
物
の
収
穫
量
と
移
出
量
を
比
較
す
る
と
、
生
産
さ
れ
た
米
の
三
三
％
か
ら

三
六
％
、
大
豆
の
四
三
％
か
ら
四
八
％
、
菜
種
の
七
八
％
か
ら
八
七
％
、
野
菜

の
八
六
％
か
ら
九
一
％
が
移
出
さ
れ
て
い
た
。
物
産
の
項
目
に
は
、
陶
器
の
生

産
と
移
出
も
記
録
さ
れ
て
い
る
（
２
）

。

物
産
の
項
目
に
よ
れ
ば
、
若
松
で
は
、
明
治
二
〇
年
ま
で
の
三
年
間
に
植
樹

さ
れ
た
桑
苗
が
三
〇
、〇
〇
〇
本
に
達
し
、
桑
葉
の
生
産
量
は
五
三
、五
九
〇
貫

表６　北會津郡における主要移出品

区域 移出品
明治 17（1884）年の

移出量（金額）
明治 18（1885）年の

移出量（金額）
明治 19（1886）年の

移出量（金額）

若松

漆器 2,200 駄  （110,000 円） 2,400 駄（108,000 円） 2,500 駄（100,800 円）

陶器 550 駄 （6,800 円） 600 駄（5,400 円） 700 駄（7,000 円）

織物 25,000 反（18,000 円） 37,000 反（23,000 円） 42,900 反（28,700 円）

蝋燭 10,000 貫目（11,000 円） 8,000 貫目（10,400 円） 9,000 貫目（10,800 円）

鉄器 5,000 個（2,000 円） 5,740 個（2,200 円） 5,500 個（1,800 円）

鎕鎕器 250 個（160 円） 260 個（196 円） 270 個（160 円）

銅器 16,000 個（2,500 円） 17,500 個（2,800 円） 21,060 個（3,600 円）

煙管 400,000 挺（13,000 円） 410,000 挺（13,400 円） 450,000 挺（18,000 円）

中野村外
五六ケ村

米 19,695 石（73,292 円） 14,496 石（57,925 円） 18,429 石（70,821 円）

大豆 2,199 石（8,620 円） 2,022 石（8,594 円） 2,409 石（10,571 円）

菜種 3,143 石（15,028 円） 3,425 石（15,197 円） 3,649 石（14,916 円）

野菜 22,110 駄（11,025 円） 19,791 駄（10,093 円） 21,962 駄（8,856 円）

旧御蔵入
炭 80,000 貫目（1,600 円） 80,000 貫目（1,600 円） 80,000 貫目（1,600 円）

薪 30,000 束（240 円） 30,000 束（240 円） 30,000 束（240 円）

旧原組
炭 100,000 貫目（2,000 円） 100,000 貫目（2,000 円） 100,000 貫目（2,000 円）

薪 600,000 束（4,800 円） 600,000 束（4,800 円） 600,000 束（4,800 円）

湯川村 炭 300,000 貫目（6,000 円） 300,000 貫目（6,000 円） 300,000 貫目（6,000 円）

史料）�「民度區域諸項目取調之義ニ付上申（進 1167・2143 號）」（福島県歴史資料館所蔵「明治二十年七月、一種
庶第二号、民度區畫調上申綴　庶務課」明治・大正期福島県庁文書、資料番号：1059 所収）
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北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

な
い
。「
養
蚕
ハ
年
々
振
起
ノ
有
様
」
と
い
う
史
料
の
表
現
は
、
始
動
間
も
な

い
養
蚕
業
の
状
況
を
窺
わ
せ
る
。

旧
原
組
で
は
、
明
治
二
〇
年
ま
で
の
三
年
間
に
桑
苗
八
、
〇
〇
〇
本
が
植
樹

さ
れ
、
桑
葉
の
生
産
量
は
一
、
二
〇
〇
貫
目
と
な
っ
た
。
桑
葉
一
貫
目
の
価
格

は
、
明
治
十
八
年
に
五
銭
、
十
九
年
に
四
銭
、
二
〇
年
に
十
銭
と
、
明
治
二
〇

年
に
急
騰
し
た
。
繭
二
石
が
生
産
さ
れ
た
が
、
生
糸
は
製
造
さ
れ
て
い
な
い
。

「
従
来
、
此
方
部
ハ
養
蚕
ノ
業
ヲ
忽
諸
ニ
付
セ
シ
カ
、
数
年
以
来
、
大
ニ
眼
ヲ

此
業
ニ
注
ギ
、
近
年
ニ
至
ラ
ハ
、
各
村
到
ル
ト
コ
ロ
振
起
ノ
景
況
ア
リ
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
養
蚕
業
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
旧
原
組
の
村
々

で
も
、
一
八
八
〇
年
代
か
ら
養
蚕
業
が
始
動
し
た
と
み
ら
れ
る
。

他
方
、
旧
原
組
の
犯
罪
の
項
目
に
は
、「
公
賣
處
分
ハ
、
一
昨
年
迠
非
常
ノ

多
キ
ニ
上
ボ
リ
シ
モ
、
昨
年
以
降
漸
次
其
数
ヲ
減
シ
、
地
租
割
ノ
如
キ
ニ
至
テ

ハ
、
一
人
ト
シ
テ
之
カ
所
分
ヲ
決
行
セ
シ
モ
ノ
ナ
シ
。
…
（
中
略
）
…
身
代
限

モ
前
項
ト
仝
シ
ク
、
昨
年
以
降
大
ニ
其
数
ヲ
減
シ
、
已
ニ
本
年
中
ニ
當
リ
、
之

カ
宣
告
ヲ
受
ケ
シ
モ
ノ
僅
々
二
名
ヲ
出
テ
ス
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
旧
原
組

と
同
様
、
若
松
と
中
野
村
外
五
六
ケ
村
で
も
、
松
方
デ
フ
レ
の
影
響
で
農
産
物

の
価
格
が
下
落
し
た
た
め
、
租
税
を
支
払
え
ず
に
公
売
処
分
を
受
け
た
者
、
身

代
限
り
と
な
っ
て
破
産
し
た
者
が
明
治
十
八
年
ま
で
多
数
発
生
し
た
が
、
明
治

十
九
年
か
ら
減
少
し
て
、
明
治
二
〇
年
に
は
僅
か
と
な
っ
た
。

松
方
デ
フ
レ
の
影
響
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
若
松
や
中
野
村
外
五
六
ケ
村
に

お
け
る
生
糸
の
生
産
量
は
、
明
治
十
六
年
か
ら
着
実
に
増
加
し
た
（
表
７
）。

目
に
上
っ
た
。
一
貫
目
当
た
り
の
桑
葉
の
価
格
は
、
明
治
十
八
年
に
六
銭
で

あ
っ
た
が
、
十
九
年
に
五
銭
、
二
〇
年
に
十
銭
と
、
明
治
二
〇
年
に
急
騰
し

た
。
史
料
に
は
、「
養
蚕
ハ
、
年
々
振
興
ノ
状
ヲ
呈
シ
、
到
ル
ト
コ
ロ
桑
苗
繁

殖
ニ
力
ヲ
尽
サ
ゝ
ル
ハ
ナ
シ
。
就
中
養
蚕
家
ト
称
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
、
若
松
中
六

日
町
佐
藤
傳
平
、
仝
栄
町
鈴
木
嘉
兵
衛
ノ
二
家
ト
ス
。
若
松
地
方
ヲ
シ
テ
専
ラ

養
蚕
ニ
傾
心
セ
シ
ム
ル
ハ
、
二
家
率
先
ノ
力
最
モ
多
キ
ニ
居
レ
リ
」
と
、
若
松

で
養
蚕
業
が
活
況
を
呈
し
、
桑
の
栽
培
に
注
力
す
る
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
。

中
野
村
外
五
六
ケ
村
で
は
、
明
治
二
〇
年
ま
で
の
三
年
間
に
植
樹
さ
れ
た
桑

苗
は
四
五
、七
〇
〇
本
に
達
し
、
桑
葉
の
生
産
量
は
二
四
、五
六
八
貫
目
に
上
っ

た
。
一
貫
目
当
た
り
の
桑
葉
の
価
格
は
、
明
治
十
八
年
に
八
銭
で
あ
っ
た
が
、

十
九
年
に
六
銭
、
二
〇
年
に
十
銭
と
、
明
治
二
〇
年
に
急
騰
し
た
。「
養
蚕
ハ

漸
次
振
興
ノ
景
況
ニ
テ
、
到
ル
ト
コ
ロ
桑
苗
栽
培
ニ
傾
心
ス
ル
ノ
運
ニ
向
ヒ

リ
」
と
い
う
記
述
は
、
養
蚕
業
が
始
動
し
て
、
桑
の
栽
培
に
関
心
が
向
か
い
始

め
た
状
況
を
う
か
が
わ
せ
る
。
一
八
八
〇
年
代
の
中
野
村
外
五
六
ケ
村
に
お
け

る
生
糸
生
産
量
は
、
若
松
に
お
け
る
生
糸
生
産
量
の
五
分
の
一
か
ら
七
分
の
一

に
と
ど
ま
る
（
表
７
）。
会
津
盆
地
中
央
部
の
水
田
地
帯
で
は
、
若
松
や
大
沼

郡
中
西
部
、
南
会
津
郡
よ
り
遅
れ
て
養
蚕
業
が
始
動
し
た
と
み
ら
れ
る
。

旧
御
蔵
入
で
は
、
明
治
二
〇
年
ま
で
の
三
年
間
に
桑
苗
三
、
〇
〇
〇
本
が
植

樹
さ
れ
、
桑
葉
の
生
産
量
は
二
、
六
〇
〇
貫
目
と
な
っ
た
。
桑
葉
一
貫
目
の
価

格
は
、
明
治
十
八
年
に
五
銭
、
十
九
年
に
三
銭
、
二
〇
年
に
十
銭
と
、
明
治

二
〇
年
に
急
騰
し
た
。
繭
二
〇
石
が
生
産
さ
れ
た
が
、
生
糸
は
製
造
さ
れ
て
い
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北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

ぎ
ず
、
七
割
は
若
松
か
ら
購
入
し
て
い
た
。一
方
、
若
松
で
は
、「
會
津
地
方
」

で
生
産
さ
れ
た
米
を
商
店
か
ら
購
入
し
て
常
食
と
し
た
。
中
野
村
外
五
六
ケ
村

で
収
穫
さ
れ
た
米
は
、
住
民
の
常
食
に
充
て
ら
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
若
松
、

田
村
郡
、
お
よ
び
安
達
郡
に
移
出
さ
れ
た
。
北
會
津
郡
で
は
、
中
野
村
外
五
六

ケ
村
で
生
産
さ
れ
た
余
剰
米
を
若
松
に
移
出
し
て
、
若
松
か
ら
旧
御
蔵
入
や
湯

川
村
に
再
分
配
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
本
郡
で
は
俵
を
使
わ
ず
、
四
斗
入
の

叺
を
用
い
た
。

風
俗
生
計
と
物
価
の
項
目
に
よ
れ
ば
、
旧
御
蔵
入
で
は
、
木
材
、
薪
炭
、
味

噌
、
野
菜
、
麦
、
大
豆
、
大
根
を
自
弁
し
て
い
た
が
、
塩
、
醤
油
、
油
、
呉

服
、
反
物
な
ど
は
、
若
松
か
ら
購
入
し
た
。
旧
原
組
で
は
、
木
材
、
薪
炭
、
味

噌
、
米
、
麦
、
大
豆
、
野
菜
を
自
弁
し
て
い
た
が
、
酒
、
塩
、
醤
油
、
油
、
呉

服
、
反
物
、
絹
布
な
ど
は
、
若
松
か
ら
購
入
し
た
。
湯
川
村
で
は
、
薪
炭
や
野

菜
を
自
弁
し
て
い
た
が
、
米
、
味
噌
、
醤
油
、
油
、
呉
服
、
反
物
な
ど
は
、

若
松
か
ら
購
入
し
た
。
中
野
村
外
五
六
ケ
村
で
は
、
米
、
麦
、
大
豆
、
薪
炭
、

酒
、
味
噌
、
野
菜
、
大
根
を
自
弁
し
て
い
た
が
、
塩
、
醤
油
、
油
、
呉
服
、
反

物
な
ど
は
、
若
松
か
ら
購
入
し
た
。

物
価
の
項
目
に
は
、「
其
他
ノ
諸
品
ハ
尽
ク
若
松
ヨ
リ
購
入
ス
ル
ヲ
以
テ
、

此
部
内
限
リ
記
載
ス
ヘ
キ
物
價
ナ
シ
（
旧
御
蔵
入
）」、「
酒
、
其
他
絹
布
等
ノ

類
ハ
、
皆
若
松
ヨ
リ
購
入
ス
ル
ヲ
以
テ
、
此
方
部
ニ
在
ラ
ハ
、
物
價
ノ
事
項
ヲ

揚
ク
ヘ
キ
ナ
シ
（
旧
原
組
）」、「
他
ハ
悉
ク
若
松
ヨ
リ
購
入
ス
ル
ヲ
以
テ
、
部

内
ニ
当
リ
、
物
價
ノ
徴
ス
ヘ
キ
ナ
シ
（
湯
川
村
）」、「
其
他
ノ
諸
品
ハ
尽
ク
若

若
松
で
は
、
明
治
二
〇
年
の
生
糸
生
産
量
が
明
治

十
六
年
の
約
一
．
七
倍
に
達
し
た
。
絹
織
物
や
呉

服
な
ど
の
末
端
消
費
・
最
終
需
要
が
、
北
會
津
郡

と
同
様
に
全
国
で
堅
調
で
あ
っ
た
こ
と
を
背
景

に
、
一
八
八
〇
年
代
か
ら
北
會
津
郡
で
も
養
蚕
業

が
始
動
し
た
と
み
ら
れ
る
。

耕
地
宅
地
の
項
目
に
は
、
湯
川
村
大
巢
子
で

藍
が
、
中
野
村
外
五
六
ケ
村
の
南
四
合
村
、
北

四
合
村
、
中
四
合
村
、
麻
島
村
、
柏
原
村
、
古

舘
村
、
宮
木
村
で
野
菜
が
、
そ
れ
ぞ
れ
所
得
の

多
い
畑
作
物
と
し
て
特
筆
さ
れ
て
い
る
（
３
）

。

五
　
商
品
流
通

耕
地
宅
地
の
項
目
に
よ
れ
ば
、
旧
御
蔵
入
で

収
穫
さ
れ
た
米
は
、
住
民
の
常
食
の
一
割
を
占

め
る
に
過
ぎ
ず
、
九
割
は
若
松
か
ら
購
入
し
て

い
た
。
旧
原
組
で
収
穫
さ
れ
た
米
は
、
す
べ
て

住
民
の
常
食
に
充
て
ら
れ
、
他
地
域
に
移
出
す

る
余
剰
米
は
な
か
っ
た
。
湯
川
村
で
収
穫
さ
れ

る
米
は
、
住
民
の
常
食
の
三
割
を
占
め
る
に
す

表７　北會津郡における生糸の生産

明治16（1883）年 明治17（1884）年 明治18（1885）年 明治19（1886）年 明治20（1887）年

若松における
生産量（金額）

128貫500目
（4,432円）

135貫目
（4,309円）

191貫500目
（7,497円）

210貫目
（8,349円）

221貫目
（8,277円）

中野村外五六ケ村における
生産量（金額）

24貫目
（840円）

24貫目
（840円）

27貫500目
（962円50銭）

27貫800目
（973円）

31貫400目
（942円）

史料）�「民度區域諸項目取調之義ニ付上申（進 1167・2143 號）」（福島県歴史資料館所蔵「明治二十年七月、一種
庶第二号、民度區畫調上申綴　庶務課」明治・大正期福島県庁文書、資料番号：1059 所収）
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）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
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中
野
村
外
五
六
ケ
村
で
は
、
馬
を
南
部
三
春
地
方
か
ら
、
牛
を
南
部
地
方
か

ら
、
若
松
で
は
牛
を
南
部
地
方
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
購
入
し
て
い
た
。
中
野
村
外

五
六
ケ
村
の
上
荒
井
新
田
で
生
産
さ
れ
た
陶
器
は
、
若
松
、
安
積
郡
、
岩
瀬

郡
、
お
よ
び
安
達
郡
に
移
出
さ
れ
て
い
た
。

六
　
労
働
需
要

雑
件
の
項
目
は
、
越
後
国
か
ら
若
松
に
出
稼
ぎ
に
来
る
職
工
・
油
搾
業
・
芸

妓
、
越
後
国
か
ら
中
野
村
外
五
六
ケ
村
に
出
稼
ぎ
に
来
る
大
工
職
の
姿
を
捉
え

て
い
る
。
旧
御
蔵
入
で
報
告
さ
れ
て
い
る
「
他
地
方
ヨ
リ
出
稼
ニ
来
ル
モ
ノ
僅
々

大
工
職
ノ
輩
」
も
、
越
後
国
か
ら
来
る
大
工
職
と
み
て
よ
い
。
他
方
、
旧
原
組

と
湯
川
村
で
は
、
他
国
か
ら
出
稼
ぎ
に
来
る
者
は
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。

若
松
に
お
け
る
物
価
の
項
目
に
よ
れ
ば
、
耕
夫
と
土
方
の
雇
賃
は
一
日
十
八

銭
で
あ
る
。
一
方
、
諸
職
工
賃
銭
之
部
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）

年
の
大
工
の
賃
金
は
二
二
銭
、
煙
草
切
職
人
の
賃
金
が
二
七
銭
、
油
搾
職
・
酒

造
稼
人
・
醤
油
稼
人
の
賃
金
が
二
六
銭
、
左
官
・
石
工
・
畳
刺
職
・
建
具
師
の

賃
金
が
二
五
銭
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
土
方
や
耕
夫
の
雇
賃
を
上
回
っ
て
い
る
。

明
治
十
七
年
か
ら
十
九
年
ま
で
、
石
工
・
酒
造
稼
人
・
醤
油
稼
人
・
油
搾
職
・

綿
打
職
・
菓
子
製
造
職
を
除
く
諸
職
人
の
賃
金
は
上
昇
し
て
お
り
、
と
く
に
大

工
・
左
官
・
木
挽
職
・
桶
工
・
畳
刺
職
・
建
具
師
・
鍛
冶
職
・
鋳
物
師
の
賃
金

は
、
三
年
間
に
二
割
以
上
急
騰
し
た
。
越
後
国
な
ど
か
ら
若
松
や
北
會
津
郡
の

松
ヨ
リ
購
入
ス
ル
ヲ
以
テ
、
此
部
内
限
、
特
ニ
記
裁
ス
ヘ
キ
物
價
ナ
シ
（
中
野

村
外
五
六
ケ
村
）」
と
あ
る
た
め
、
旧
御
蔵
入
、
旧
原
組
、
湯
川
村
、
お
よ
び

中
野
村
外
五
六
ケ
村
で
は
、
先
述
の
日
用
品
を
若
松
に
出
か
け
て
購
入
し
て
い

た
と
み
ら
れ
る
。

風
俗
生
計
の
項
目
に
よ
れ
ば
、
若
松
で
は
、
日
用
必
需
品
を
市
街
の
商
店
か

ら
購
入
し
た
。
薪
炭
は
旧
原
組
、
湯
川
村
と
い
っ
た
近
傍
の
山
郷
か
ら
、
塩
は

越
後
国
か
ら
、
呉
服
と
反
物
は
東
京
、
越
後
国
、
米
沢
な
ど
か
ら
、
野
菜
は
近

村
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
移
入
し
た
。
中
野
村
外
五
六
ケ
村
の
耕
地
宅
地
の
項
目
に
、

「
左
ノ
村
々
ハ
、
野
菜
を
作
リ
所
得
ノ
利
、
特
ニ
多
シ
」
と
あ
る
た
め
、
南
四

合
村
、
北
四
合
村
、
中
四
合
村
、
麻
島
村
、
柏
原
村
、
古
舘
村
、
宮
木
村
で
生

産
し
た
野
菜
を
若
松
や
大
沼
郡
東
部
に
供
給
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
若
松

に
移
入
さ
れ
た
塩
、
呉
服
、
太
物
な
ど
は
、
北
會
津
郡
や
大
沼
郡
な
ど
の
村
々

に
も
再
分
配
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
表
４
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
若
松
へ
の
塩
、

呉
服
、
太
物
の
移
入
量
が
、
毎
年
増
加
し
て
い
る
た
め
、
若
松
か
ら
そ
の
市
場

地
域
へ
の
商
品
流
通
も
活
性
化
し
た
可
能
性
が
高
い
。

物
産
の
項
目
に
よ
れ
ば
、
旧
御
蔵
入
、
旧
原
組
、
若
松
、
お
よ
び
中
野
村
外

五
六
ケ
村
で
は
、
伊
達
郡
と
若
松
か
ら
蚕
種
を
購
入
し
て
い
た
。
若
松
で
は
、

六
日
町
の
佐
藤
傳
平
と
栄
町
の
鈴
木
嘉
兵
衛
が
養
蚕
家
と
称
さ
れ
、
佐
藤
傳
平

が
製
造
す
る
蚕
種
が
、
北
會
津
郡
や
大
沼
郡
な
ど
に
供
給
さ
れ
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。
若
松
と
中
野
村
外
五
六
ケ
村
で
生
産
さ
れ
た
生
糸
は
、
国
内
向
け
で
、

海
外
輸
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
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史
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六
二
六
人
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
転
入
者
が
一
、
三
七
二
人
（
管
外
か
ら
の

入
寄
留
：
六
五
七
人
、
管
内
か
ら
の
入
寄
留
：
七
一
五
人
）
に
と
ど
ま
っ
た
こ

と
に
よ
る
（
福
島
縣
、
一
八
八
九
：
六
一
頁
）。

『
市
街
名
邑
及
町
村
二
百
戸
以
上
戸
口
表
』
に
よ
れ
ば
、
若
松
で
は
、

明
治
十
九
年
十
二
月
末
日
の
本
籍
人
口
：
二
二
、
一
七
七
人
と
現
住
人
口
：

一
八
、
〇
〇
四
人
の
差
は
、
四
、
一
七
三
人
に
達
し
た
（
内
務
省
戸
籍
局
、

一
八
八
八
：
二
四
頁
）。
若
松
か
ら
の
転
出
者
数
が
転
入
者
数
を
大
き
く
上
回
っ

た
た
め
、
北
會
津
郡
の
現
住
人
口
は
、
本
籍
人
口
を
下
回
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

町
村
戸
口
地
租
の
各
項
目
か
ら
求
め
た
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
末
の
若

松
に
本
籍
を
置
く
北
會
津
郡
の
都
市
人
口
比
率
は
、
四
九
％
に
の
ぼ
る
。
他

方
、『
市
街
名
邑
及
町
村
二
百
戸
以
上
戸
口
表
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
若
松
の

現
住
人
口
を
『
明
治
十
九
年
・
二
十
年
　
福
島
縣
統
計
書
』
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
北
會
津
郡
の
現
住
人
口
で
除
し
た
都
市
人
口
比
率
は
、
三
六
％
と
な
る
。
ま

た
、『
明
治
二
十
二
年
　
福
島
縣
人
員
統
計
書
　
全
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
若

松
に
お
け
る
現
住
人
口
：
二
二
、
一
六
八
人
（
福
島
縣
、
一
八
九
〇
：
五
八
頁
）

を
『
明
治
十
九
年
・
二
十
年
　
福
島
縣
統
計
書
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
北
會
津

郡
の
現
住
人
口
で
除
し
た
都
市
人
口
比
率
は
、
四
五
％
と
な
る
。
資
料
に
よ
っ

て
、
明
治
十
九
年
末
の
若
松
に
お
け
る
現
住
人
口
は
大
幅
に
異
な
る
が
、
北
會

津
郡
に
お
け
る
都
市
人
口
比
率
が
著
し
く
高
い
点
は
否
定
で
き
な
い
。

北
會
津
郡
で
は
、
総
人
口
の
十
一
％
、
総
戸
数
の
十
八
％
が
士
族
で
あ
る

（
表
８
）。
と
く
に
若
松
で
は
、
人
口
の
十
九
％
、
戸
数
の
二
七
％
を
士
族
が

村
々
へ
出
稼
ぎ
に
来
た
大
工
や
油
搾
職
を
は
じ
め
と
す
る
諸
職
人
の
賃
金
高
騰

は
、
労
働
需
要
が
急
速
に
拡
大
し
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

七
　
人
口
構
造

町
村
戸
口
地
租
の
各
項
目
か
ら
合
算
し
た
北
會
津
郡
に
お
け
る
総
人
口
：

五
三
、三
九
四
人
は
、『
明
治
十
九
年
、
二
十
年
　
福
島
縣
統
計
書
』
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
十
二
月
末
の
北
會
津
郡
に
お
け
る
本
籍

人
口
：
五
四
、
〇
二
九
人
よ
り
六
三
五
人
少
な
く
、
合
計
戸
数
：
一
一
、
九
二
一

戸
は
、
本
籍
戸
数
：
一
一
、
三
一
五
戸
よ
り
六
〇
六
戸
多
い
。
両
史
料
の
人
口

と
戸
数
に
齟
齬
が
あ
る
が
、「
南
會
津
郡
　
民
度
区
域
調
」
と
「
大
沼
郡
　
民

度
區
域
調
進
達
書
」
の
人
口
が
、『
明
治
十
九
年
、
二
十
年
　
福
島
縣
統
計

書
』
の
本
籍
人
口
・
戸
数
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
た
め
、
本
史
料
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
人
口
・
戸
数
も
、
明
治
十
九
年
末
の
本
籍
人
口
・
戸
数
と
み
ら
れ
る
（
川
口
、

二
〇
二
〇
、二
〇
二
一
）。

『
明
治
十
九
年
・
二
十
年
　
福
島
縣
統
計
書
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
九
年

十
二
月
三
一
日
の
北
會
津
郡
に
お
け
る
本
籍
人
口
：
五
四
、
〇
二
九
人
と
現

住
人
口
：
四
九
、
三
三
〇
人
の
差
は
、
四
、
六
九
九
人
に
の
ぼ
る
（
福
島
縣
、

一
八
八
九
：
二
九
頁
）。
本
籍
人
口
と
現
住
人
口
の
差
は
、
転
出
者
が
六
、

〇
七
一
人
（
外
国
行
：
四
人
、
管
外
へ
の
出
寄
留
：
二
、
二
七
〇
人
、
管
内
へ

の
出
寄
留
：
三
、
一
二
五
人
、
陸
海
軍
在
営
在
艦
者
：
四
六
人
、
逃
亡
失
踪
：

明
治
二
十
年
八
月
十
日
十
一
時
二
十
五
分
出
ス
。

　
　
　
沼
澤
七
郎

　

第
一
部
長

　

大
沼
郡
長
へ
照
会
按

去サ

ル
八ヨ

ウ
カ
ツ
ケ
テ
ン
ホ
ウ
ノ

日
付
電
報
之
御ゴ

カ
イ
ト
ウ

回
答
ヲヲ

待マ
ツ

大
沼
郡
長
殿

　
親
展

　
　
　
　
　
　
永
峰
書
記
官
』

【
史
料
五
】
大
沼
郡
長
か
ら
第
一
部
長
宛
の
電
報
、
明
治
二
十
年
八
月
十
日

（
福
島
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
、
明
治
・
大
正
期
福
島
県
庁
文
書

：

一
〇
五
九
、「
明

治
二
十
年
七
月
、
一
種
庶
第
二
号
、
民
度
區
畫
調
上
申
綴

　
庶
務
課
」
所
収
）

第
一
部
長	

大
沼
郡
長

福
島
縣
書
記
官	

町
野
主
水

永
峰
彌
吉
殿

　
官
報

　
　
親
展
』（
封
筒
表
）

明
治
二
十
年
送
達
紙

　
発
局

：

官
報
、
第
十
一
號
、
ワ
カ
マ
ツ
分
局
、
八
月
十

日
、
午
八
時
分
、
字
數
三
十
字
。
着
局

：

第
五
十
二
號
、
福
島
郵
便
電
信
局
印

第
一
ブ
テ
ウ

　
フ
ク
シ
マ
ケ
ン
シ
ョ
キ
カ
ン

　
ナ
ガ
ミ
ネ

　
ヤ
キ
チ

　
ド
ノ
、

オ
ヲ
ヌ
マ
グ
ン
テ
ウ

　
マ
チ
ノ

　
モ
ン
ド

ニ
カ

　
親
展

デ
ン
ポ
ウ
ノ
ケ
ン

　
サ
ク
ヅ
ケ
カ
キ
ト
メ
ニ
テ
ゴ
カ
イ
ト
ウ
セ
リ
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川
村
に
お
け
る
粗
出
生
率
は
二
八
‰
、
粗
死
亡
率
は
二
一
‰
、
自
然
増
加
率

は
六
‰
と
な
る
。
一
方
、
若
松
に
お
け
る
粗
出
生
率
は
二
二
‰
、
粗
死
亡
率
は

十
七
‰
、
自
然
増
加
率
は
五
‰
、
中
野
村
外
五
六
ケ
村
に
お
け
る
粗
出
生
率
は

二
九
‰
、
粗
死
亡
率
は
十
四
‰
、
自
然
増
加
率
は
十
五
‰
と
な
る
。
若
松
で
は
、

人
口
が
ほ
ぼ
等
し
い
中
野
村
外
五
六
ケ
村
と
比
較
し
て
、
粗
出
生
率
が
七
‰
低

く
、
粗
死
亡
率
が
三
‰
高
い
た
め
、
自
然
増
加
率
が
一
〇
‰
も
低
い
。

衛
生
の
項
目
に
は
、
旧
御
蔵
入
に
お
け
る
結
婚
年
齢
が
男
性
：
二
一
歳
、
女

性
：
十
七
歳
、
旧
原
組
に
お
け
る
結
婚
年
齢
が
男
性
：
二
〇
歳
、
女
性
：
十
五

歳
、
湯
川
村
に
お
け
る
結
婚
年
齢
が
男
性
：
十
七
歳
、
女
性
：
十
六
歳
、
若
松

に
お
け
る
結
婚
年
齢
が
男
性
：
二
〇
歳
、
女
性
：
十
七
歳
、
中
野
村
外
五
六
ケ

村
に
お
け
る
結
婚
年
齢
が
男
性
：
二
〇
歳
、
女
性
：
十
七
歳
と
記
さ
れ
て
い
る
。

結
婚
年
齢
の
都
市
村
落
間
格
差
は
確
認
で
き
な
い
。
早
婚
は
、
本
郡
に
お
け
る

人
口
再
生
産
構
造
の
地
域
的
特
徴
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
に
北
會
津
郡
長
が
福
島
縣
知
事
に

進
達
し
た
北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
に
も
と
づ
い
て
、
明
治
中
期
に
生
じ
た
社

会
経
済
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
北
會
津
郡
に
お
け
る
末
端

消
費
・
最
終
需
要
の
拡
大
、
生
産
活
動
の
活
性
化
、
商
品
流
通
の
活
性
化
、
労

働
需
要
の
拡
大
と
い
っ
た
一
連
の
地
域
変
化
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

占
め
る
。
周
辺
村
落
と
比
較
し
て
若
松
で

は
、
士
族
の
構
成
比
が
著
し
く
高
い
。

本
郡
に
お
け
る
一
戸
当
た
り
の
人
数

は
、
平
民
が
四
．
九
人
、
士
族
が
二
．
七

人
で
あ
る
（
表
８
）。
平
民
と
比
較
す
る
と

士
族
の
一
戸
当
た
り
の
人
数
は
小
さ
い
。

平
民
一
戸
当
た
り
の
人
数
は
、
若
松
で

四
．
二
人
、
中
野
村
外
五
六
ケ
村
で
五
．

三
人
、
旧
御
蔵
入
・
旧
原
組
・
湯
川
村
で

は
六
人
を
超
え
る
。
平
民
の
一
戸
当
た
り

の
人
数
は
、
若
松
市
街
地
、
会
津
盆
地
中

央
部
の
里
郷
、
会
津
盆
地
縁
辺
部
の
山
郷

の
順
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

衛
生
の
項
目
に
報
告
さ
れ
て
い
る
明

治
十
九
年
の
出
生
数
、
死
亡
数
を
町
村
戸

口
地
租
の
項
目
に
あ
る
同
年
末
の
本
籍
人

口
で
除
し
て
求
め
た
旧
御
蔵
入
に
お
け

る
粗
出
生
率
は
十
二
‰
、
粗
死
亡
率
は

十
一
‰
、
自
然
増
加
率
は
一
‰
、
旧
原
組

に
お
け
る
粗
出
生
率
は
十
六
‰
、
粗
死
亡

率
は
十
一
‰
、
自
然
増
加
率
は
五
‰
、
湯

表８　明治 19（1886）年の北會津郡における人口

区域
平民人口
（戸数）

士族人口
（戸数）

合計人口
（合計戸数）

士族人口構成比
（士族戸数構成比）

平民 1 戸
当たり人数

士族 1 戸
当たりの人数

旧御蔵入 747人（106戸） 0人（０戸） 747人（106戸） 0％（0％） 7.0人 ー

旧原組 3,032人（456戸） 5人（2戸） 3,037人（458戸） 0.2％（0.4％） 6.6人 2.5人

湯川村 468人（59戸） 0人（０戸） 468人（59戸） 0％（0％） 7.9人 ー

若松 21,200人（5,010戸） 4,883人（1,887戸） 26,083人（6,897戸） 18.7％（27.4％） 4.2人 2.6人

中野村外五六ケ村 22,232人（4,195戸） 827人（206戸） 23,059人（4,401戸） 3.6％（4.7％） 5.3人 4.0人

合計 47,679人（9,826戸） 5,715人（2,095戸） 53,394人（11,921戸） 10.7％（17.6％） 4.9人 2.7人

史料）�「民度區域諸項目取調之義ニ付上申（進 1167・2143 號）」（福島県歴史資料館所蔵「明治二十年七月、一種庶
第二号、民度區畫調上申綴　庶務課」明治・大正期福島県庁文書、資料番号：1059 所収）
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北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

が
卓
越
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
会
津
戦
争
で
灰
燼
に
帰
し
た
旧
郭
内
の
空
地

が
、
桑
園
に
転
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
会
津
若
松
市
史

研
究
会
、
二
〇
〇
六
：
十
八
頁
）。
養
蚕
業
の
振
興
、
旧
郭
内
の
土
地
利
用
の

変
化
、
お
よ
び
、
県
会
議
員
選
挙
権
を
持
つ
有
権
者
の
構
成
比
が
極
め
て
少
な

い
点
な
ど
は
、
若
松
に
お
け
る
都
市
化
の
退
行
を
示
す
表
象
と
も
み
ら
れ
る
。

『
市
街
名
邑
及
町
村
二
百
戸
以
上
戸
口
表
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
九

（
一
八
八
六
）
年
の
若
松
に
お
け
る
現
住
人
口
は
本
籍
人
口
の
八
一
％
に
す
ぎ

ず
、
旧
城
下
町
の
中
で
最
も
両
者
が
乖
離
し
た
、
人
口
流
出
の
著
し
い
都
市
で
あ

る
（
黒
崎
、
一
九
七
四
：
一
一
〇
頁
）。
若
松
の
現
住
人
口
が
本
籍
人
口
を
上
回

る
の
は
、
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
で
あ
り
、
岩
越
線
若
松
駅
の
開
業
や
市
制

施
行
の
直
前
で
あ
っ
た
（
会
津
若
松
史
出
版
委
員
会
、
一
九
六
七
：
五
八
頁
）。

北
會
津
郡
の
本
籍
人
口
は
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
五
一
、
二
九
六

人
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
九
年
末
に
は
五
四
、
〇
二
九
人
を
数
え
た
（
福
島

縣
、
一
八
九
〇
：
十
二
頁
）。
し
か
し
、
本
郡
で
は
、
転
出
者
数
が
転
入
者
数

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
た
め
、
現
住
人
口
が
本
籍
人
口
よ
り
大
幅
に
少
な

い
。
本
郡
に
お
け
る
現
住
人
口
の
半
数
近
く
を
占
め
る
若
松
か
ら
の
人
口
流
出

が
続
い
て
い
た
た
め
、
北
會
津
郡
の
現
住
人
口
も
本
籍
人
口
を
下
回
っ
た
と
み

ら
れ
る
（
４
）

。

若
松
や
周
辺
村
落
に
お
け
る
人
口
趨
勢
と
本
史
料
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
で

き
た
明
治
中
期
の
地
域
変
化
と
の
関
係
を
時
間
軸
上
に
位
置
づ
け
る
考
察
は
、

史
料
紹
介
の
域
を
越
え
る
課
題
で
あ
る
（
５
）

。
若
松
で
末
端
消
費
・
最
終
需
要
の

明
治
中
期
に
は
、
呉
服
、
反
物
、
塩
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
物
産
が
、
郡

外
か
ら
若
松
に
移
入
さ
れ
、
北
會
津
郡
や
大
沼
郡
な
ど
の
村
々
に
も
再
分
配
さ

れ
て
い
た
。
移
入
量
の
増
加
は
、
若
松
と
そ
の
市
場
地
域
全
体
に
お
け
る
末
端

消
費
・
最
終
需
要
の
拡
大
を
示
唆
し
て
い
る
。
一
方
、
江
戸
時
代
か
ら
若
松
を

代
表
す
る
特
産
物
で
あ
っ
た
漆
器
、
織
物
、
蝋
燭
、
煙
管
な
ど
の
移
出
量
も
、

増
加
を
続
け
た
。
養
蚕
業
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
旧
原
組
で
も
、
一
八
八
〇

年
代
か
ら
、
養
蚕
業
が
「
各
村
到
ル
ト
コ
ロ
振
起
ノ
景
況
ア
リ
」
と
い
う
本
史

料
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
松
方
デ
フ
レ
の
影
響
を
脱
し
て
い
な
い
時
期
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
北
會
津
郡
と
同
様
、
全
国
で
呉
服
や
反
物
な
ど
の
末
端
消
費
・

最
終
需
要
が
堅
調
で
あ
っ
た
た
め
、
国
内
市
場
に
向
け
た
養
蚕
業
が
、
北
會
津

郡
で
も
こ
の
時
期
に
始
動
し
た
と
み
ら
れ
る
。
越
後
国
な
ど
か
ら
若
松
や
周
辺

村
落
に
出
稼
ぎ
に
来
る
大
工
を
は
じ
め
と
す
る
諸
職
人
の
賃
金
急
騰
は
、
生
産

活
動
の
活
性
化
に
伴
う
労
働
需
要
の
拡
大
を
裏
付
け
て
い
る
。

他
方
、
一
八
八
〇
年
代
の
若
松
市
街
地
に
お
け
る
生
糸
生
産
量
は
、
会
津
盆

地
中
央
部
に
位
置
す
る
中
野
村
外
五
六
ケ
村
の
五
倍
か
ら
七
倍
に
上
り
、
明
治

十
八
年
か
ら
の
三
年
間
に
、
三
〇
、
〇
〇
〇
本
も
の
桑
苗
が
植
樹
さ
れ
た
。
明

治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
六
月
に
歩
兵
第
十
五
旅
團
司
令
部
が
作
成
し
た
二
万

分
一
迅
速
図
「
若
松
町
」（
会
津
若
松
市
立
会
津
図
書
館
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
、

幕
末
ま
で
藩
士
の
侍
屋
敷
が
建
ち
並
ん
で
い
た
鶴
ヶ
城
外
堀
に
囲
ま
れ
た
旧
郭

内
に
は
、
郡
役
所
、
裁
判
所
、
中
学
校
、
監
獄
署
が
立
地
す
る
に
と
ど
ま
り
、

独
立
建
物
も
疎
で
、
鶴
ヶ
城
の
南
西
部
と
北
東
部
は
水
田
に
転
用
さ
れ
、
空
地
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北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

ズ
、
原
料
豊
富
、
製
品
堅
緻
、
價
格
低
廉
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
名
漸
ク
高
シ
。」
と
あ
る

（
福
島
縣
北
會
津
郡
役
所
、
一
九
二
三
／
一
九
八
七

：

二
六
〇
頁
）。

（
３
）�

時
代
は
下
る
が
、『
北
會
津
郡
郷
土
誌
』
に
は
、「
本
郡
ニ
於
ケ
ル
蔬
菜
ノ
主
産
地

ハ
、
大
川
ニ
沿
フ
門
田
、
神
指
、
川
南
、
舘
ノ
内
、
荒
井
ノ
五
ケ
村
ニ
シ
テ
、
有

ユ
ル
蔬
菜
ヲ
産
出
ス
。
殊
ニ
明
治
三
十
三
年
岩
越
線
ノ
開
通
、
四
十
一
年
若
松
ニ

兵
営
設
置
以
来
ハ
、
算
額
頓
ニ
増
加
シ
、
品
種
モ
亦
大
ニ
改
善
セ
リ
。
鐵
路
ニ
依

リ
テ
輸
出
セ
ラ
ル
ゝ
重
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
南
瓜
、
甜
瓜
、
茄
子
、
芋
等
ナ
リ
」
と
あ

る
（
福
島
縣
北
會
津
郡
役
所
、
一
九
二
三
／
一
九
八
七

：

二
四
〇
頁
）。
明
治
二
二

（
一
八
八
九
）
年
の
町
村
合
併
後
、「
北
會
津
郡
　
民
度
区
域
調
」
に
あ
げ
ら
れ
て

い
る
野
菜
栽
培
の
多
い
南
四
合
村
、
北
四
合
村
、
中
四
合
村
は
神
指
村
に
、
麻
島

村
、
柏
原
村
、
古
舘
村
、
宮
木
村
は
川
南
村
に
含
ま
れ
る
。

（
４
）�

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
の
北
會
津
郡
に
お
け
る
本
籍
人
口

：

五
六
、
一
五
一

人
と
現
住
人
口

：

四
九
、
九
六
九
人
の
差
は
、
六
、
一
八
二
人
に
の
ぼ
る
。
こ
の
う

ち
若
松
町
に
お
け
る
本
籍
人
口

：

二
七
、
四
五
九
人
、
現
住
人
口

：

二
一
、
一
八
八

人
の
差
は
、
六
、
二
七
一
人
で
あ
る
（
福
島
縣
、
一
八
九
〇

：

三
七
頁
）。
本
郡
に

お
け
る
外
国
行
は
六
人
、
他
府
県
・
他
郡
へ
の
出
寄
留
は
七
、
八
四
三
人
、
管
内
他

町
村
へ
の
出
寄
留
は
一
、
一
一
八
人
、
陸
海
軍
在
営
艦
者
は
五
八
人
、
囚
人
は
六
三

人
、
本
籍
人
失
踪
は
七
七
二
人
、
入
寄
留
者
失
踪
は
八
〇
人
で
あ
る
。
他
方
、
他

府
県
・
他
郡
か
ら
の
入
寄
留
が
二
、
六
四
〇
人
、
管
内
他
町
村
か
ら
の
入
寄
留
が

一
、
一
一
八
人
で
あ
る
（
福
島
縣
、
一
八
九
〇

：

九
七
頁
）。
北
會
津
郡
に
お
け
る

出
寄
留
者
の
八
七
％
、
入
寄
留
者
の
六
三
％
は
若
松
町
で
発
生
し
た
。
若
松
町
で

は
、
明
治
二
二
年
に
至
っ
て
も
、
人
口
流
出
が
続
い
て
い
た
。

（
５
）�

若
松
城
下
町
の
町
方
人
口
は
、
十
七
世
紀
後
半
に
二
万
人
を
超
え
て
い
た

が
、
十
八
世
紀
前
半
に
急
減
し
て
、
宝
暦
元
（
一
七
五
一
）
年
に
は
慶
安
二

（
一
六
四
九
）
年
の
七
三
％
、
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
に
は
五
二
％
ま
で
減
少

し
た
（
大
塚
、
一
九
九
五

：

一
〇
五
頁
）。
若
松
在
住
の
会
津
藩
士
と
そ
の
家

族
の
人
口
は
、
享
保
十
六
（
一
七
三
一
）
年
に
一
四
、
二
三
九
人
、
宝
暦
元
年
に

一
四
、
七
一
九
人
で
あ
っ
た
（
大
塚
、
一
九
九
五

：

九
九
～
一
〇
〇
頁
）。
藩
士
と

そ
の
家
族
の
人
口
を
幕
末
期
ま
で
享
保
・
宝
暦
期
と
同
数
と
仮
定
し
て
も
、
若
松

に
お
け
る
人
口
減
少
、
す
な
わ
ち
都
市
化
の
退
行
は
、
十
八
世
前
期
か
ら
顕
在
化

し
た
長
期
的
傾
向
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
会
津
戦
争
を
挟
む
幕
末
期
か
ら
明
治

中
期
の
若
松
の
人
口
趨
勢
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
復
興
期
に
当
た
る
明
治
十
九
年

拡
大
、
生
産
活
動
の
活
性
化
、
商
品
流
通
の
活
性
化
、
労
働
需
要
の
拡
大
が
確

認
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
の
転
出
超
過
が
明
治
二
〇
年
代
ま
で
続
い

た
状
況
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
他
日
を
期
し
て
稿
を
改
め
た
い
。

謝
辞
　
筆
者
は
天
明
三
年
の
大
凶
作
に
伴
う
死
亡
危
機
に
関
す
る
論
考
を
執
筆

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
（
川
口
、
二
〇
二
一
）。
飢
饉
時
の
救
慌
食
を
調
べ
て
い

る
う
ち
に
、
故
黒
崎
千
晴
先
生
か
ら
本
史
料
に
記
録
さ
れ
て
い
る
食
物
の
地
域

差
に
つ
い
て
御
教
示
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
筆
者
の
記
憶
の
底
か
ら
蘇
っ
た
。

平
成
三
十
年
晩
秋
、
福
島
県
歴
史
資
料
館
の
御
厚
情
に
よ
り
、
本
史
料
の
閲
覧

と
写
真
撮
影
を
許
さ
れ
た
。
筆
者
の
怠
慢
に
よ
り
、
本
史
料
の
紹
介
が
今
に
な
っ

た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
学
恩
に
深
謝
し
た
い
。
翻
刻
に
あ

た
り
、
東
昇
先
生
、
鈴
木
明
子
先
生
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
会
津
若
松
市
立

会
津
図
書
館
に
は
、
関
連
資
料
に
つ
い
て
懇
切
な
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

注（
１
）�

明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
末
の
若
松
町
に
お
け
る
県
会
議
員
選
挙
有
権
者
数
は

一
一
六
人
で
あ
る
（
宮
内
、
一
八
九
六

：

一
頁
）。
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
の

若
松
町
に
お
け
る
県
会
議
員
選
挙
有
権
者
数
は
一
二
一
人
で
あ
る
（
会
津
若
松
史

出
版
委
員
会
、
一
九
六
七

：

五
八
頁
）。
人
口
に
占
め
る
有
権
者
の
構
成
比
が
少
な

い
状
況
が
続
い
て
い
た
。

（
２
）�『
北
會
津
郡
郷
土
誌
』
に
は
、「
上
荒
井
新
田
ヨ
リ
製
出
ス
。
本
村
ハ
大
沼
郡
本
郷

町
ト
連
擔
シ
會
津
焼
ト
シ
テ
著
名
ナ
リ
。
…
（
中
略
）
…
明
治
十
五
六
年
頃
ニ

至
リ
テ
ハ
、
製
品
ノ
改
良
大
ニ
見
ル
ベ
ク
、
肥
前
京
都
濃
尾
等
ノ
製
品
ト
相
譲
ラ

　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
小
作
麦

　
　
　
三
円

　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
八
斗

　
畑

　
中
畑

　
同

　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
三
拾
円

　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
弐
拾
五
円

　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
弐
円
五
拾
銭

　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
六
斗

　
　
　
下
畑
　
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
拾
五
円

　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
拾
弐
円

　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
壱
円
五
拾
銭

�

麦
ハ
概
ネ
、
大
麦
八
分
、
小
麦
二
分
位
ノ
割
合
ト
ス
。
麦
ノ
外
重
モ
ナ
ル

モ
ノ
ハ
菜
種
、
麻
、
大
豆
、
藍
、
人
参
等
ト
ス
。

�

大
麦
ハ
部
内
日
常
米
ニ
和
シ
、
食
料
ニ
充
テ
、
小
麦
ハ
若
松
地
方
へ
輸
出

ス
。
穂
馬
、
佐
賀
瀬
川
、
雀
林
等
ノ
村
々
ハ
煙
草
ヲ
作
リ
、
髙
田
近
村
ハ

藍
、
菜
種
子
、
大
豆
ヲ
作
リ
、
東
尾
岐
近
村
ハ
大
麻
ヲ
作
リ
、
所
得
ノ
利

多
シ
。
然
レ
ト
モ
近
年
、
漸
々
養
蚕
ノ
業
開
ケ
、
桑
畑
ノ
利
殊
ニ
多
シ
。

田
畑
ト
モ
、
小
作
預
ケ
ノ
旧
慣
及
其
約
定
証
書
ノ
写
』

�

田
畑
ト
モ
小
作
ニ
口
頭
ノ
約
定
ト
証
書
約
定
ノ
二
種
ア
リ
。
口
頭
ノ
約
定
ハ

従
前
小
作
シ
来
、
永
小
作
ト
称
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
コ
レ
ハ
証
書
ヲ
要
セ
サ
ル

ノ
習
慣
ナ
リ
。

　
又
一
、二
ケ
年
ヲ
期
ス
ル
小
作
ハ
左
ノ
如
キ
証
書
ヲ
徴
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

　
　
　
　
　
小
作
約
定
証
書
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北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

の
現
住
人
口
も
、
七
節
で
述
べ
た
よ
う
に
資
料
に
よ
っ
て
大
幅
に
異
な
る
。

参
考
文
献

・
会
津
若
松
史
出
版
委
員
会
編
（
一
九
六
七
）『
会
津
若
松
史
　
第
10
巻
』
会
津
若
松
市
。

・
会
津
若
松
市
史
研
究
会
編
（
二
〇
〇
六
）『
会
津
若
松
市
史
　
８
』
会
津
若
松
市
。

・
大
塚
　
實
（
一
九
九
五
）「
藩
政
時
代
に
於
け
る
会
津
の
人
口
」
大
塚
　
實
『
私
の
会

津
史
（
一
）』
歴
史
春
秋
出
版
社
。

・
川
口
　
洋
（
二
〇
二
〇
）「
明
治
二
十
年
「
南
會
津
郡
　
民
度
区
域
取
調
」
と
そ
の
作

成
に
関
わ
る
史
料
」
帝
塚
山
大
学
文
学
部
紀
要
、
第
四
一
号
、
一
三
～
四
八
頁
。

・
川
口
　
洋
（
二
〇
二
一
）「
明
治
二
十
年
「
大
沼
郡
　
民
度
區
域
調
進
達
書
」
と
そ
の

作
成
に
関
わ
る
史
料
」
帝
塚
山
大
学
文
学
部
紀
要
、
第
四
二
号
、
三
九
～
七
八
頁
。

・
川
口
　
洋
（
二
〇
二
一
）「
天
明
期
の
冷
害
に
伴
う
人
口
変
動
」
井
上
　
孝
・
和
田
光

平
編
『
自
然
災
害
と
人
口
』
原
書
房
、
二
七
～
五
〇
頁
。

・
黒
崎
千
晴
（
一
九
七
四
）「
明
治
前
期
の
都
市
に
つ
い
て
」
社
会
経
済
史
学
、
第
三
九

巻
第
六
号
、
九
四
～
一
一
三
頁
。

・
内
務
省
総
務
局
戸
籍
課
（
一
八
八
八
）『
市
街
名
邑
及
町
村
二
百
戸
以
上
戸
口
表
』。

・
福
島
縣
北
會
津
郡
役
所
（
一
九
二
三
／
一
九
八
七
）『
北
會
津
郡
郷
土
誌
』。

・
福
島
縣
（
一
八
八
九
）『
明
治
十
九
年
、
二
十
年
　
福
島
縣
統
計
書
』。

・
福
島
縣
（
一
八
九
〇
）『
明
治
二
十
二
年
　
福
島
縣
人
員
統
計
書
　
全
』。

・
宮
内
亀
松
編
（
一
八
九
六
／
一
九
八
二
）『
會
津
五
郡
名
家
鑑
』（
会
津
若
松
市
立
会
津

図
所
鑑
所
蔵
）。

・
若
松
市
役
所
（
一
九
四
一
／
一
九
八
七
）『
若
松
市
史
　
下
巻
』
国
書
刊
行
会
。

米
五
ケ
年
間
水
災
又
ハ
雹
災
等
ノ
為
メ
、
皆
無
又
ハ
著
ク
収
穫
ヲ
減
セ
シ
等
ノ

概
略

　
　�

五
ケ
年
間
、
皆
無
又
ハ
著
シ
ク
収
穫
ヲ
減
セ
シ
事
ナ
シ
。
但
、
本
年
松
坂

村
ニ
於
テ
、
雷
風
ノ
末
、
雹
降
大
ナ
ル
害
ヲ
受
ク
。

堰
溜
井
及
用
水
等
ノ
大
土
功
ニ
シ
テ
頗
ル
利
害
ニ
関
ス
ル
モ
ノ

ウ
ツ
ロ
堰

牛
川
堰

大
谷
地
溜
井

　
　
　
　
上

　
券
面
地
價

　
四
拾
五
円

　
賣
買
代
價

　
百
七
拾
円

　
地
所
限
借
地
料

　
拾
弐
円

宅
地

　
　
中

　
仝

　
　
　
　
三
拾
八
円

　
仝

　
　
　
　
百
円

　
　
　
　
仝

　
　
　
　
　
五
円

　
　
　
　
下

　
仝

　
　
　
　
拾
八
円

　
　
仝

　
　
　
　
三
拾
円

　
　
　
仝

　
　
　
　
　
弐
円

　
　
　
　
　
（
四
）

　
町
村
戸
口
地
租

町
ナ
シ
。』

村
、
四
拾
七
ケ
村
。
地
租
、
弐
万
九
千
弐
百
三
円
七
拾
壱
銭
四
厘
。

　
内

　
百
戸
以
上
ノ
村
、
七
ケ
村
。

髙
田
村
、
永
井
野
村
、
本
郷
村
、
冰
玉
村
、
東
尾
岐
村
、

八
木
沢
村
、
赤
留
村
。

置
縣
後
分
合
ノ
町
村
及
名
称
若
ク
ハ
名
称
変
更
、
其
事
由
ノ
概
略

　
旧
若
松
縣
ノ
節
、
明
治
八
年
八
月
十
二
日
合
併
セ
シ
モ
ノ
左
ノ
如
シ
。

　
　
髙
田
村
、
境
新
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ケ
村
合
併

　
　
髙
田
村

　
　
安
田
村
、
佐
布
川
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ケ
村
合
併

　
　
田
川
村
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北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

明
治
二
十
年
七
月
十
二
日
調
　
七
月
十
三
日
行
　
属
　
沼
澤
七
郎
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
時
三
十
五
分
書
ス

第
一
部
長
　

諏
訪
北
會
津
郡
長
ヘ
御
廻
文
之
案
相
伺
候
也
。

民ミ
ン

度ド

区ク

画カ
ク

御ヲ

差サ
シ

出タ
シ

之ノ

後ノ
チ

ナナ

リリ

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
峰
書
記
官
』

【
史
料
二
】
北
會
津
郡
長
か
ら
第
一
部
長
宛
の
電
報
、
明
治
廿
年
七
月
十
三
日

（
福
島
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
、
明
治
・
大
正
期
福
島
県
庁
文
書
：
一
〇
五
九
、

「
明
治
二
十
年
七
月
、
一
種
庶
第
二
号
、
民
度
區
畫
調
上
申
綴
　
庶
務
課
」
所

収
）

明
治
廿
年
送
達
紙
　
発
局
：
官
報
、
第
壱
號
、
ワ
カ
マ
ツ
分
局
、
七
月
十
三

日
、
午
九
時
五
分
、
字
數
十
九
字
。
着
局
：
第
四
號
、

福
島
電
信
局

届
フ
ク
シ
マ
ケ
ン
ナ
ガ
ミ
ネ
第
一
ブ
テ
ウ
　
出
ス
ワ
キ
タ
ア
イ
ヅ
グ
ン
テ
ウ

明
治
廿
年
七
月
十
三
日

庶
受
第
二
三
号

ミ
ン
ド
シ
ラ
ベ
ノ
カ
ド
イ
ツ
オ
マ
ワ
シ
カ

民
度
調
之
廉
何
時
御
廻
シ
カ

【
史
料
三
】
庶
務
課
か
ら
第
一
部
長
へ
の
電
報
按
伺
、
明
治
二
十
年
八
月
四
日

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調（
明
治
二
〇
年
）と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料
　
翻
刻

凡
例

・�

原
文
の
表
記
は
、
原
則
と
し
て
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
、
仮
名
は
通
行
の
字

体
を
用
い
た
。
常
用
漢
字
以
外
の
文
字
、「
ゝ
」、「
ヰ
」、「
ゟ
」
は
、
原
文

ど
お
り
と
し
た
。

・�

文
字
の
配
置
は
な
る
べ
く
原
史
料
に
合
わ
せ
た
が
、
読
解
の
便
を
考
慮
し
て

調
整
し
た
。
長
文
や
表
の
改
行
位
置
は
、
本
誌
に
合
わ
せ
て
変
更
し
た
。

・
読
解
の
便
を
考
慮
し
て
、
句
読
点
を
付
し
た
。

・
押
印
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、「

」
と
表
記
し
た
。

・
丁
替
え
は
、「
』」
で
示
し
た
。

・�

史
料
は
、
福
島
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
、
明
治
・
大
正
期
福
島
県
庁
文
書
：

一
〇
五
九
、「
明
治
二
十
年
七
月
、
一
種
庶
第
二
号
、
民
度
區
畫
調
上
申
綴
　

庶
務
課
」
の
綴
順
に
配
列
し
た
。

翻
刻

【
史
料
一
】
庶
務
課
長
か
ら
第
一
部
長
へ
の
電
報
案
伺
、
明
治
二
十
年
七
月

十
二
日
（
福
島
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
、
明
治
・
大
正
期
福
島
県
庁
文
書
：

一
〇
五
九
、「
明
治
二
十
年
七
月
、
一
種
庶
第
二
号
、
民
度
區
畫
調
上
申
綴

　

庶
務
課
」
所
収
）
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北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

ミ
ン
ド
シ
ラ
ベ
ミ
ョ
ウ
ゴ
ニ
チ
サ
シ
ダ
ス

【
史
料
五
】
北
會
津
郡
長
か
ら
第
一
部
長
宛
の
電
報
、
明
治
廿
年
八
月
八
日

（
福
島
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
、
明
治
・
大
正
期
福
島
県
庁
文
書
：
一
〇
五
九
、「
明

治
二
十
年
七
月
、
一
種
庶
第
二
号
、
民
度
區
畫
調
上
申
綴
　
庶
務
課
」
所
収
）

明
治
廿
年
送
達
紙
　
発
局
：
官
報
、
第
七
號
、
ワ
カ
マ
ツ
分
局
、
八
月
八
日
、

午
三
時
丗
分
、
字
數
十
一
字
。
着
局
：
第
三
二
號
、

福
島
郵
便
電
信
局
印

届
フ
ク
シ
マ
ケ
ン
第
一
部
長
ナ
ガ
ミ
ネ
　
ヤ
キ
チ
ド
ノ
　
出
キ
タ
ア
イ
ヅ
グ
ン

テ
ウ
　
ダ
イ
リ
　
グ
ン
シ
ョ
キ
　
ハ
シ
モ
ト
　
ヨ
ウ
コ
ウ

明
治
廿
年
八
月
八
日

庶
受
第
三
九
号

ミ
ン
ド
シ
ラ
ベ
サ
ク
ジ
ツ
ダ
ス

供
貴
覧
候
　

一
部
長

【
史
料
六
】
庶
務
課
長
か
ら
第
一
部
長
へ
の
電
報
按
伺
、
明
治
二
十
年
八
月

二
十
二
日
（
福
島
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
、
明
治
・
大
正
期
福
島
県
庁
文
書
：

一
〇
五
九
、「
明
治
二
十
年
七
月
、
一
種
庶
第
二
号
、
民
度
區
畫
調
上
申
綴

　

庶
務
課
」
所
収
）

（
福
島
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
、
明
治
・
大
正
期
福
島
県
庁
文
書
：
一
〇
五
九
、

「
明
治
二
十
年
七
月
、
一
種
庶
第
二
号
、
民
度
區
畫
調
上
申
綴
　
庶
務
　
　
　
　

課
」
所
収
）

明
治
二
十
年
八
月
四
日
調
　
属
　
石
塚
劉
介
　

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
三
十
分

第
一
部
長
　
　
庶
務
課
長

　
代
理
　
　
　
　
　
四
十
四
字

電
報
　
　
　
　
民
度
区
畫
調
進
達
方
左
ニ
御
照
会
可
然
哉
。

民
度
区
畫
調
一
庶
第
三
四
二
号
及
御
照
会
置
候
處
、
直
ク
御
差
出
シ
ア
レ
。』

二
十
年
八
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
部
長

　
北
會
津
郡
長
宛
』

【
史
料
四
】
北
會
津
郡
長
か
ら
第
一
部
長
宛
の
電
報
、
明
治
廿
年
八
月
四
日

（
福
島
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
、
明
治
・
大
正
期
福
島
県
庁
文
書
：
一
〇
五
九
、「
明

治
二
十
年
七
月
、
一
種
庶
第
二
号
、
民
度
區
畫
調
上
申
綴
　
庶
務
課
」
所
収
）

明
治
廿
年
送
達
紙

　
発
局
：
官
報
、
第
七
號
、
ワ
カ
マ
ツ
分
局
、
八
月
四
日
、

午
十
二
時
五
十
分
、
字
數
廿
字
。
着
局
：
第
二
四
號
、

福
島
郵
便
電
信
局
印

届
フ
ク
シ
マ
ケ
ン
ナ
ガ
ミ
ネ

第
一
ブ
テ
ウ

　
出
ス
ワ
キ
タ
ア
イ
ヅ
グ
ン
テ
ウ
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北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

テ
ウ
　
ス
ワ
　
イ
ス
ケ

ミ
ン
ド
シ
ラ
ベ
ダ
ス
　
　

【
史
料
八
】
庶
受
第
四
六
号
　
北
會
津
郡
　
民
度
調
（
北
會
津
郡
長
か
ら
第
一

部
長
宛
の
一
庶
第
三
九
六
号
へ
の
回
答
）、
明
治
二
十
年
八
月
二
四
日
か
（
福

島
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
、
明
治
・
大
正
期
福
島
県
庁
文
書
：
一
〇
五
九
、「
明

治
二
十
年
七
月
、
一
種
庶
第
二
号
、
民
度
區
畫
調
上
申
綴
　
庶
務
課
」
所
収
）

庶
受
第
四
六
号

本
郡
ハ
東
西
四
里
南
北
三
里
、
本
縣
ノ
西
部
ニ
傾
キ
、
山
脈
蜿
蜒
東
方
ヨ
リ
南

方
ニ
延
キ
、
一
帯
ノ
屏
障
ヲ
ナ
シ
、
他
ハ
尽
ク
平
地
ヲ
占
ム
。
郡
内
戸
数
ノ
半

ハ
若
松
ニ
シ
テ
、
戸
口
稠
密
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
幅
員
僅
カ
ニ
二
十
方
里
ニ
過
キ
サ

ル
ヲ
以
テ
、
行
政
上
別
ニ
不
便
ノ
感
ヲ
見
ス
。
其
ノ
人
情
風
俗
ハ
概
シ
テ
大

差
ナ
キ
モ
、
唯
三
方
部
丈
ケ
其
趣
ヲ
異
ニ
セ
リ
。
其
一
部
ヲ
擧
ク
レ
ハ
、
即
チ

南
方
闇
川
橋
以
南
、
上
小
塩
村
、
芦
牧
村
、
大
川
村
ニ
シ
テ
、
山
麓
ニ
沿
ヒ
村

ヲ
造
リ
、
藩
政
ノ
際
、
総
テ
御
蔵
入
ト
唱
ヒ
、
風
俗
野
鄙
質
朴
、
今
日
ノ
交
際

上
、
都
テ
若
松
地
方
ト
其
ノ
風
態
ヲ
別
ニ
シ
、
其
ノ
常
業
ト
ス
ル
ト
コ
ロ
ハ
、

凡
テ
伐
木
採
薪
ニ
シ
テ
、
其
農
ヲ
業
ト
』
ス
ル
モ
ノ
甚
タ
稀
ナ
リ
。
故
ニ
此
方

部
ハ
、
常
ニ
夫
食
ニ
乏
シ
キ
ヲ
告
ケ
、
常
食
ハ
概
ネ
米
ニ
麦
又
ハ
野
菜
等
ヲ
雑

ヘ
食
シ
、
教
育
衛
生
等
ハ
一
向
其
心
ニ
経
ス
。
故
ニ
、
今
日
、
教
育
ノ
都
鄙
ニ

明
治
二
十
年
八
月
二
十
二
日
調
　
八
月
廿
二
日
行
　
属
　
沼
澤
七
郎
　

第
一
部
長
　

按

一
庶
第
三
九
六
號

民
度
区
域
御
差
出
相
成
候
處
、
図
面
入
用
ニ
有
之
候
条
、
大
至
急
御
差
出
相
成

度
、
此
段
申
進
候
也
。

但
、
山
川
ノ
景
況
ハ
不
要
ニ
候
得
共
、
町
村
名
ハ
必
ス
御
記
入
有
之
度
候
。

永
峰
書
記
官
』

　
石
川
、
菊
多
、
両
磐
　
郡
長
殿
　
親
展

民
度
区
域
調
直
ク
御
出
シ
ア
レ
。
十
九
字
。

　
但
、
図
面
ト
モ
ニ
。
　
　
　
　
　
永
峰
書
記
官

　
北
會
津
郡
長
宛
』

【
史
料
七
】
北
會
津
郡
長
か
ら
第
一
部
長
宛
の
電
報
、
明
治
廿
年
八
月
廿
四
日

（
福
島
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
、
明
治
・
大
正
期
福
島
県
庁
文
書
：
一
〇
五
九
、「
明

治
二
十
年
七
月
、
一
種
庶
第
二
号
、
民
度
區
畫
調
上
申
綴
　
庶
務
課
」
所
収
）

明
治
廿
年
送
達
紙

　
発
局
：
官
報
、
第
七
號
、
ワ
カ
マ
ツ
分
局
、
八
月
廿
四
日
、

午
一
時
五
一
分
、
字
數
十
字
。
着
局
：
第
三
七
號
、

福
島
郵
便
電
信
局
印

届
フ
ク
シ
マ
ケ
ン
第
一
ブ
長
ナ
ガ
ミ
ネ

　
ヤ
キ
チ
ト
ノ

　
出
キ
タ
ア
イ
ヅ
グ
ン
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北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

家
ノ
夫
食
ニ
乏
シ
キ
ヲ
告
ク
ル
ヲ
以
テ
、
平
常
野
菜
等
ヲ
雑
ヘ
食
シ
、
僅
カ
ニ

一
家
ノ
飢
餓
ヲ
免
ル
。
凡
テ
此
方
部
ハ
、
本
郡
第
一
ノ
貧
困
ニ
シ
テ
、
一
歳
中

糊
口
ニ
ノ
ミ
汲
々
ト
シ
テ
、
社
會
ノ
形
勢
ハ
、
豪
モ
脳
裏
ニ
感
ス
ル
事
ナ
ク
、

前
掲
ノ
二
方
部
ト
大
同
小
異
ノ
民
度
ナ
リ
。
以
上
、
掲
ク
ル
ト
コ
ロ
ノ
三
方
部

ハ
、
本
郡
中
、
其
民
度
ヲ
殊
ニ
ス
ル
モ
、
其
他
ノ
村
落
ハ
尽
ク
平
地
ノ
間
ニ

位
シ
、
藩
政
ノ
際
、
各
村
々
ニ
組
合
ヲ
立
テ
、
施
政
ノ
便
ヲ
図
リ
シ
際
ハ
、
各

組
毎
ニ
民
情
モ
少
シ
ク
殊
異
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
リ
シ
モ
、
今
日
』
ニ

至
リ
テ
ハ
、
概
ネ
皆
ナ
等
フ
シ
テ
時
世
ノ
進
化
モ
同
一
ニ
相
伴
ヒ
、
特
ニ
民
度

上
、
区
画
ヲ
立
ツ
ヘ
キ
廉
ヲ
見
ス
。
唯
若
松
ハ
一
市
街
ナ
ル
カ
為
メ
ニ
、
村
落

ト
ハ
智
識
ノ
度
大
ニ
殊
ニ
シ
テ
、
村
落
ニ
比
ス
レ
ハ
百
事
一
歩
ヲ
進
ム
ト
云
フ

ヲ
敢
テ
又
同
ナ
カ
ル
ヘ
シ
。
故
ニ
今
茲
ニ
本
郡
ノ
民
度
ヲ
区
分
ス
レ
ハ
、
別
紙

図
面
色
分
ノ
如
ク
、
概
ネ
三
区
画
ヲ
ナ
セ
リ
。
其
一
ハ
若
松
ニ
シ
テ
、
其
二
ハ

若
松
近
傍
平
土
ノ
村
落
、
其
三
ハ
前
記
ニ
掲
ク
ル
ト
コ
ロ
ノ
三
方
部
ナ
リ
。』

【
史
料
九
】
庶
務
課
長
か
ら
第
一
部
長
へ
の
電
報
按
伺
、
明
治
廿
年 

七
月
廿
日
（
福
島
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
、
明
治
・
大
正
期
福
島
県
庁
文
書
：

一
〇
五
九
、「
明
治
二
十
年
七
月
、
一
種
庶
第
二
号
、
民
度
區
畫
調
上
申
綴
　

庶
務
課
」
所
収
）

明
治
廿
年
七
月
廿
日

　
　
庶
務
課
長

　
沼
澤
七
郎

　

第
一
部
長

　

洽
キ
ニ
拘
ハ
ラ
ス
、
此
ノ
方
部
ハ
就
学
者
甚
タ
少
ナ
シ
。
唯
民
俗
質
朴
ナ
ル
ヲ

以
テ
、
官
令
善
ク
遵
ヒ
、
納
税
善
ク
尽
シ
、
僅
カ
ニ
闇
川
橋
ノ
一
橋
ヲ
隔
テ
、

隣
村
上
三
寄
村
ト
ハ
、
大
ニ
其
民
度
ヲ
殊
ニ
セ
リ
。
故
ニ
藩
政
ノ
際
ハ
、
御
蔵

入
ト
唱
ヒ
、
會
津
地
方
ノ
人
種
ト
其
ノ
取
扱
方
ヲ
格
別
ニ
セ
リ
ト
云
フ
。
又
他

ノ
一
部
ハ
湯
川
村
及
高
川
村
ニ
シ
テ
、
深
山
渓
谷
ノ
間
ニ
村
ヲ
造
リ
、
藩
政
ノ

際
之
ヲ
山
郷
ト
唱
ヒ
、
前
方
部
ヨ
リ
ハ
一
層
ノ
邊
僻
、
一
層
ノ
質
朴
ニ
シ
テ
、

土
民
悉
ク
焚
炭
ヲ
業
ト
シ
、
其
ノ
農
ヲ
業
ト
ス
ル
モ
ノ
絶
テ
無
シ
。
結
』
婚
等

ノ
如
キ
モ
僅
カ
ニ
此
ノ
方
部
ニ
止
マ
リ
、
曽
テ
他
方
部
ニ
向
テ
相
通
ス
ル
事
ナ

シ
。
世
ノ
変
遷
等
ノ
如
キ
ハ
更
ニ
之
ニ
頓
首
セ
ス
。
常
ニ
鶏
鳴
山
ニ
上
ボ
リ
、

星
ヲ
戴
テ
家
ニ
帰
リ
、
祭
祝
日
ノ
外
曽
テ
休
憩
ス
ル
事
ナ
シ
。
諺
ニ
此
ノ
土
民

ハ
一
年
ノ
間
、
白
昼
ニ
於
テ
一
家
ノ
對
顔
ヲ
ナ
シ
得
ズ
ト
云
フ
。
又
以
テ
俗
情

ノ
殊
ナ
ル
ヲ
知
ル
ヘ
シ
。
而
シ
テ
此
ノ
土
民
ハ
、
常
ニ
炭
ヲ
若
松
ニ
賣
出
シ
、

米
其
他
ノ
物
品
ト
交
易
シ
、
以
テ
生
計
ヲ
営
ム
。
通
常
衣
服
ノ
如
キ
ハ
、
常
ニ

荒
布
ヲ
着
シ
、
言
語
モ
若
松
方
部
ニ
比
ス
レ
ハ
、
重
モ
ニ
渋
訥
ニ
シ
テ
、
一
見

山
郷
人
タ
ル
ヲ
知
ル
。
而
シ
テ
此
方
部
ハ
、
概
シ
テ
窮
貧
ナ
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ス
、

納
税
等
ハ
豪
モ
其
期
ヲ
愆
ツ
事
ナ
シ
。
畢
竟
、
風
俗
ノ
質
朴
ニ
原
告
ス
ル
ト
コ

ロ
ナ
リ
。
又
他
ノ
一
部
ハ
、
赤
井
村
、
共
和
村
、
原
村
、
平
潟
村
、
静
潟
村
ノ

五
ケ
村
ニ
シ
テ
、
三
面
ハ
』
山
ヲ
負
ヒ
、
東
一
面
猪
苗
代
湖
ニ
枕
シ
、
若
松
地

方
ハ
、
特
ニ
一
区
域
ヲ
ナ
シ
、
風
俗
朴
訥
、
土
民
採
薪
焚
炭
ヲ
事
ト
シ
、
其
農

ヲ
業
ト
ス
ル
モ
ノ
亦
少
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
モ
、
概
シ
テ
此
方
部
ハ
、
郡
中
ノ
髙

土
ニ
シ
テ
、
常
ニ
水
利
ニ
苦
シ
ミ
、
且
ツ
、
土
地
瘦
薄
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
常
ニ
一
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北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

本
郡
民
度
区
画
之
義
、
第
一
部
長
ヨ
リ
通
牒
ニ
倣
ヒ
、
別
紙
之
通
取
調
、
上
申

仕
候
也
。

明
治
二
十
年
七
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
嶋
縣
北
会
津
郡
長
　
諏
訪
伊
助
　

　
　
福
嶋
縣
知
事
　
折
田
平
内
殿
』

所
轄
北
會
津
郡
ハ
東
西
四
里
、
南
北
三
里
、
本
縣
ノ
西
部
ニ
傾
キ
、
回
山
萬
重

ノ
中
ニ
平
地
ヲ
占
ム
。
郡
内
戸
数
ノ
半
ハ
若
松
市
街
ノ
奪
フ
ト
コ
ロ
ト
ナ
リ
、

戸
口
稠
繁
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
、
幅
員
僅
カ
ニ
貮
拾
方
里
ニ
過
キ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
行

政
区
画
上
不
便
ノ
感
ヲ
見
ス
。
其
ノ
地
形
民
情
ヲ
大
別
ス
レ
ハ
、
西
南
ハ
大
川

ノ
川
流
ヲ
以
テ
南
會
津
、
大
沼
郡
ト
境
界
ヲ
限
キ
リ
、
肥
沃
ナ
里
田
野
遠
ク
闢

ケ
、
唯
東
方
一
帯
、
攅
峰
重
嶺
蜿
蜒
屏
墻
ヲ
成
シ
、
其
ノ
若
松
ニ
接
ス
ル
ト
コ

ロ
滝
澤
峠
ノ
険
坂
ア
リ
。
會
津
地
方
東
門
ノ
鎖
鑇鑇
ヲ
占
メ
、
東
京
及
宮
城
地
方

ニ
至
ル
ノ
枢
路
ニ
シ
テ
、
運
輸
通
行
総
テ
之
ニ
因
ラ
サ
ル
ヲ
得
ス
。
此
ノ
山
脈

南
走
シ
、
其
ノ
特
ニ
峙
ツ
モ
ノ
ヲ
背
炙
、
羽
黒
ノ
両
山
ト
シ
、
直
立
各
貮
百
丈

餘
、
他
ハ
無
名
ノ
』
山
脈
ニ
シ
テ
、
甚
タ
髙
カ
ラ
ス
。
山
ノ
以
東
ニ
猪
苗
代
湖

ヲ
湛
ス
。
湖
幅
員
七
方
里
餘
、
内
本
郡
ノ
所
管
ス
ル
部
分
、
僅
カ
ニ
貮
方
里
ニ

過
キ
ス
。
湖
邊
ニ
静
潟
、
平
潟
ノ
二
村
ア
リ
。
稍
隔
テ
ゝ
赤
井
、
共
和
、
原
ノ

三
村
ア
リ
テ
、
縣
道
三
等
茨
城
街
道
ノ
通
路
ニ
當
レ
リ
。
前
ニ
掲
ク
ル
五
ケ
村

人
民
ノ
常
業
ハ
、
概
ネ
漁
樵
及
驛
傳
等
ヲ
事
ト
シ
、
地
形
風
俗
郡
内
別
ニ
一

区
ヲ
ナ
シ
、
施
政
之
時
ト
シ
テ
特
制
ヲ
行
ハ
サ
ル
可
ラ
サ
ル
場
合
ナ
キ
ニ
シ
モ

北
會
津
郡
長
ヘ
左
按
ヲ
以
テ
御
照
会
相
成
可
然
哉
、
相
伺
候
也
。

一
庶
第
三
四
二
號

民
度
区
画
之
義
御
上
申
之
趣
ハ
承
知
致
候
。
右
ハ
偏
ニ
地
誌
ニ
属
シ
、
民
度
之

区
画
ニ
ハ
無
之
様
相
考
候
。
仮
令
ハ
貴
郡
下
若
松
市
街
ト
』
部
落
ト
、
民
度
之

実
働
モ
可
有
之
、
将
タ
部
落
等
ト
雖
モ
、
南
会
津
郡
ニ
接
シ
タ
ル
部
落
ト
、
河

沼
郡
ニ
隣
リ
タ
ル
部
落
ト
ハ
、
互
違
モ
有
之
候
筈
。
想
フ
ニ
、
藩
政
之
節
ハ
、

何
組
若
ク
ハ
何
郷
等
ト
唱
ヘ
、
代
官
所
等
ヲ
置
キ
候
モ
ノ
ハ
、
多
ク
ハ
其
地

形
、
民
度
ニ
依
リ
区
画
シ
タ
ル
モ
ノ
多
々
有
之
候
間
、
尚
、
其
辺
モ
御
含
、
詳

細
御
再
調
相
成
候
様
致
度
、
此
段
及
御
照
会
候
也
。

月
　
日�

第
一
部
長
御
署
名
』

北
會
津
郡
長
宛
　
　
親
展

追
而
御
上
申
書
中
南
会
津
、
大
沼
郡
ト
大
川
ヲ
以
テ
境
界
ス
ト
有
之
候
得
共
、

右
ハ
事
実
ニ
相
違
致
居
候
様
相
考
候
。
為
念
申
添
候
。』

【
史
料
十
】「
進
第
七
五
三
號
　
民
度
区
画
之
義
ニ
付
上
申
」（
北
會
津
郡
長
か

ら
福
島
縣
知
事
宛
の
上
申
書
）、
明
治
二
十
年
七
月
十
五
日
（
福
島
県
歴
史
資

料
館
所
蔵
、
明
治
・
大
正
期
福
島
県
庁
文
書
：
一
〇
五
九
、「
明
治
二
十
年
七

月
、
一
種
庶
第
二
号
、
民
度
區
畫
調
上
申
綴
　
庶
務
課
」
所
収
）

進
第
七
五
三
號

民
度
区
画
之
義
ニ
付
上
申
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北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

中
ニ
平
地
ヲ
占
ム
。
郡
内
戸
数
ノ
半
ハ
若
松
市
中
奪
フ
ト
コ
ロ
ト
ナ
ル
。
戸
口
稠

密
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
、
幅
員
僅
カ
ニ
二
十
方
里
ニ
過
キ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
行
政
區
画
上

別
ニ
不
便
ノ
感
ヲ
見
ス
。
往
時
藩
政
之
時
、
會
津
、
耶
麻
、
大
沼
、
河
沼
ノ
四
郡

ヲ
総
稱
シ
テ
之
ヲ
會
津
四
郡
ト
唱
ヒ
シ
カ
、
維
新
後
、
會
津
郡
ヲ
分
割
シ
テ
、
南

會
津
、
北
会
津
ノ
両
郡
ト
ナ
セ
リ
。
藩
政
ノ
際
、
最
寄
村
落
ヲ
合
シ
テ
組
合
ヲ
造

リ
、
以
テ
施
政
ニ
便
ニ
ス
。
両
組
毎
ニ
代
官
所
一
箇
所
（
位
置
ハ
両
組
ノ
中
央
ヲ

撰
ム
）
ヲ
設
ケ
、
代
官
一
人
ヲ
置
キ
、
其
属
僚
ニ
見
習
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
用
ヰ
、
書
記

ヲ
掌
テ
シ
ム
。
代
官
及
見
習
ハ
代
官
所
所
在
地
ニ
定
勤
、
其
務
ニ
服
ス
。
代
官
所

ノ
上
ニ
郡
役
所
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
若
松
城
下
ニ
置
キ
、
之
ヲ
シ
テ
常
ニ
各
郡
ノ
』
代
官

所
ヲ
統
括
管
督
セ
シ
ム
。
従
前
ノ
組
合
ニ
シ
テ
、
現
今
、
北
會
津
郡
ニ
属
ス
ル
モ

ノ
左
ノ
如
シ
。
但
シ
、
組
合
中
、
間
々
、
同
組
ニ
シ
テ
甲
乙
両
郡
ニ
跨
ル
モ
ノ
ア

リ
。
或
ハ
、
一
代
官
所
ニ
シ
テ
甲
乙
両
郡
ノ
組
合
ヲ
併
管
ス
ル
等
ノ
類
ア
ル
ハ
、

惟
フ
ニ
区
画
ノ
便
ヲ
取
リ
シ
モ
ノ
ナ
ル
ヘ
キ
カ
。

　
南
青
木
組

元
會
津
郡
ニ
シ
テ
、
現
今
、
北
會
津
郡
中
野
、
湯
本
、
上
三
寄
三
ケ
戸
長

役
場
下
ノ
村
落
ハ
、
重
モ
ニ
此
組
ナ
リ
。
藩
政
ノ
際
、
現
時
、
中
野
戸
長

役
場
部
下
、
飯
寺
村
ニ
代
官
所
ヲ
置
キ
、
本
組
及
橋
爪
組
ヲ
支
配
ス
。
此

組
合
タ
ル
若
松
市
中
ニ
近
接
セ
ル
ヲ
以
テ
、
現
今
、
民
智
稍
進
ミ
少
シ
ク

時
事
ニ
念
慮
ア
ル
モ
ノ
ゝ
如
シ
。
就
中
、
中
野
役
場
下
ノ
如
キ
ハ
、
地
ハ

平
坦
肥
沃
ヲ
占
メ
、
田
野
遠
ク
闢
ケ
、
民
戸
、
概
シ
テ
富
饒
』
ト
云
フ
テ

可
ナ
ル
ヘ
シ
。
故
ニ
、
更
ニ
一
歩
ノ
民
度
ヲ
進
メ
ハ
、
獨
立
自
治
ス
ル
ニ

ア
ラ
ス
。
南
方
、
南
會
津
郡
ニ
通
ス
ル
路
線
中
、
上
三
寄
村
地
内
ニ
闇
川
橋
ア

リ
。
自
是
以
南
ハ
御
蔵
入
ト
唱
ヒ
、
往
時
、
天
領
ニ
属
シ
、
会
津
領
ト
民
俗
ヲ

異
ニ
セ
リ
。
其
ノ
山
奥
ニ
部
落
點
々
散
在
シ
、
民
戸
概
ネ
山
樵
焚
炭
ヲ
常
業
ト

セ
リ
。
之
ヲ
髙
川
村
ト
唱
フ
。
又
、
東
方
、
西
白
河
ニ
達
ス
ル
里
道
一
等
線
路

中
、
湯
本
村
以
東
ハ
総
』
テ
之
ヲ
湯
ノ
入
ト
唱
ヒ
、
千
山
萬
岳
ノ
間
ニ
数
部
落

點
在
シ
、
民
俗
概
ネ
前
髙
川
村
ト
度
ヲ
等
フ
ス
。』

【
史
料
十
一
】
若
第
一
四
三
五
號
　
民
度
区
画
調
（
北
會
津
郡
長
代
理
か
ら
福

島
縣
書
記
官
宛
の
上
申
書
）、
明
治
二
十
年
八
月
七
日
（
福
島
県
歴
史
資
料
館

所
蔵
、
明
治
・
大
正
期
福
島
県
庁
文
書
：
一
〇
五
九
、「
明
治
二
十
年
七
月
、

一
種
庶
第
二
号
、
民
度
區
畫
調
上
申
綴
　
庶
務
課
」
所
収
）

若
第
一
四
三
五
號

民
度
区
画
調
ノ
儀
ニ
付
、
一
庶
第
三

（
マ
マ
）四

號
御
照
会
之
趣
了
承
。
即
チ
別
紙
及
御

差
回
候
条
、
先
書
ト
御
引
換
相
成
度
、
此
段
及
御
回
答
候
也
。

明
治
二
十
年
八
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
郡
長
諏
訪
伊
助
代
理
　
北
会
津
郡
書
記
　
橋
本
庸
行
　

第
一
部
長

福
嶋
縣
書
記
官

　
永
峰
弥
吉
殿
』

所
轄
北
会
津
郡
ハ
、
東
西
四
里
南
北
三
里
、
本
縣
ノ
西
部
ニ
傾
キ
、
回
山
萬
重
ノ
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北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

キ
、
本
組
及
会
津
、
大
沼
両
郡
ニ
跨
ル
中
荒
井
ノ
両
組
ヲ
支
配
ス
。

　
中
荒
井
組

本
組
ハ
元
ト
会
津
、
大
沼
ノ
両
郡
ニ
跨
レ
リ
。
其
ノ
会
津
郡
ハ
即
チ
、
現
今

ノ
北
会
津
郡
ニ
シ
テ
、
當
時
、
下
荒
井
村
役
場
下
ノ
村
落
悉
ク
之
ニ
係
レ

リ
。
其
ノ
地
勢
ハ
橋
爪
組
ト
相
接
ス
ル
モ
、
同
組
ニ
比
ス
レ
ハ
民
度
稍
進

ミ
、
且
ツ
、
村
勢
概
シ
テ
貧
シ
ト
セ
ス
。
加
フ
ル
ニ
、
各
村
部
落
甚
タ
小
ナ

ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
独
立
自
治
ニ
差
支
ナ
カ
ル
ヘ
シ
。
本
組
及
橋
爪
組
ハ
、
総

テ
鶴
沼
川
（
大
川
）
以
西
ニ
在
ル
ヲ
以
テ
、
人
情
風
俗
専
ラ
大
沼
郡
髙
田
ニ

近
似
シ
、
若
松
近
傍
ノ
風
習
』
ヲ
享
ク
ル
モ
ノ
稀
ナ
リ
ト
思
ハ
ル
。

　
髙
久
組

本
組
ハ
元
ト
会
津
郡
ニ
シ
テ
、
現
今
北
会
津
郡
ナ
リ
。
髙
瀬
、
上
髙
野
役

場
下
ノ
村
落
全
体
此
組
内
ニ
係
レ
リ
。
藩
政
ノ
際
、
組
下
髙
久
村
ニ
代
官

所
ヲ
置
キ
、
本
組
及
河
沼
郡
青
津
組
ノ
両
組
ヲ
併
管
セ
リ
。
本
組
ハ
若
松

市
街
ニ
近
接
ス
ル
ヲ
以
テ
、
概
シ
テ
若
松
ノ
気
習
ヲ
帯
ヒ
、
各
組
ニ
比
ス

レ
ハ
稍
智
識
ノ
度
ヲ
進
メ
、
漸
ク
眼
ヲ
社
会
ノ
形
状
ニ
注
ク
ノ
有
様
ニ

テ
、
就
中
、
髙
瀬
役
場
下
ノ
村
落
ハ
、
概
シ
テ
民
戸
饒
富
ヲ
呈
シ
、
独
立

自
治
ノ
精
神
ヲ
抱
ク
モ
ノ
ナ
シ
ト
セ
ス
。
唯
独
リ
恐
ル
ゝ
ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ

ハ
、
民
俗
少
シ
ク
狡
猾
陰
険
ノ
風
ヲ
養
成
シ
、
天
稟
ノ
良
質
ヲ
毀
傷
ス
ル

ノ
嫌
ナ
シ
ト
セ
ス
。
然
ト
モ
本
組
ノ
如
キ
ハ
、
先
以
テ
當
郡
村
落
中
、
民

度
ノ
尤
モ
上
進
セ
』
シ
モ
ノ
ト
云
フ
テ
可
ナ
ル
ヘ
シ
。

　
青
津
組

　
　
下
田
　
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
拾
円

　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
八
円

　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
三
斗

　
　
下
等
ノ
中
、
下
等
ニ
シ
テ
世
間
稀
ナ
リ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ナ
シ
。

早
稲
ヲ
作
ル
モ
ノ
二
分
、
中
稲
四
分
、
晩
稲
四
分
位
ノ
割
合
ト
ス
。

収
穫
米
ハ
部
内
人
民
ノ
常
食
ニ
足
ラ
ス
。
重
モ
ニ
河
沼
郡
坂
下
町
及
当
郡
東
部

髙
田
、
永
井
野
地
方
ヨ
リ
輸
入
ス
。

俵
ハ
四
斗
入
。

秋
収
ハ
東
部
ニ
揚
ク
ル
所
ト
大
同
小
異
。
只
本
部
ニ
於
テ
ハ
、
一
般
稲
ヲ
掛
ケ

乾
シ
ト
ス
ル
ノ
異
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ノ
ミ
。
俵
作
ハ
最
モ
稀
ニ
シ
テ
、
大
抵
、
叺

入
ニ
ス
ト
。

改
良
法
ノ
登
記
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
シ
。
』

　
　
　
　
　
一
反
歩
　
　
大
豆
収
穫
　
　�

八
斗
五
升
（
当
郡
ハ
麦
ノ
収
穫
ナ
シ
。
故

ニ
大
豆
ヲ
以
テ
之
ニ
換
フ
。
以
下
同
シ
。

　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
弐
拾
五
円

　
　
上
畑
　
同
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
拾
九
円
五
拾
銭

　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
小
作
　
　
　
　
四
斗
弐
升
五
合

　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
七
斗
弐
升

畑
　
中
畑
　
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
拾
八
円

　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
拾
五
円

　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
三
斗
六
升

差
支
ナ
カ
ル
ヘ
キ
カ
。
唯
本
組
中
、
湯
本
役
場
下
湯
川
村
（
川
渓
、
大
巢

子
、
一
ノ
渡
、
酸
漿
、
二
幣
地
等
ノ
合
併
称
）
ハ
、
上
三
寄
村
役
場
下
髙

川
村
（
黒
森
、
闇
川
ノ
合
併
稱
）
ト
共
ニ
、
深
山
渓
谷
ノ
間
ニ
介
在
シ
、

常
ニ
採
薪
焚
炭
ヲ
業
ト
シ
、
質
朴
鄒
野
、
社
會
ノ
形
態
ハ
豪
モ
其
ノ
耳
ニ

入
ラ
ス
、
其
ノ
心
ニ
留
メ
ス
。
故
ニ
民
度
隨
テ
低
ク
、
且
ハ
、
郡
中
最
一

ノ
貧
位
ニ
居
リ
、
到
底
自
治
ノ
力
ナ
シ
。
藩
政
ノ
際
ハ
、
此
村
落
ヲ
総
テ

山
郷
ト
唱
ヒ
、
一
種
特
別
ノ
取
扱
ヲ
ナ
セ
リ
ト
云
フ
。
又
上
三
寄
役
場
下

ノ
内
、
雨
屋
村
、
上
三
寄
村
、
髙
川
村
ノ
三
ケ
村
ハ
、
藩
政
ノ
際
、
本
組

内
ニ
係
リ
シ
ト
雖
ト
モ
、
闇
川
橋
以
南
上
小
塩
村
、
芦
牧
村
、
大
川
村
ノ

三
ケ
村
ハ
、
公
領
地
ニ
属
シ
、
小
出
組
内
ニ
入
リ
、
南
会
津
郡
ニ
接
シ
、

田
島
村
代
官
所
ノ
所
管
タ
ル
ト
』
コ
ロ
ニ
シ
テ
、
民
度
ハ
前
湯
川
村
、
髙

川
村
ニ
同
シ
ク
極
メ
テ
幼
稚
ノ
地
位
ニ
居
レ
リ
。

　
橋
爪
組

本
組
ハ
北
会
津
郡
古
舘
村
役
場
下
全
体
之
ニ
係
リ
、
他
ハ
悉
ク
大
沼
郡
ニ

シ
テ
、
藩
政
ノ
際
ハ
各
組
中
ニ
擢
テ
尤
慓
悍
無
頼
ノ
俗
ヲ
極
メ
タ
リ
ト
云

フ
。
現
今
ニ
至
リ
、
尚
ホ
遺
風
ヲ
存
シ
、
頑
迷
無
識
ノ
徒
多
ク
、
動
モ
ス

レ
ハ
施
政
上
ノ
針
路
ニ
障
害
ナ
シ
ト
セ
ス
。
即
チ
、
古
舘
村
役
場
下
ノ
如

キ
現
ニ
、
北
会
津
郡
ノ
所
轄
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
、
其
ノ
境
域
専
ラ
大
沼
郡
ニ

係
レ
ル
ヲ
以
テ
、
民
俗
気
象
總
テ
同
郡
髙
田
組
ニ
異
ナ
ル
事
ナ
シ
。』

　
髙
田
組

本
組
ノ
全
体
ハ
凡
テ
大
沼
郡
ニ
係
レ
リ
。
組
下
髙
田
村
ニ
代
官
所
ヲ
置

称
ヲ
帯
フ
ル
所
ニ
シ
テ
、
山
岳
ヲ
見
サ
ル
ノ
地
ナ
シ
。
就
中
西
北
ニ
位
ス
ル
東

蒲
原
郡
ニ
跨
ル
御
神
楽
岳
、
博
士
山
ヲ
以
テ
最
モ
髙
シ
ト
ス
。

幅
凡
十
間
以
上
ノ
川
五
線
、
コ
ノ
中
、
只
見
川
最
大
ナ
リ
。
凡
十
間
未
以
下
ノ

川
一
線
。

只
見
川
ハ
源
ヲ
南
會
津
郡
小
瀬
沼
ニ
発
シ
、
本
部
ヲ
中
貫
ス
ル
ノ
大
川
ニ
シ

テ
、
常
ニ
舟
楫
ヲ
通
セ
ス
ト
雖
ト
モ
、
毎
年
春
季
深
山
ヨ
リ
出
ス
材
木
ヲ
筏
ニ

組
テ
、
流
下
ス
ル
ノ
要
川
ト
ス
。

沼
沢
村
ニ
大
池
沼
ア
リ
。
漁
業
ノ
利
、
些
少
ナ
レ
ト
モ
、
コ
レ
ヲ
灌
漑
ス
ル
ノ

利
、
頗
ル
多
シ
。

博
士
山
ニ
ハ
測
量
標
点
ア
リ
ト
云
フ
。

軽
井
沢
銀
山
ニ
ハ
銀
ノ
鑛
物
ア
リ
。
頗
ル
採
掘
ノ
業
、
盛
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
（
三
）
耕
地
宅
地
　
　
各
位
近
来
ノ
平
均
ヲ
揚
ク
。

　
　
　
　
　
一
反
歩
　
　
米
実
収
穫
　
　
壱
石
七
斗

　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
五
拾
円

　
　
上
田
　
同
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
三
拾
円

　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
小
作
米
　
　
　
七
斗
五
升
』

　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
壱
石

田
　
中
田
　
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
弐
拾
五
円

　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
拾
八
円

　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
四
斗

　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
七
斗
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北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

　
滝
沢
組
』

元
ト
会
津
郡
ニ
シ
テ
、
現
今
、
北
会
津
郡
上
蚕
養
役
場
下
ノ
村
落
悉
ク
之

ニ
係
レ
リ
。
本
組
ハ
、
若
松
市
街
ト
尤
モ
相
接
ス
ル
ヲ
以
テ
、
人
煙
殊
ニ

繁
ク
、
村
落
多
ク
、
重
モ
ニ
山
麓
ニ
沿
フ
テ
居
ヲ
占
ム
。
土
地
肥
沃
、
民

庶
甚
タ
貧
シ
ト
セ
ス
。
民
度
ハ
髙
久
組
ト
略
ホ
相
似
テ
、
稍
時
事
ヲ
知
得

シ
、
独
立
自
治
ニ
差
支
ナ
カ
ル
ヘ
シ
。

村
落
ノ
区
画
、
民
度
、
概
ネ
此
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
、
而
シ
テ
若
松
市
街
ハ
別
ニ
一

區
ヲ
成
シ
、
藩
政
ノ
際
ハ
町
会
所
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
置
キ
、
町
奉
行
ニ
於
テ
之
ヲ
直

轄
管
理
シ
、
村
落
ト
其
制
ヲ
異
ニ
セ
リ
。
民
度
ハ
旧
藩
士
及
商
工
相
雑
ハ
リ
、

其
ノ
程
度
一
ナ
ラ
ス
ト
雖
ト
モ
、
之
ヲ
概
ス
ル
ニ
其
心
ヲ
時
事
ニ
留
メ
、
社
会

之
形
勢
ニ
注
目
ス
ル
ノ
人
ハ
、
蓋
シ
十
中
ノ
一
ニ
シ
テ
、
他
ハ
皆
因
循
姑
息
』

ニ
安
ン
シ
、
勇
猛
進
取
ノ
気
象
ニ
乏
シ
ク
、
兎
角
ノ
風
潮
ニ
伴
フ
能
ハ
ス
。
然

ト
モ
元
ト
巨
鎮
ノ
城
市
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
戸
口
稠
密
、
物
貨
輻
集
、
会
津
地
方
ノ

枢
軸
ニ
位
ス
ル
ヲ
以
テ
、
敢
テ
獨
立
自
治
ス
ル
ニ
容
易
ナ
リ
ト
ス
。』

【
史
料
十
二
】「
進
第
一
一
六
七
號
　
民
度
區
域
諸
項
目
取
調
之
義
ニ
付
上
申
」

（
北
會
津
郡
長
か
ら
福
島
縣
知
事
宛
の
訓
令
庶
秘
第
弐
号
に
対
す
る
進
達
）、
明

治
二
十
年
十
一
月
十
五
日
（
福
島
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
、
明
治
・
大
正
期
福
島

県
庁
文
書
：
一
〇
五
九
、「
明
治
二
十
年
七
月
、
一
種
庶
第
二
号
、
民
度
區
畫

調
上
申
綴

　
庶
務
課
」
所
収
）

河
沼
郡
ニ
属
シ
、
会
津
郡
髙
久
組
ト
代
官
所
ヲ
一
ニ
ス
ト
雖
ト
モ
、
民
情

風
俗
ハ
両
組
各
其
趣
ヲ
殊
ニ
ス
ト
云
フ
。
本
組
ハ
現
ニ
河
沼
郡
ニ
係
ル
ヲ

以
テ
、
茲
ニ
掲
ク
ル
ノ
要
ナ
シ
ト
雖
ト
モ
、
髙
久
組
代
官
所
ニ
関
係
ア
ル

ヲ
以
テ
特
ニ
之
ニ
提
出
ス
。

　
福
良
組

安
積
郡
ニ
属
シ
、
本
組
下
赤
津
村
ニ
代
官
所
ヲ
置
キ
、
本
組
及
会
津
郡
原

組
ヲ
支
配
ス
。

　
原
組元

ト
会
津
郡
ニ
シ
テ
、
現
今
、
北
会
津
郡
共
和
村
役
場
下
ノ
村
落
悉
ク
之

ニ
係
ル
。
三
面
山
ヲ
負
ヒ
、
東
一
面
猪
苗
代
湖
ヲ
擁
シ
、
其
間
概
ネ
界
濕

汚
滙
（
俗
ニ
谷
地
ト
唱
フ
。）
ノ
地
タ
リ
。』
土
地
痩
薄
、
田
園
多
カ
ラ

ス
。
地
勢
尤
モ
髙
ク
、
風
烈
シ
ク
、
寒
威
強
ク
、
北
会
津
郡
中
ノ
山
郷
ニ

シ
テ
、
土
民
率
ネ
採
薪
焚
炭
漁
業
ヲ
事
ト
シ
、
地
形
風
俗
、
別
ニ
一
境
ヲ

成
シ
、
施
政
上
時
ト
シ
テ
特
制
ヲ
施
サ
ゝ
ル
ヲ
得
サ
ル
場
合
ナ
キ
ニ
シ
モ

ア
ラ
ス
。
土
民
ハ
頑
冥
偏
固
ナ
レ
ト
モ
、
専
ラ
質
朴
ノ
風
ア
リ
テ
、
若
松

地
方
各
組
ト
ハ
殆
ト
其
ノ
人
種
ヲ
異
ニ
ス
ル
ノ
想
ア
リ
。
社
会
ノ
形
勢
等

ハ
一
向
之
ヲ
不
問
ニ
置
キ
、
恰
モ
前
掲
ノ
湯
本
役
場
下
ノ
湯
川
村
、
上
三

寄
役
場
下
ノ
髙
川
村
ト

ノ
髙
川
村
ト
同
一
様
ナ
リ
ト
ス
。

　
代
田
組

河
沼
郡
ニ
属
シ
、
本
組
下
廣
田
村
ニ
代
官
所
ヲ
置
キ
、
本
組
及
会
津
郡
滝

沢
組
ヲ
支
配
ス
。

　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
四
斗

　
　
下
畑

　
同

　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
三
円

　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
六
円

　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
弐
斗

�

当
部
ハ
大
小
麦
共
耕
作
セ
ス
。
常
作
ノ
重
モ
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
大
豆
、
蕎

麦
、
粟
、
麻
、
黍
、
苧
麻
等
ト
ス
。

�

各
村
皆
麻
及
桑
畑
ヲ
仕
立
、
所
得
ア
リ
。
且
ツ
野
尻
郷
ト
称
ス
ル
方
部
、

九
ケ
村
ハ
、
苧
ヲ
作
リ
、
所
得
ノ
利
独
リ
多
シ
。

田
畑
ト
モ
、
小
作
預
ケ
ノ
旧
慣
及
其
約
定
証
書
ノ
写

　
　�

田
畑
ト
モ
小
作
預
ケ
ノ
旧
慣
ハ
、
其
約
定
口
頭
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
ノ
ト
、
証

書
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
ノ
ト
ノ
二
様
ア
リ
。
其
慣
習
一
定
ナ
ラ
サ
レ
ト
モ
、
永

小
作
ハ
重
モ
ニ
口
頭
ニ
係
』
リ
、
一
、
二
ケ
年
限
ノ
モ
ノ
ハ
、
証
書
ヲ
以

テ
ス
。
約
定
証
書
ハ
左
ノ
如
シ
。

　
　
　
　
　
小
作
約
定
証
書

何
国
何
郡
何
村
字
何
々
番
地

一
、
田
畑
何
程

　
　
此
小
作
米
金
何
程
。

右
者
、
貴
殿
所
有
之
地
所
、
何
年
ヨ
リ
何
年
迠
何
年
間
、
前
記
之
小
作
米
金
ニ

テ
小
作
仕
候
義
、
実
正
ニ
御
座
候
。
小
作
米
金
之
義
ハ
、
毎
年
何
月
何
日
限
リ

聊
無
相
違
差
上
可
申
、
萬
一
相
滞
候
ハ
ゝ
受
人
ニ
於
テ
相
弁
ヒ
、
貴
殿
へ
少
シ

モ
御
迷
惑
相
掛
申
間
敷
候
。
依
テ
小
作
証
書
如
件
。
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概
ネ
十
月
霜
降
、
十
一
月
下
旬
雪
降
、
十
二
月
下
旬
積
雪
、
翌
年
四
月
初
旬
融 

解
。
風
雨
ハ
時
ト
シ
テ
害
ヲ
ナ
ス
事
ア
ル
モ
、
洪
水
等
ノ
害
ヲ
ナ
セ
シ
事
ナ
シ
。

　
　
　
　
　
（
二
）
地
形

此
方
部
ハ
山
郷
ニ
シ
テ
平
地
少
ナ
ク
、
山
ノ
最
高
ヲ
大
戸
嶽
　
直
立
四
百
七
十

丈
餘
ト
ス
。
山
脈
起
伏
方
部
ノ
背
ヲ
擁
シ
、
西
南
大
川
ヲ
隔
』
テ
ゝ
小
野
嶽
、

直
立
四
百
丈
餘
ニ
相
對
ス
。
其
平
地
ヲ
占
ム
ル
ハ
極
メ
テ
狭
少
ニ
シ
テ
、
村
落

ハ
川
ヲ
抽
ン
ズ
ル
平
均
二
十
間
ノ
高
キ
ニ
在
リ
。
故
ニ
毎
戸
、
井
ノ
鑿
ツ
ヘ
キ

ナ
リ
。
通
常
ノ
飲
水
ハ
、
重
モ
ニ
大
川
ノ
流
ヲ
汲
揚
ク
ル
カ
、
又
ハ
渓
谷
ノ
滙

水
ニ
頼
ル
。
亦
以
テ
其
ノ
高
土
タ
ル
ヲ
徴
ス
ヘ
シ
。

幅
十
間
以
上
ノ
川
流
ハ
、
即
チ
前
面
ヲ
通
過
ス
ル
大
川
ノ
一
線
ニ
シ
テ
、
此
川

ハ
源
ヲ
南
会
津
郡
荒
海
嶽
、
及
岩
瀬
郡
鶴
沼
ヨ
リ
発
シ
、
此
部
内
ヲ
経
過
ス
ル

ハ
、
僅
々
二
里
餘
ニ
過
キ
ス
。
其
他
、
幅
五
間
餘
ノ
川
ハ
、
即
チ
此
方
部
ニ
横

ハ
レ
ル
闇
川
ニ
シ
テ
、
水
源
ハ
旧
闇
川
村
地
内
三
輪
山
ニ
発
シ
通
過
ス
ル
。
凡

ソ
二
里
餘
ニ
シ
テ
、
大
川
ニ
注
ク
。

仮
定
縣
道
壹
等
、
本
部
ノ
西
南
端
ヲ
通
ス
。
此
里
程
凡
ソ
二
里
餘
。

大
戸
嶽
尤
モ
高
山
ニ
シ
テ
、
頂
ニ
大
戸
神
社
ヲ
奉
祠
ス
。
毎
年
』
旧
暦
六
月
廿

一
日
参
詣
人
登
山
ス
。
雪
十
月
下
旬
初
テ
降
リ
、
翌
年
六
月
消
ユ
。

大
川
ハ
最
大
ノ
川
流
ナ
レ
ト
モ
、
河
底
浅
ク
シ
テ
岩
礁
突
起
シ
、
為
メ
ニ
舟
楫

ノ
便
ヲ
欠
ク
。
材
木
ハ
筏
ニ
組
ン
テ
流
下
シ
、
又
ハ
切
リ
流
シ
等
ノ
類
ア
リ
。

山
又
ハ
川
ニ
測
量
標
點
等
ナ
シ
。

鑛
物
ナ
シ
。

　
進
第
一
一
六
七
號

民
度
区
區
域
諸
項
目
取
調
之
義
ニ
付
上
申

本
年
九
月
訓
令
庶
秘
第
弐
號
民
度
帳
之
諸
項
目
、
四
方
部
丈
ケ
別
紙
之
通
取
調

及
進
達
候
条
。
残
ル
一
方
部
ノ
分
ハ
、
現
ニ
取
調
之
都
合
有
之
候
間
、
向
フ
数

日
間
御
猶
豫
相
成
度
、
此
段
上
申
候
也
。

　
明
治
二
十
年
十
一
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
嶋
縣
北
會
津
郡
長
　
諏
訪
伊
助
　

福
嶋
縣
知
事
　
折
田
平
内
殿
』

追
而
調
書
中
ニ
記
載
ナ
キ
モ
ノ
ハ
、
該
方
部
内
ニ
無
之
事
項
ト
御
承
知
相
成

度
、
此
段
添
申
候
也
。』

北
會
津
郡
上
小
塩
村
、
芦
牧
村
、
大
川
村
（
旧
御
蔵
入
ノ
部
）』

北
會
津
郡
上
小
塩
村
、
芦
牧
村
、
大
川
村
（
旧
御
蔵
入
之
部
）

　
　
　
　
　
（
一
）
気
候

極
寒
三
十
度
、
十
二
月
及
翌
年
一
月
ノ
交
（
華
氏
）。
極
暑
九
十
五
度
、
七
月

及
八
月
初
旬
。

冬
北
風
多
ク
、
北
風
最
モ
寒
烈
。

夏
西
風
多
ク
、
東
風
稍
炎
熱
。

東
風
ハ
雨
ヲ
催
フ
シ
、
西
風
ハ
晴
ヲ
徴
ス
。
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作
極
メ
テ
僅
々
ニ
シ
テ
、
別
ニ
方
法
上
ニ
改
良
ノ
廉
ナ
シ
。

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
麦
実
収
額
　
　
八
斗
二
升

　
　
上
畑
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
拾
貮
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
拾
八
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
　
　
　
　
例
ナ
シ

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
麦
実
収
額
　
　
五
斗
八
升

畑
　
中
畑
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
拾
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
拾
三
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
　
　
　
　
例
ナ
シ
』

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
麦
実
収
額
　
　
弐
斗
五
升

　
　
下
畑
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
五
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
五
円
七
拾
銭

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
　
　
　
　
例
ナ
シ

下
等
ノ
内
、
最
下
等
ニ
シ
テ
、
世
間
稀
ナ
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ナ
シ
。

多
ク
大
麦
ヲ
植
ユ
。

麦
ハ
部
内
ノ
食
料
ニ
充
ツ
。

毎
村
作
物
所
得
ノ
利
、
異
同
ナ
シ
。

田
畑
共
小
作
預
ケ
ノ
旧
慣
ナ
シ
。

田
畑
共
近
年
ノ
収
穫
、
増
減
ハ
左
ノ
如
シ
。

米
麦
別
／
年
次

　
十
八
年

　
　
　
十
九
年

　
　
　
二
十
年

　
　
　
　
米

　
　
　
九
斗

　
　
　
　
八
斗

　
　
　
　
壱
石

　
　
　
　
　
（
三
）
耕
地
宅
地
　
　
各
位
近
年
ノ
平
均
ヲ
掲
ク
。

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
米
実
収
穫
　
　
一
石
弐
斗

　
　
上
田
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
拾
五
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
弐
拾
四
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
　
　
　
　
例
ナ
シ
』

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
米
実
収
額
　
　
九
斗

田
　
中
田
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
拾
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
拾
七
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
　
　
　
　
例
ナ
シ

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
米
実
収
額
　
　
三
斗

　
　
下
田
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
五
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
六
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
　
　
　
　
例
ナ
シ

下
等
ノ
内
、
最
下
等
ニ
シ
テ
世
間
稀
ナ
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ナ
シ
。

多
ク
早
稲
ヲ
作
ル
。

収
穫
米
ハ
、
部
内
人
民
ノ
常
食
ノ
一
分
ヲ
補
フ
ニ
過
キ
ス
シ
テ
、
九
分
ハ

若
松
ヨ
リ
購
入
ス
。

叺
ヲ
用
ユ
。
但
、
四
斗
入
俵
ヲ
用
ヰ
ス
。』

稲
ハ
秋
期
苅
取
後
、
直
チ
ニ
叉
手
ニ
掛
ケ
、
天
日
ニ
晒
ラ
ス
。
凡
ソ
一
ケ

月
間
ニ
シ
テ
之
ヲ
自
宅
ニ
運
搬
シ
、
直
チ
ニ
之
ヲ
扱
キ
、
之
ヲ
磨
シ
、
之

ヲ
簸
シ
、
而
シ
テ
之
ヲ
叺
ニ
蔵
ム
ル
ノ
慣
例
ナ
リ
。
元
ト
此
方
部
ハ
、
稲
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ア
ル
ヲ
以
テ
、
（
上
）
ノ
一
字
ヲ
冒
シ
之
ヲ
区
別
セ
リ
。

戸
数

華
士
族
　
ナ
シ
。

平
民
　
　
百
六
戸
。

近
年
漸
次
減
少
ノ
傾
キ
ア
リ
。
其
故
ハ
、
自
治
ノ
途
ニ
窮
シ
、
往
』
々
一
戸
ヲ

擧
ケ
テ
他
地
方
ヘ
轉
住
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
因
ル
。

人
口

華
士
族
　
ナ
シ
。

平
民
　
　
七
百
四
十
七
人
。

近
年
稍
増
加
ノ
傾
ア
リ
。
其
故
ハ
、
戸
数
漸
ク
減
少
ス
ト
雖
ト
モ
、
毎
年
出
産

者
ノ
数
ヲ
増
ス
ヲ
以
テ
、
人
口
ハ
漸
次
増
殖
ノ
傾
向
ア
ル
所
以
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
（
五
）
風
俗
生
計

上
等
　
一
家
一
ケ
年
ノ
生
計
費
、
百
円
。

中
等
　
一
家
一
ケ
年
ノ
生
計
費
、
六
十
円
。

下
等
　
一
家
一
ケ
年
ノ
生
計
費
、
三
拾
円
。

衣
服

上
等
　�

平
常
木
綿
ノ
角
袖
ヲ
着
シ
、
職
業
ノ
際
ハ
』
木
綿
ノ
筒
袖
ヲ
服

シ
、
腰
以
下
ニ
猿
袴
ト
唱
フ
ル
モ
ノ
ヲ
着
ス
。

中
等

　
前
ト
略
ホ
仝
シ
ク
、
品
質
粗
悪
ナ
ル
モ
ノ
。

下
等

　�

平
常
麻
ヲ
以
テ
織
リ
タ
ル
荒
布
ノ
筒
袖
ニ
、
腰
以
下
ハ
仝
地
ノ
猿

袴
ヲ
穿
ケ
、
寒
中
ニ
至
レ
ハ
、
右
着
料
ニ
僅
カ
ノ
綿
ヲ
挿
入
ス
。

　
　
　
　
麦
　
　
　
五
斗
八
升
　
　
五
斗
二
升
　
　
六
斗
二
升
』

右
増
減
ノ
理
由
ハ
、
敢
テ
耕
作
法
ノ
改
良
又
ハ
培
養
ノ
厚
薄
等
ニ
原
因

ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
、
専
ラ
天
然
気
候
ノ
順
否
ト
風
雨
ノ
適
否
ニ
因
ル
。

耕
作
法
ハ
近
方
部
ト
異
ナ
ル
廉
ナ
シ
。

例
年
東
風
ノ
為
メ
ニ
耕
作
物
ヲ
害
セ
ラ
ル
ゝ
ア
リ
。

古
来
ヨ
リ
水
損
ノ
憂
ナ
キ
モ
、旱
損
ハ
大
率
ネ
三
年
間
一
度
ノ
平
均
ヲ
免
レ
ス
。

米
五
ケ
年
間
水
災
又
ハ
雹
災
ノ
為
メ
、
皆
無
ニ
罹
リ
又
ハ
著
シ
キ
収
穫
ヲ
減
セ

シ
事
ナ
シ
。

部
内
上
小
塩
村
ニ
、
當
テ
沢
堰
ト
唱
フ
ル
ア
リ
テ
、
方
部
ノ
田
地
ニ
灌
漑
ス
。

但
、
此
堰
ハ
、
特
ニ
引
鑿
チ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
シ
テ
、
山
間
ノ
渓
流
ヲ
集
合
シ

テ
一
ノ
堰
ヲ
ナ
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
。
此
他
、
利
害
ニ
関
ス
ル
大
土
功
ナ
シ
。』

　
　
　
上
　
券
面
地
價	

拾
弐
円
七
拾
七
銭
八
厘
　
賣
買
代
價
　
同
上
　
借
地
料
　
弐
拾
銭

宅
地
　
中
　
仝	

拾
壱
円
九
拾
四
銭
九
厘
　
賣
買
代
價
　
同
上

　
　
　
下
　
仝	

ナ
シ

　
　
　
　
　
（
四
）
　
町
村
戸
口
地
租

村
、
三
ケ
村
。
地
租
、
四
百
六
拾
円
四
拾
銭
。

内
　
百
戸
以
上
ノ
村
ナ
シ
。

置
縣
後
分
合
村
及
名
称
ハ
左
ノ
如
シ
。

大
川
村
（
桑
原
村
、
舟
子

上
小
塩
村
（�

古
来
ヨ
リ
小
塩
村
ト
唱
ヒ
シ
モ
、
明
治
八
年
（
上
）
ノ
一
字

ヲ
冠
シ
、
上
小
塩
村
ト
称
セ
シ
故
ハ
、
南
會
津
郡
ニ
仝
村
名
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借
地
料
并
地
代
共
、
一
ケ
月
、
金
弐
拾
銭
。

中
等
　
建
坪
、
三
十
坪
。
茅
葺
。

　
　
　
　
借
地
料
并
地
代
共
、
一
ケ
月
、
金
拾
五
銭
。

下
等
　
建
坪
、
二
十
坪
。
茅
葺
。

　
　
　
　
借
地
料
并
地
代
共
、
一
ケ
月
、
金
拾
銭
。

新
築
上
中
等
一
坪
凡
六
円
、
下
等
ハ
四
円
。
木
材
ハ
悉
ク
所
有
山
ヨ
リ

之
ヲ
弁
ス
。
又
所
有
山
ナ
キ
モ
ノ
ハ
、
一
村
ノ
共
有
山
ヨ
リ
伐
採
セ

リ
。
概
シ
テ
此
方
部
ハ
山
郷
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
木
材
ヲ
他
ニ
仰
ク
等
ノ
不

便
ナ
シ
。』

凡
日
用
品
中
、
薪
炭
、
味
噌
、
野
菜
等
ハ
、
自
家
ニ
於
テ
之
ヲ
弁
ス
ル
モ
、

塩
、
醤
油
、
油
、
呉
服
、
反
物
ノ
類
ハ
、
悉
ク
若
松
ニ
供
給
ヲ
仰
ク
。

此
方
部
内
ニ
冠
タ
ル
財
産
家
ナ
シ
。

縣
會
議
員
、
選
擧
、
被
撰
挙
人
員
ハ
左
ノ
如
シ
。

選
擧
権
人
、
十
人
。

被
撰
擧
人
、
ナ
シ
。

徴
兵
適
齢
人
員
、
合
格
人
員
、
服
役
人
員
ハ
左
ノ
如
シ
。

適
齢
人
員
　
五
人
。

合
格
人
員
、
四
人
。

服
役
人
員
、
一
人
。

　
　
　
　
　
（
六
）

　
物
産

繭
　
　
　
二
拾
石
』

儀
式
及
晴
レ
ノ
場
へ
出
ツ
ル
ト
キ
ハ
、
上
等
ノ
モ
ノ
ハ
、
木
綿
衣
服
ニ
絹
羽
織

ヲ
着
シ
、
袴
ハ
小
倉
織
ヲ
用
ヒ
、
蝙
蝠
傘
ハ
多
ク
繻
子
張
ニ
テ
、
下
駄
ハ
重
モ

ニ
皮
緒
ニ
朴
材
ノ
類
ヲ
穿
テ
リ
。
冠
リ
物
ハ
一
切
之
ヲ
用
ヰ
ス
。
下
等
ノ
モ
ノ

ハ
、
木
綿
ニ
粗
悪
ナ
ル
木
綿
羽
織
ヲ
着
シ
、
袴
ハ
一
時
他
ヨ
リ
借
受
ケ
極
メ
テ

粗
製
ノ
木
綿
織
ヲ
用
ユ
。
蝙
蝠
傘
ハ
専
ラ
金
巾
張
ノ
類
ニ
シ
テ
、
下
駄
ハ
菅
緒

ニ
朴
材
ノ
類
ヲ
用
ユ
。
但
、
祭
礼
』
等
ノ
節
ハ
、
上
下
等
共
羽
織
ヲ
着
ス
ル
ノ

ミ
ニ
テ
、
着
袴
セ
ス
。

外
国
ノ
風
ヲ
學
フ
モ
ノ
ナ
シ
。

食
物

　
　
　
上
等
　
一
日
三
食
　
米
二
分
麦
八
分
。

　
　
　
中
等
　
一
日
三
食
　
米
一
分
麦
又
ハ
粟
九
分
。

　
　
　
下
等
　
一
日
三
食
　
麦
又
ハ
粟
ニ
干
シ
菜
、
大
根
等
ヲ
雑
ユ
。

　
　
　
　
　
但
、
冬
分
ハ
二
食
ノ
モ
ノ
ア
リ
。

會
飯
ノ
習
慣
ハ
春
秋
二
期
ニ
山
祭
ト
唱
ヒ
、
一
村
擧
テ
相
集
リ
、
餅
及
酒
ニ
口

腹
ヲ
喜
ハ
シ
メ
、
前
后
三
日
間
位
休
業
ス
ル
ノ
例
ナ
リ
。
其
他
二
百
十
日
ト
唱

フ
ル
風
祭
及
雷
神
祭
等
ア
リ
テ
、
村
々
相
會
シ
、
餅
ト
酒
ト
ニ
祭
意
ヲ
表
ス
。

其
外
旧
村
毎
ニ
鎮
守
祭
ア
リ
テ
、
老
弱
男
女
ノ
別
ナ
ク
』
鯨
飲
飽
食
、
無
上
ノ

快
楽
ト
ナ
ス
。

自
家
用
料
酒
造
戸
数

　
四
十
二
。

家
屋

上
等

　
建
坪
、
三
十
五
坪
。
茅
葺
。
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尋
常
小
學
校
分
教
室
、
二
ケ
所
。
學
齢
児
童
ノ
数
、
男
、
六
十
人
、
女
、

七
十
五
人
。

就
學
生
ノ
數
、
男
、
二
十
五
人
、
女
、
ナ
シ
。
不
就
學
児
童
ノ
数
、
男
、

三
十
五
人
、
女
、
七
十
五
人
。

　
　
　
　
　
（
九
）
　
宗
教

人
民
ノ
信
仰
ス
ル
宗
旨
ハ
、
真
宗
及
真
言
宗
ナ
レ
ト
モ
、
元
ト
是
レ
祖
先
以
来

ノ
宗
旨
ヲ
墨
守
ス
ル
ニ
過
キ
ス
シ
テ
、』
他
ニ
特
別
ナ
ル
事
実
ア
リ
テ
、
帰
依

ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
。
故
ニ
之
カ
現
況
ヲ
掲
ク
ル
ニ
由
ナ
シ
。

寺
院
、
一
ケ
寺
、
真
言
宗
。
教
會
所
、
ナ
シ
。

基
督
教
、
行
ハ
レ
ス
。

　
　
　
　
　
（
十
）
　
物
價

此
方
部
ハ
、
山
郷
ニ
シ
テ
、
薪
炭
、
木
材
、
麦
、
大
豆
、
大
根
、
野
菜
等
ハ
、

家
々
自
ラ
之
ヲ
弁
シ
、
其
他
ノ
諸
品
ハ
尽
ク
若
松
ヨ
リ
購
入
ス
ル
ヲ
以
テ
、
此

部
内
限
リ
記
載
ス
ヘ
キ
物
價
ナ
シ
。

　
　
　
　
（
十
一
）
　
衛
生

地
方
病
ナ
シ
。

近
来
、
傳
染
病
ノ
流
行
ナ
シ
。

出
産
、
死
亡
ノ
数
、
近
来
ノ
増
減
ハ
左
ノ
如
シ
。』

生
死
／
年
次

　
　
　
十
七
年

　
　
　
十
八
年

　
　
　
十
九
年

　
　
出
産

　
　
　
　
十
六
人

　
　
　
　
十
人

　
　
　
　
九
人

　
　
死
亡

　
　
　
　
　
八
人

　
　
　
　
七
人

　
　
　
　
八
人

但
、
繭
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
生
絲
ノ
製
造
ナ
シ
。

桑
　
　
二
千
六
百
貫
目
。�

但
、
壱
反
歩
摘
葉
ノ
目
方
千
百
貫
目
。
三
ケ
年
以
来
、

壱
貫
目
ノ
時
價
ハ
左
ノ
通
。

十
八
年
　
　
　
　
十
九
年
　
　
　
二
十
年

　
五
銭
　
　
　
　
　
三
銭
　
　
　
　
十
銭

養
蚕
ハ
年
々
振
起
ノ
有
様
ニ
シ
テ
、
蚕
種
ハ
重
モ
ニ
伊
達
郡
地
方
及
若
松
ヨ
リ

購
入
ス
。
飼
養
方
法
ハ
普
通
ノ
例
ニ
ヨ
リ
、
別
ニ
改
良
等
ノ
廉
ナ
シ
。

桑
苗
植
立
ノ
本
数
、
三
千
本
。
但
、
三
ケ
年
以
来
ノ
分
。

牧
畜

馬
、
七
十
三
頭
、
耕
馬
。

此
部
内
ハ
元
ト
産
馬
地
ニ
非
ル
ヲ
以
テ
、
之
カ
景
況
ヲ
掲
ク
ル
ニ
ヨ
シ
ナ
シ
。

唯
、
三
ケ
村
相
合
シ
、
株
主
惣
代
一
人
ヲ
相
立
テ
、
岩
瀬
郡
須
賀
川
産
馬
會
社

ニ
加
入
ス
。』

牛
、
ナ
シ
。

牧
場
并
ニ
屠
殺
、
搾
乳
等
ノ
類
、
ナ
シ
。

鶏
、
豚
、
羊
、
製
茶
、
漆
器
、
陶
器
、
製
塩
其
他
、
特
ニ
掲
ク
ヘ
キ
特
有
物
産

ナ
シ
。

　
　
　
　
　
（
七
）
　
職
業

農
、
七
百
四
十
人
。
商
、
六
人
。
工
、
一
人
。

酒
屋
、
壱
戸
。
菓
子
屋
、
一
戸
。

　
　
　
　
　
（
八
）

　
學
事
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薪
、
三
萬
束
。
此
金
、
弐
百
四
拾
円
。

但
、
十
九
年
ヨ
リ
前
三
ケ
年
、
輸
出
髙
ニ
増
減
ナ
シ
。』

北
會
津
郡
共
和
村
、
赤
井
村
、
原
村
、
平
潟
村
、
静
潟
村
（
旧
原
組
ノ
部
）』

北
會
津
郡
共
和
村
、
赤
井
村
、
原
村
、
平
潟
村
、
静
潟
村
（
旧
原
組
之
部
）

　
　
　
　
　
（
一
）
気
候

極
寒
三
十
度
、
十
二
月
及
翌
年
一
月
ノ
交
（
華
氏
）。
極
暑
九
十
度
、
七
、八
月

ノ
交
。

冬
、
西
風
多
ク
、
西
風
最
モ
寒
冽
。

夏
、
西
風
多
ク
、
西
風
恒
ニ
炎
熱
。

東
風
、
雨
ヲ
催
シ
、
西
風
、
晴
ヲ
徴
ス
。

概
ネ
九
月
霜
落
、
十
一
月
雪
降
、
十
二
月
積
雪
、
翌
年
四
月
融
解
。

風
雨
ノ
害
、
稀
ニ
来
ル
モ
、
洪
水
曽
テ
害
ヲ
ナ
サ
ス
。

　
　
　
　
　
（
二
）
地
形

西
方
ハ
背
炙
峠
ノ
山
脈
ヲ
負
ヒ
、
東
方
ハ
猪
苗
代
湖
ニ
枕
ミ
、
南
方
安
積
郡
ニ

接
シ
、
北
方
ハ
若
松
ト
唇
歯
相
通
シ
、
地
形
山
水
ノ
間
ニ
介
在
ス
。
平
地
甚
タ

少
ク
シ
テ
極
メ
テ
辺
僻
』
ノ
山
郷
ナ
リ
。
背
炙
峠
ハ
直
立
二
百
五
十
丈
、
最
モ

高
峻
ナ
リ
ト
ス
。
部
内
川
流
ニ
シ
テ
、
幅
十
間
以
上
ニ
渉
ル
モ
ノ
ナ
シ
。
只
、

原
川
ト
称
ス
ル
一
川
ア
リ
。
其
幅
三
間
稍
大
ナ
リ
ト
ス
。

縣
道
壹
等
部
内
ノ
中
央
ヲ
通
ス
。
里
程
五
里
餘
。

生
命
年
齢
平
均
数
ハ
、
四
十
年
。
婚
姻
ハ
、
男
ハ
二
十
一
年
、
女
ハ
十
七
年
ヲ

以
テ
普
通
ト
ス
。

　
　
　
　
　
（
十
二
）
　
犯
罪

処
刑
ノ
尤
モ
多
キ
ハ
、
酒
造
税
則
違
犯
ナ
リ
。

公
賣
處
分
ナ
シ
。

身
代
限
ナ
シ
。

　
　
　
　
　
（
十
三
）
　
諸
税
金
及
協
議
費

国
税
、
六
百
四
拾
三
円
貮
拾
七
銭
六
厘
。
地
方
税
、
百
六
十
五
円
貮
拾
銭
九

厘
。
町
村
費
、
三
百
六
拾
九
円
五
拾
七
銭
。
協
議
費
、
八
拾
五
円
五
拾
銭
。

　
　
　
　
　
（
十
四
）
　
雑
件
』

農
夫
積
雪
中
ハ
、
男
ハ
薪
炭
販
賣
、
女
ハ
草
鞋
作
等
ヲ
業
ト
ス
。
此
部
内
ヨ
リ

他
地
方
エ
出
稼
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ
。
又
他
地
方
ヨ
リ
出
稼
ニ
来
ル
モ
ノ
僅
々
大
工

職
ノ
輩
ニ
止
マ
リ
、
其
他
一
切
之
ナ
シ
。

一
年
概
シ
テ
鶏
鳴
ニ
起
キ
、
夜
ハ
九
時
ニ
臥
ス
。
夜
業
ハ
重
モ
ニ
藁
仕
事
ニ
従

事
ス
。
生
来
質
朴
ニ
シ
テ
、
極
メ
テ
職
業
ニ
勉
強
ナ
リ
。
一
ケ
年
定
休
日
ハ
、

四
月
ヨ
リ
八
月
迠
ノ
間
、
一
ケ
月
僅
カ
ニ
一
回
ノ
休
日
ア
リ
。
其
他
、
節
句
、

祭
日
ヲ
除
ク
ノ
外
、
他
ニ
休
日
ナ
シ
。
又
永
日
ノ
ト
キ
ハ
、
昼
休
ト
唱
ヒ
、
毎

日
、
午
飯
後
一
時
間
ノ
休
息
時
間
ア
レ
ト
モ
、
短
日
ノ
ト
キ
ハ
、
此
ノ
慣
例
ヲ

廃
止
ス
。

部
内
重
モ
ナ
ル
輸
出
品
ハ
左
ノ
如
シ
。

炭
、
八
萬
貫
目
。
此
金
、
千
六
百
円
。』
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�

収
穫
米
ハ
僅
カ
ニ
部
内
人
民
ノ
常
食
ニ
充
ツ
ル
ニ
止
マ
リ
、
一
粒
タ
モ
他

ニ
輸
出
ス
ル
ナ
シ
。

俵
ヲ
用
エ
ス
。
籾
ノ
侭
、
板
倉
ニ
収
蔵
ス
。

�

晩
秋
刈
取
後
、
尽
ク
之
ヲ
地
面
ニ
乾
燥
ス
。
之
ヲ
地
干
シ
ト
唱
フ
。
又
村

ニ
ヨ
リ
、
叉
手
ノ
細
木
ニ
連
ネ
燥
カ
ス
モ
ノ
ア
リ
。
之
ヲ
掛
干
シ
ト
唱

フ
。
其
慣
行
一
様
ナ
ラ
ス
。
蓋
シ
乾
燥
ノ
速
ナ
ル
ハ
、
地
干
シ
ヲ
良
ト
ス

レ
ト
モ
、
干
シ
場
ノ
廣
狭
ニ
ヨ
リ
、
止
ム
ヲ
得
ス
掛
ケ
干
シ
ヲ
行
フ
。
刈

取
后
、
凡
ソ
一
ケ
月
間
程
乾
燥
シ
、
然
ル
後
、
自
家
ヘ
運
搬
累
積
シ
、
稍

経
テ
之
ヲ
稲
扱
ニ
舉
ク
ル
ノ
慣
例
ナ
リ
。
別
ニ
改
良
ノ
廉
ナ
シ
。』

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
麦
実
収
額
　
　
二
石

　
　
上
畑
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
拾
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
八
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
　
　
　
　
例
ナ
シ

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
麦
実
収
額
　
　
一
石
八
斗

畑
　
中
畑
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
八
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
七
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
　
　
　
　
例
ナ
シ

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
麦
実
収
額
　
　
一
石
五
斗

　
　
下
畑

　
仝

　
　
　
　
賣
買
地
價

　
　
五
円

　
　
　
　
　
仝

　
　
　
　
券
面
地
價

　
　
五
円

　
　
　
　
　
仝

　
　
　
　
小
作

　
　
　
　
例
ナ
シ

背
炙
峠
ハ
部
内
第
一
ノ
高
山
ニ
シ
テ
、
此
ノ
絶
頂
ヲ
越
ユ
レ
ハ
、
一
蹴
若
松
ニ

達
ス
ル
ノ
捷
路
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
常
ニ
一
径
ノ
山
道
ア
リ
テ
往
来
ヲ
通
ス
。
十
一

月
雪
初
メ
テ
降
リ
、
翌
年
五
月
消
雪
ス
。

原
川
、
舟
楫
ヲ
通
セ
ス
。

経
沢
山
ニ
ハ
金
銀
ノ
鑛
物
ヲ
出
ス
。

　
　
　
　
　
（
三
）
耕
地
宅
地
　
　
各
位
近
年
ノ
平
均
ヲ
掲
ク
。』

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
米
実
収
額
　
　
一
石
二
斗

　
　
上
田
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
拾
五
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
三
拾
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
米
　
　
　
四
斗
五
升

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
米
実
収
額
　
　
九
斗

田
　
中
田
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
九
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
弐
拾
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
米
　
　
　
三
斗

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
米
実
収
額
　
　
四
斗

　
　
下
田
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
五
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
八
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
米
　
　
　
二
斗

下
等
ノ
内
、
最
下
等
ニ
シ
テ
世
間
稀
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
其
収
額
、
二
斗
。

此
賣
買
地
價
、
二
円
。』

�

多
ク
早
稲
ヲ
植
ユ
。
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水
災
又
ハ
雹
災
等
ノ
害
ナ
シ
。

各
村
ノ
灌
漑
ハ
悉
ク
、
溜
井
ヲ
用
ユ
。
故
ニ
到
ル
ト
コ
ロ
山
嶺
ニ
大
ナ
ル
溜
井

ノ
設
ア
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
。
此
地
、
掲
ク
ヘ
キ
大
土
功
ナ
シ
。』

　
　
　
上
　
券
面
地
價

　
拾
弐
円

　
賣
買
代
價

　
弐
拾
円

　
但
、
地
所
限
借
地
料
ノ
例
ナ
シ

宅
地
　
中
　
ナ
シ

　
　
　
下
　
仝
前

　
　
　
拾
円

　
　
賣
買
代
價

　
拾
三
円

　
但
、
地
所
限
借
地
料

　
例
ナ
シ

　
　
　
　
　
（
四
）
　
町
村
戸
口
地
租

村
、
五
ケ
村
。
地
租
、
貮
千
九
百
貮
拾
九
円
弐
銭
七
厘
。

　
　
　
内
　
百
戸
以
上
ノ
村
、
一
ケ
村
、
原
村

置
縣
後
分
合
ノ
町
村
及
名
称
ハ
左
ノ
如
シ
。

　
　
　
赤
井
村
（
赤
井
村
、
笹
山
　
　
　
　
共
和
村
　�

上
馬
渡
村
、
下
馬
渡
村

西
田
面
村

　
　
　
平
潟
村
（
東
田
面
村
、
経
沢
村
　
　
静
潟
村
（
寄
川
村
、
中
田
村

戸
数
　
四
百
五
十
八
戸

　
　
士
族
　
二
戸

　
　
平
民
　
四
百
五
十
六
戸

近
年
ノ
増
減
ナ
シ
。』

人
口
　
三
千
三
十
七
人

　
　
士
族

　
五
人

　
　
平
民

　
三
千
三
十
二
人

近
年
増
加
ノ
傾
ア
リ
。
其
故
ハ
、
死
亡
者
ノ
年
々
其
数
ヲ
減
ス
ル
ト
、
出
生
者

下
畑
ノ
内
、
最
下
等
ニ
シ
テ
世
間
稀
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
其
収
穫
、
五
斗
。
此

賣
買
地
價
、
弐
円
。』

麦
ハ
大
麦
ヲ
作
ル
。

麦
ハ
部
内
人
民
ノ
食
料
ニ
充
ツ
ル
モ
、
元
ト
作
付
甚
タ
僅
少
ナ
ル
ヲ
以

テ
、
纔
カ
ニ
常
食
ノ
幾
部
ヲ
補
フ
ニ
過
キ
ス
。

各
村
ノ
作
物
相
等
フ
シ
テ
、
特
ニ
異
同
ナ
シ
。

田
畑
小
作
預
ケ
ノ
旧
慣
ハ
、
諸
納
金
及
ヒ
総
テ
ノ
諸
費
ヲ
悉
ク
地
主
ノ
負
擔
ト

シ
、
小
作
人
ハ
單
ニ
耕
作
ノ
労
ニ
服
シ
、
収
穫
ノ
内
毎
年
前
掲
ノ
小
作
米
ヲ
地

主
ニ
償
フ
ノ
事
実
ナ
リ
。
而
シ
テ
、
双
互
約
定
證
書
等
ノ
契
約
ナ
ク
、
専
ラ
信

用
小
作
ノ
旧
慣
ナ
リ
。

田
畑
共
昨
年
ハ
、
前
々
年
ヨ
リ
其
収
穫
ヲ
増
シ
、
本
年
ハ
昨
年
ニ
比
シ
、
亦
稍

増
収
ノ
結
果
ヲ
得
。
其
理
由
ハ
敢
テ
、
耕
作
法
ノ
改
良
又
ハ
培
養
ノ
厚
薄
等
ニ 

因
ル
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
、
只
天
災
気
候
ノ
循
環
其
宜
キ
ヲ
得
ル
ノ
致
ス
ト
コ
ロ
。
即

チ
』
部
内
ノ
如
キ
ハ
極
メ
テ
灌
漑
ニ
乏
シ
キ
ヲ
告
ケ
、
其
ノ
旱
損
ニ
羅
ラ
サ
ル

ノ
年
ハ
甚
タ
稀
ナ
リ
ト
ス
。
夏
季
降
雨
多
キ
ト
キ
ハ
、
稍
相
應
ノ
収
穫
ア
ル
モ
、 

之
ニ
反
シ
、
雨
水
少
シ
ク
不
足
ヲ
告
ク
レ
ハ
、
収
穫
上
著
シ
キ
減
少
ヲ
来
ス
。

耕
作
法
ノ
近
方
部
ト
特
異
ナ
ル
モ
ノ
ナ
シ
。

例
年
霜
又
ハ
風
ノ
為
メ
ニ
、
稲
及
蕎
麦
等
害
ヲ
被
フ
ル
少
シ
ト
セ
ス
。
旱
損
ハ

概
ネ
年
々
ニ
シ
テ
、
年
ト
シ
テ
多
少
ノ
害
ヲ
受
ケ
サ
ル
稀
ナ
リ
ト
ス
。
一
村
若

シ
ク
ハ
二
村
皆
無
ニ
係
リ
、
其
他
ノ
村
々
ハ
、
特
ニ
著
シ
キ
収
穫
ヲ
減
ス
ル
ノ

類
ハ
、
概
ス
ル
ニ
五
ケ
年
間
ニ
一
度
ノ
割
合
ニ
居
レ
リ
。



- 59 - - 58 -

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

食
物

上
等
　
一
日
三
食
、
米
飯
。

中
等
　
仝
、
　
　
　
米
ハ
六
分
ニ
シ
テ
、
菜
蔬
四
分
ヲ
雑
ユ
。

下
等�

　
仝
、　
　
　
米
ハ
二
分
ニ
シ
テ
、
干
菜
々
蔬
南
瓜
等
八
分
ヲ
雑
ユ
。

但
、
時
ト
シ
テ
二
食
ノ
モ
ノ
ヲ
見
ル
。

會
飯
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
春
秋
二
期
山
祭
ト
唱
ヒ
、
全
村
相
集
ヒ
、
餅
及
酒
ニ

口
腹
ヲ
楽
シ
メ
、
前
后
三
日
間
程
休
業
ス
ル
ノ
例
ア
リ
。
其
他
日
待
講
ナ
ル
モ

ノ
ア
リ
テ
、
一
村
集
合
シ
テ
、
酒
ヲ
用
ユ
。
又
二
百
十
日
ト
唱
ヒ
、
村
々
ノ
鎮

守
社
ニ
集
マ
リ
、
其
ノ
事
実
ハ
日
待
講
ニ
仝
シ
。
其
外
各
村
ニ
鎮
守
祭
ア
リ

テ
、
親
戚
郷
』
党
相
會
シ
、
酒
ト
餅
ト
ニ
祝
意
ヲ
表
ス
。

自
家
用
料
酒
造
戸
数
、
百
八
十
五
戸
。

家
屋

　
上
等
　
建
坪
、
三
十
六
坪
。
屋
根
茅
葺
。

　
　
　
借
家
料
并
ニ
地
代
共
、
一
ケ
月
、
金
四
拾
銭
。

　
中
等
　
ナ
シ
。

　
下
等
　
建
坪
、
三
十
坪
。
屋
根
茅
葺
。

　
　
　
　
　
借
家
料
并
地
代
共
、
一
ケ
月
、
金
貮
拾
銭
。

　
新
築
上
等
一
坪
六
円
、
中
等
ナ
シ
、
下
等
ハ
四
円
。

　�
木
材
ハ
、
重
モ
ニ
各
自
ノ
所
有
山
ヨ
リ
之
ヲ
弁
ス
。
又
所
有
ナ
キ
モ
ノ

　
　

ハ
数
人
ノ
共
有
山
等
ニ
需
ム
。
概
シ
テ
此
方
部
ハ
山
郷
ナ
ル
ヲ
以
テ
、

木
材
ヲ
他
方
部
ニ
仰
ク
等
ノ
事
実
ナ
シ
。

ノ
漸
次
其
数
ヲ
増
ス
ニ
因
ル
。

　
　
　
　
　
（
五
）
風
俗
生
計

　
　
　
上
等
　
一
家
一
ケ
年
ノ
生
計
費
、
百
円
。

　
　
　
中
等
　
仝
　
一
ケ
年
ノ
生
計
費
、
六
十
円
。

　
　
　
下
等
　
仝
　
一
ケ
年
ノ
生
計
費
、
貮
拾
円
。

衣
服

　
　
　
上
等
　�

平
常
ハ
木
綿
ノ
角
袖
ヲ
着
シ
、
襦
袢
ハ
多
ク
真
岡
織
又
ハ
木
綿

ノ
筒
袖
ヲ
服
シ
、
職
業
ノ
際
ハ
麻
織
ノ
筒
袖
ヲ
上
着
ニ
シ
、
木

綿
織
ノ
筒
』
袖
ヲ
下
着
ニ
シ
、
腰
以
下
ニ
ハ
猿
袴
ト
唱
フ
ル
木

綿
製
ノ
モ
ノ
ヲ
着
ス
。

　
　
　
中
等
　
前
ニ
比
ス
レ
ハ
、
上
着
、
下
着
共
品
質
稍
粗
悪
ナ
ル
モ
ノ
。

　
　
　
下
等
　�

品
質
前
ニ
仝
ジ
。
唯
極
メ
テ
襤
褸
ナ
ル
モ
ノ
。
且
ツ
、
平
常
及

就
業
ノ
際
共
、
専
ラ
筒
袖
ヲ
着
シ
、
曽
テ
角
袖
ヲ
用
ヰ
ス
。

儀
式
及
晴
レ
ノ
場
ヘ
出
ツ
ル
ト
キ
ハ
、
上
等
ハ
絹
羽
織
ニ
絹
袴
ヲ
着
シ
、
下

駄
ハ
重
モ
ニ
革
緒
ニ
桐
材
ノ
類
ヲ
穿
チ
、
蝙
蝠
傘
ハ
絹
張
、
又
ハ
繻
子
張
ヲ

用
ヰ
、
冠
物
ハ
一
切
之
ヲ
蒙
ラ
ス
。
下
等
ハ
、
木
綿
羽
織
ニ
葛
布
製
ノ
袴
ヲ

着
シ
、
下
駄
ハ
菅
緒
ニ
朴
材
質
ノ
類
ヲ
穿
チ
、
蝙
蝠
傘
ハ
重
モ
ニ
金
巾
張
ヲ
用

ヰ
、
冠
物
ハ
一
切
之
ヲ
蒙
ラ
ス
。
且
ツ
、
最
下
等
ニ
至
テ
ハ
、
時
ト
シ
テ
羽
織

ノ
ミ
ヲ
』
着
シ
、
着
袴
セ
サ
ル
モ
ノ
往
々
之
ア
リ
。
又
祭
礼
ハ
、
上
下
ニ
論
ナ

ク
、
羽
織
ノ
ミ
ニ
テ
袴
ヲ
用
ヰ
ス
。

外
国
ノ
風
俗
ヲ
學
フ
等
ノ
如
キ
ハ
絶
テ
無
シ
。
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シ
、
生
糸
ノ
製
造
ハ
曽
テ
之
ヲ
見
ス
。

桑
苗
木
植
立
ノ
本
数
、
八
千
本
。
但
、
三
ケ
年
以
来
ノ
分
。

牧
畜

馬
、
四
百
九
十
頭
、
耕
馬
。

此
方
部
ハ
、
産
馬
ノ
地
ニ
非
サ
ル
ヲ
以
テ
、
之
カ
事
項
ヲ
掲
ク
ル
ニ
』
由
ナ

シ
。
只
若
松
ニ
須
賀
川
産
馬
会
社
ノ
支
社
之
ア
ル
ヲ
以
テ
、
部
内
人
民
中
ニ
惣

代
二
名
ヲ
立
テ
、
之
カ
株
主
ニ
加
入
セ
リ
。

牛
、
三
十
頭
、
駄
牛
。

牧
場
及
屠
殺
、
搾
乳
等
ノ
事
実
ナ
シ
。

　
　
　
　
　
（
七
）
　
職
業

農
、
貳
千
九
百
九
十
七
人
。
商
、
二
十
八
人
。
工
、
十
人
。
雑
業
、
二
人
、
内
　

漁
、
二
人
。

　
　
　
　
　
（
八
）
　
學
校

尋
常
小
学
校
、
一
、
分
教
室
、
三
。

學
齢
児
童
ノ
数
、
男
、
二
百
九
十
七
人
、
女
、
二
百
七
十
三
人
。

就
學
生
ノ
数
、
男
、
百
八
十
三
人
、
女
、
九
人
。

不
就
學
児
童
ノ
数
、
男
、
百
十
四
人
、
女
、
二
百
五
十
四
人
。

　
　
　
　
　
（
九
）
　
宗
教

人
民
ハ
、
重
モ
ニ
真
言
宗
派
ニ
傾
キ
居
ル
ト
雖
ト
モ
、
元
ト
祖
先
以
来
ノ
宗
旨

ニ
従
フ
ニ
過
キ
ス
シ
テ
、
別
ニ
宗
教
ノ
邪
正
、
醇
醨
等
』
ニ
意
有
テ
帰
依
ス
ル

ノ
現
況
ア
ル
ニ
ア
ラ
ズ
。

凡
日
用
品
中
、
薪
炭
、
味
噌
、
野
菜
等
ハ
、
他
ニ
之
ヲ
仰
カ
サ
ル
モ
、』
醤

油
、
油
、
塩
、
呉
服
、
反
物
等
ハ
、
尽
ク
若
松
ヨ
リ
購
入
ス
。

此
方
部
内
ニ
冠
タ
ル
財
産
家
ナ
シ
。

縣
会
議
員
、
選
擧
、
被
撰
挙
人
員
左
ノ
如
シ
。

撰
擧
人
、
二
百
六
十
九
人
。

被
撰
擧
人
、
四
十
人
。

徴
兵
適
齢
人
員
、
合
格
人
員
、
服
役
人
員
左
ノ
如
シ
。

適
齢
、
二
十
三
人
。

合
格
、
十
人
。

服
役
、
四
人
。

　
　
　
　
　
（
六
）
　
物
産

繭
　
貮
石
。

　
　
　
但
、
繭
ノ
外
ハ
生
糸
等
ノ
製
産
ナ
シ
。

桑
　
千
貮
百
貫
目
。
但
、
壱
反
歩
摘
採
ノ
目
方
百
二
十
貫
目
。
三
ケ
年
以
来
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
壱
貫
目
時
價
ハ
左
ノ
通
リ
。

十
八
年
、
五
銭
。
　
十
九
年
、
四
銭
。
　
二
十
年
、
拾
銭
。

従
来
、
此
方
部
ハ
養
蚕
ノ
業
ヲ
忽
諸
ニ
付
セ
シ
カ
、
数
年
以
来
、
大
ニ
眼
ヲ
此

業
ニ
注
ギ
、
近
年
ニ
至
ラ
ハ
、
各
村
到
ル
ト
コ
ロ
振
起
ノ
景
況
ア
リ
。
桑
ハ
自

家
ノ
裁
植
ヲ
用
ヰ
ル
ア
リ
、
或
ハ
他
ヨ
リ
之
ヲ
購
フ
ア
リ
テ
一
様
ナ
ラ
ス
。
蚕

種
ハ
重
モ
ニ
若
松
及
伊
達
郡
地
方
ヨ
リ
購
入
シ
、
飼
育
方
法
ハ
一
般
ノ
通
例
ニ

ヨ
リ
別
ニ
改
良
ノ
點
ナ
シ
。
且
ツ
、
養
蚕
者
ハ
、
概
シ
テ
成
繭
ノ
侭
之
ヲ
嚮
賣
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リ
、
之
カ
宣
告
ヲ
受
ケ
シ
モ
ノ
僅
々
二
名
ヲ
出
テ
ス
。

　
　
　
　
　
（
十
三
）
　
諸
税
金
及
協
議
費
』

国
税
、
貮
二
千
九
百
六
拾
壱
円
七
拾
貮
銭
七
厘
。

地
方
税
、
千
三
百
四
拾
三
円
七
拾
七
銭
五
厘
。

町
村
費
、
千
二
百
五
拾
三
円
貮
拾
銭
弐
厘
。

協
議
費
、
四
百
拾
九
円
八
拾
銭
。

　
　
　
　
　
（
十
四
）
　
雑
件

積
雪
中
ハ
、
男
ハ
薪
炭
販
賣
、
又
ハ
藁
業
等
ニ
シ
テ
、
女
ハ
重
モ
ニ
裁
縫
ニ
従

事
セ
リ
。
此
方
部
ヨ
リ
他
国
ニ
出
稼
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
多
ク
樵
夫
ノ
業
ヲ
以
テ
目

的
ト
セ
リ
。
此
ノ
出
人
員
甚
少
シ
。
又
越
後
地
方
等
ヨ
リ
シ
テ
此
方
部
ニ
出
稼

ス
ル
モ
ノ
ハ
一
切
之
ナ
シ
。

部
内
概
シ
テ
、
朝
六
時
ニ
起
キ
、
夜
十
時
ニ
臥
ス
。
夜
業
ハ
、
重
モ
ニ
藁
仕
事

ヲ
専
ト
セ
リ
。
総
テ
此
方
部
ハ
、
生
来
質
朴
ニ
シ
テ
、
職
業
ニ
勉
強
セ
リ
。
一

ケ
月
旧
暦
ヲ
以
テ
、
朔
日
、
十
五
日
、』
二
十
五
日
ノ
三
度
ヲ
以
テ
定
休
ノ
度

ト
ナ
ス
ア
リ
。
或
ハ
右
定
日
ヲ
豫
定
セ
ス
、
雨
天
等
ヲ
見
計
ヒ
、
適
宜
休
業
ス

ル
ノ
村
ア
リ
テ
、
毎
村
一
様
ナ
ラ
ス
。
其
他
、
節
句
、
祭
日
ハ
凡
テ
休
業
ト

ス
。
又
永
日
ノ
候
ニ
限
リ
、
昼
休
ト
唱
ヒ
、
毎
日
午
飯
后
一
時
間
ノ
午
睡
ヲ
貪

ホ
ル
ノ
慣
行
ア
ル
モ
、
短
日
ノ
候
ハ
、
此
例
ヲ
廃
止
ス
。

部
内
重
モ
ナ
ル
輸
出
品
ハ
左
ノ
如
シ
。

　
　
　
炭
、
十
萬
貫
目
、
此
金
、
弐
千
円

　
　
　
薪
、
六
十
萬
束
、
此
金
、
四
千
八
百
円

寺
院
ノ
数
、
五
ケ
寺
。
真
言
宗
、
浄
土
宗
。

基
督
教
ハ
一
切
行
ハ
レ
ス
。

　
　
　
　
　
（
十
）
物
價

米
、
麦
、
大
豆
、
野
菜
、
木
材
等
ハ
、
悉
ク
自
個
ノ
産
ヲ
以
テ
需
用
ニ
供
シ
、

酒
、
其
他
絹
布
等
ノ
類
ハ
、
皆
若
松
ヨ
リ
購
入
ス
ル
ヲ
以
テ
、
此
方
部
ニ
在
ラ

ハ
、
物
價
ノ
事
項
ヲ
掲
ク
ヘ
キ
ナ
シ
。

　
　
　
　
　
（
十
一
）
　
衛
生

地
方
病
ナ
シ
。

近
年
傳
染
病
ノ
流
行
ナ
シ
。

出
産
死
亡
ノ
数
、
近
来
ノ
増
減
ハ
左
ノ
如
シ
。

　
生
死
／
年
次
　
　
　
十
七
年
　
　
　
十
八
年
　
　
　
　
十
九
年

　
　
出
産
　
　
　
　
四
十
六
人
　
　
三
十
九
人
　
　
五
十
人
』

　
　
死
亡
　
　
　
　
四
十
二
人
　
　
三
十
七
人
　
　
三
十
四
人

生
命
年
齢
平
均
、
三
十
五
年
。
婚
姻
ハ
男
、
二
十
年
、
女
ハ
十
五
年
ヲ
以
テ
普

通
ノ
慣
例
ト
ス
。

　
　
　
　
　
（
十
二
）
　
犯
罪

適
々
、
徴
兵
規
避
ノ
犯
罪
ア
ル
モ
、
他
ニ
記
載
ス
ヘ
キ
刑
名
ナ
シ
。

公
賣
處
分
ハ
、
一
昨
年
迠
非
常
ノ
多
キ
ニ
上
ボ
リ
シ
モ
、
昨
年
以
降
漸
次
其
数
ヲ

減
シ
、
地
租
割
ノ
如
キ
ニ
至
テ
ハ
、
一
人
ト
シ
テ
之
カ
所
分
ヲ
決
行
セ
シ
モ
ノ
ナ

シ
。
唯
戸
数
割
ハ
、
本
年
第
一
期
地
方
税
ニ
當
リ
、
数
人
ノ
処
分
者
ヲ
見
ル
。

身
代
限
モ
前
項
ト
仝
シ
ク
、
昨
年
以
降
大
ニ
其
数
ヲ
減
シ
、
已
ニ
本
年
中
ニ
當
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鑛
物
等
ノ
産
出
ナ
シ
。

　
　
　
　
　
（
三
）
耕
地
宅
地
　
　
各
位
近
年
ノ
平
均
ヲ
掲
ク
。

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
米
実
収
額
　
　
二
石

　
　
上
田
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
拾
五
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
弐
拾
八
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
米
　
　
　
例
ナ
シ

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
米
実
収
額
　
　
一
石
六
斗

田
　
中
田
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
拾
弐
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
拾
六
円
』

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
米
　
　
　
例
ナ
シ

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
米
実
収
額
　
　
六
斗

　
　
下
田
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
六
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
六
円
六
拾
八
銭

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
米
　
　
　
例
ナ
シ

　
　�

下
等
ノ
内
、
最
下
等
ニ
シ
テ
世
間
稀
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
其
収
穫
、
二

斗
、
賣
買
代
價
、
三
円
。

　
　
多
ク
早
稲
ヲ
作
ル
。

　
　�

収
穫
米
ハ
部
内
人
民
ノ
常
食
三
分
ヲ
補
フ
ニ
過
キ
ス
、
他
ノ
七
分
ハ

尽
ク
若
松
ヨ
リ
購
入
ス
。

　
　
叺
ヲ
用
ヰ
、
重
モ
ニ
四
斗
入
。
但
、
俵
ハ
用
ヰ
ス
。

　
　�

晩
秋
刈
取
後
、
直
チ
ニ
地
上
ニ
撒
布
シ
テ
、
之
ヲ
天
日
ニ
曝
晒
ス
。

　
　
　
　
但
、
十
九
年
ヨ
リ
前
三
ケ
年
間
輸
出
髙
増
減
ナ
シ
。』

北
會
津
郡
湯
川
村
之
部
』

北
會
津
郡
湯
川
村
之
部

　
　
　
　
　
（
一
）
気
候

極
寒
三
十
度
、
十
二
月
及
翌
年
一
月
ノ
交
（
華
氏
）。
極
暑
九
十
度
、
七
、八
月

ノ
交
。

冬
、
西
風
多
ク
、
西
風
最
モ
寒
烈
。
夏
、
西
風
多
ク
、
西
風
恒
ニ
炎
熱
。

東
風
、
雨
ヲ
催
シ
、
西
風
、
晴
ヲ
徴
ス
。

概
ネ
十
月
霜
降
、
十
一
月
雪
初
テ
降
、
翌
年
一
月
積
雪
、
四
月
融
解
。

風
雨
洪
水
等
、
害
ヲ
ナ
セ
シ
事
ナ
シ
。

　
　
　
　
　
（
二
）
地
形

山
脈
蜿
蜒
左
右
ニ
横
ハ
リ
、
湯
川
ノ
一
水
其
間
ヲ
通
ス
。
而
シ
テ
部
落
川
ニ
沿

フ
テ
點
在
シ
、
東
安
東
峠
ニ
至
テ
止
マ
ル
。
山
ノ
最
モ
高
キ
ヲ
大
野
山
、
箕
輪

山
ト
ス
。
直
立
各
二
百
七
十
丈
餘
、
此
地
方
ハ
総
テ
山
郷
ニ
シ
テ
平
地
甚
タ
稀

ナ
リ
。』

幅
十
間
以
上
ノ
川
ナ
シ
。
湯
川
ハ
、
其
幅
四
間
。
本
部
中
尤
モ
大
ナ
リ
ト
ス
。

大
野
山
、
箕
輪
山
ハ
、
本
部
第
一
ノ
高
山
ニ
シ
テ
、
十
月
降
雪
、
翌
年
四
月
下

旬
融
解
。

湯
川
ハ
水
浅
ク
、
石
出
テ
舟
楫
ヲ
通
セ
ス
。
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方
部
ハ
、
降
雨
多
キ
年
ハ
凶
作
ヲ
来
シ
、
旱
天
多
キ
年
ハ
、
収
穫
ノ
増
加
ヲ
見
ル
。

　
　
　
十
八
年
　
　
　
　
　
十
九
年
　
　
　
　
　
二
十
年

　
　
　
　
七
斗
　
　
　
　
　
　
一
石
　
　
　
　
　
　
一
石
二
斗

　
　
　
麦
ハ
一
切
作
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
畑
ノ
収
穫
増
減
ヲ
掲
ク
ル
ニ
由
ナ
シ
。』

耕
作
法
ハ
近
方
部
ト
特
異
ナ
ル
モ
ノ
ナ
シ
。

例
年
霜
若
シ
ク
ハ
風
ノ
為
メ
ニ
、
桑
、
茶
、
耕
作
物
等
ヲ
害
セ
ラ
レ
シ
事
ナ
シ
。

古
来
、
旱
損
又
ハ
水
損
ヲ
蒙
リ
シ
事
ナ
シ
。

水
災
又
ハ
雹
災
等
ニ
罹
リ
シ
事
ナ
シ
。

此
方
部
ノ
利
害
ニ
関
ス
ル
大
土
功
ナ
シ
。

　
　
　
上
　
券
面
地
價

　
貮
拾
円
五
拾
銭

　
　
　
賣
買
代
價

　
拾
弐
円

　
借
地
料

　
例
ナ
シ

宅
地
　
中
　
仝	

拾
四
円
弐
拾
八
銭

　
　
仝

　
　
　
　
　
八
円

　
　
　
下
　
仝	

拾
壱
円
六
拾
銭
　
　
　
仝
　
　
　
　
　
八
円

　
　
　
　
　
（
四
）
　
町
村
戸
口
地
租

村
、
一
ケ
村
。
地
租
、
貮
百
八
拾
三
円
六
拾
四
銭
四
厘
。

置
縣
後
分
合
村
及
名
称
ハ
左
ノ
如
シ
。

　
　
　
湯
川
村
（
大
巢
子
、
川
渓
、
一
ノ
渡
、
中
湯
川
、
二
幣
地

戸
数
』

　
　
　
士
族
　
ナ
シ
。

　
　
　
平
民

　
五
十
九
戸
。

近
年
増
減
ナ
シ
。

人
口

唱
ヒ
テ
地
干
シ
ト
云
フ
。
乾
燥
略
ホ
全
キ
ヲ
待
チ
、
之
ヲ
自
家
ニ
運

搬
ス
。
而
シ
テ
後
之
ヲ
扱
キ
、
之
ヲ
磨
シ
、』
之
ヲ
簸
シ
テ
叺
ニ
収

蔵
ス
。
別
ニ
改
良
ノ
廉
ナ
シ
。

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
麦
実
収
額
　
　
例
ナ
シ

　
　
上
畑
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
拾
弐
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
拾
三
円
五
拾
銭

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
　
　
　
　
例
ナ
シ

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
麦
実
収
額
　
　
例
ナ
シ

畑
　
中
畑
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
八
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
八
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
　
　
　
　
例
ナ
シ

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
麦
実
収
額
　
　
例
ナ
シ

　
　
下
畑
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
四
円
』

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
六
円
五
拾
銭

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
　
　
　
　
例
ナ
シ

下
等
ノ
内
、
最
下
等
ニ
シ
テ
世
間
稀
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
賣
買
代
價
、
貮
円
。』

麦
ハ
一
切
之
ヲ
作
ラ
ス
。

本
部
内
字
大
巢
子
ト
唱
フ
ル
部
落
ニ
於
テ
ハ
、
藍
ノ
所
得
最
モ
多
シ
。

田
畑
共
、
小
作
預
ケ
ノ
旧
慣
ナ
シ
。

田
ノ
近
年
収
穫
増
減
ハ
左
ノ
如
シ
。
斯
ク
差
違
ア
ル
所
以
ハ
、
敢
テ
耕
作
法
等

ニ
改
良
ヲ
加
ヘ
シ
故
ニ
非
ス
シ
テ
、
専
ラ
當
年
気
候
ノ
順
和
ニ
因
ル
。
但
、
此 
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中
等
　
一
日
三
食
、
米
飯
。

　
　
　
下
等
　
一
日
三
食
、
米
五
分
ニ
、
稗
粟
又
ハ
蔬
菜
等
ヲ
雑
ユ
。

一
、
會
飯
ハ
、
春
秋
二
期
山
祭
ト
唱
ヒ
、
全
村
相
集
ヒ
、
餅
酒
ニ
口
腹
ヲ
飽
カ

シ
メ
、
前
後
三
日
間
位
休
業
セ
リ
。
其
他
、
大
般
若
講
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
、
旧

村
毎
ニ
相
會
シ
、
僧
侶
ヲ
聘
シ
読
経
セ
シ
メ
、
終
テ
餅
酒
ヲ
用
ユ
。
又
三
夜
講

ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
、
一
村
世
話
掛
、
惣
代
等
ノ
宅
ニ
集
リ
、
其
振
合
ハ
前
ニ

仝
シ
。
又
二
百
十
日
祭
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
、
専
ラ
稲
作
ニ
風
災
ナ
キ
ヲ
祷
ル
ノ

意
ニ
シ
テ
、
一
村
ノ
鎮
守
社
ニ
相
集
合
シ
、
餅
酒
ヲ
社
前
ニ
捧
ケ
、
祭
意
ヲ
表

ス
。
其
他
旧
村
毎
ニ
鎮
守
祭
ア
リ
』
テ
、
親
戚
郷
党
相
會
シ
、
其
振
合
ハ
前
ニ

仝
シ
。

自
家
用
料
酒
造
戸
数
、
二
十
八
戸
。

家
屋

上
等
　
建
坪
、
四
十
八
坪
。
屋
根
茅
葺
。
借
屋
料
地
代
共
、
例
ナ
シ
。

中
等
　
　
仝
、
三
十
三
坪
。
屋
根
茅
葺
。
同
断
。

下
等
　
　
仝
、
十
五
坪
。
　
屋
根
茅
葺
。
同
断
。

新
築
上
等
一
坪
凡
六
円
、
中
等
仝
シ
、
下
等
四
円
。

木
材
ハ
、
各
自
所
有
山
ヨ
リ
之
ヲ
弁
ス
。

凡
日
用
品
中
薪
炭
、
野
菜
ノ
如
キ
ハ
、
自
ラ
之
ヲ
弁
ス
ル
モ
、
米
、
味
噌
、
醤

油
、
油
、
呉
服
、
反
物
等
ノ
如
キ
ハ
、
尽
ク
若
松
ヨ
リ
購
入
ス
。

本
部
内
ニ
冠
タ
ル
財
産
家
ナ
シ
。

縣
會
議
員
、
選
擧
、
被
撰
擧
人
員
ハ
左
ノ
如
シ
。

　
　
　
士
族
　
ナ
シ
。

　
　
　
平
民
　
四
百
六
十
八
人
。

近
年
漸
次
増
殖
ノ
景
況
ア
リ
。
其
理
由
ハ
、
死
亡
者
年
ヲ
遂
ヒ
減
シ
、
出
生
者

年
毎
ニ
増
加
ス
ル
ニ
因
ル
。

　
　
　
　
　
（
五
）
風
俗
生
計

上
等
　
一
家
一
ケ
年
ノ
生
計
費
、
百
円
。

中
等
　
一
家
一
ケ
年
ノ
生
計
費
、
七
拾
円
。

下
等
　
一
家
一
ケ
年
ノ
生
計
費
、
三
拾
円
。

衣
服
』

上
等
　�

平
常
ハ
角
袖
ノ
木
綿
ヲ
着
シ
、
職
業
ノ
ト
キ
ハ
筒
袖
ノ
麻
衣
ヲ

服
シ
、
腰
以
下
ニ
ハ
麻
地
ノ
猿
袴
ト
唱
フ
ル
モ
ノ
ヲ
着
ス
。

中
等
　
前
ト
稍
仝
シ
。

下
等
　
衣
服
ノ
装
ハ
前
ニ
仝
シ
キ
モ
、
極
メ
テ
粗
悪
ナ
ル
モ
ノ
。

儀
式
等
晴
レ
ノ
場
ヘ
出
ツ
ル
ト
キ
ハ
、
上
等
ハ
絹
呉
郎
ノ
羽
織
ニ
、
小
倉
袴
ヲ

着
、
蝙
蝠
傘
ハ
重
モ
ニ
金
巾
張
ヲ
用
ヰ
、
下
駄
ハ
概
シ
テ
小
倉
緒
ニ
朴
材
ノ
類

ヲ
穿
チ
、
冠
リ
物
ハ
一
切
之
ヲ
用
ヰ
ス
。
下
等
ハ
、
木
綿
縞
ノ
羽
織
ニ
小
倉
袴

ヲ
用
ヰ
、
蝙
蝠
傘
ハ
多
分
之
ヲ
用
ヰ
ス
、
下
駄
ハ
菅
緒
ニ
朴
材
、
冠
リ
物
ハ
一

切
用
ヰ
ス
。
但
、
祭
礼
等
ノ
節
ハ
、
單
ニ
羽
織
ノ
ミ
ヲ
用
ヒ
、
着
袴
セ
ス
。』

外
国
ノ
風
ヲ
學
フ
モ
ノ
ナ
シ
。

食
物

　
　
　
上
等

　
一
日
三
食
、
米
飯
。
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人
、
女
、
五
十
人
。

　
　
　
　
　
（
九
）
　
宗
教

人
民
信
仰
ス
ル
宗
旨
ハ
、
曹
洞
宗
ナ
レ
ト
モ
、
元
ト
該
宗
ノ
正
邪
、
醇
醨
ニ
意

ア
リ
テ
帰
依
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
、
唯
、
祖
先
以
来
、
一
定
ノ
宗
旨
ヲ
墨
守
ス

ル
ト
云
フ
ニ
過
キ
ス
。
故
ニ
、
特
ニ
掲
ク
ヘ
キ
現
況
ナ
シ
。』

寺
院
及
教
会
所
等
ナ
シ
。

基
督
教
、
行
ハ
レ
ス
。

　
　
　
　
　
（
十
）
物
價

此
方
部
ハ
山
郷
村
ニ
シ
テ
、
前
已
ニ
掲
ク
ル
如
ク
、
薪
炭
、
野
菜
等
ハ
自
家
ニ

テ
之
ヲ
弁
シ
、
他
ハ
悉
ク
若
松
ヨ
リ
購
入
ス
ル
ヲ
以
テ
、
部
内
ニ
当
リ
、
物
價

ノ
徴
ス
ヘ
キ
ナ
シ
。

　
　
　
　
　
（
十
一
）
　
衛
生

地
方
病
ナ
シ
。

近
年
傳
染
病
ノ
流
行
ナ
シ
。

出
産
、
死
亡
ノ
数
、
近
年
ノ
増
減
ハ
左
ノ
如
シ
。

　
生
死
／
年
次
　
　
　
十
七
年
　
　
　
十
八
年
　
　
　
十
九
年

　
　
出
産
　
　
　
　
　
十
七
人
　
　
　
　
九
人
　
　
　
十
三
人

　
　
死
亡
　
　
　
　
　
　
八
人
　
　
　
　
八
人
　
　
　
十
人
』

生
命
年
齢
平
均
ハ
三
十
五
年
。
婚
姻
ハ
男
、
十
七
年
、
女
ハ
十
六
年
ヲ
以
テ
普

通
ト
ス
。

　
　
　
　
　
（
十
二
）

　
犯
罪

撰
擧
権
人
、
十
八
人
。』

被
撰
擧
人
、
一
人
。

徴
兵
適
齢
人
員
、
合
格
人
員
、
服
役
人
員
ハ
左
ノ
如
シ
。

適
齢
、
五
人
。

合
格
、
三
人
。

服
役
、
ナ
シ
。

　
　
　
　
　
（
六
）
　
物
産

養
蚕
家
　
ナ
シ
。

但
、
土
質
、
桑
樹
ニ
適
セ
ス
。
故
ニ
裁
植
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ
。

牧
畜

馬
、
五
十
頭
、
耕
馬
。

此
方
部
ハ
、
産
馬
地
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
此
カ
景
況
ヲ
掲
ク
ル
ニ
由
ナ
シ
。

唯
一
、
村
株
主
惣
代
ヲ
立
テ
、
須
賀
川
産
馬
會
社
エ
加
入
ス
。』

牛
ナ
シ
。

牧
場
ナ
シ
。

部
内
特
有
物
産
ナ
シ
。

　
　
　
　
　
（
七
）
　
職
業

農
、
四
百
六
十
七
人
。
工
、
一
人
。

　
　
　
　
　
（
八
）

　
學
事

簡
易
小
學
校
、
一
。
學
齢
児
童
ノ
数
、
男
、
四
十
一
人
、
女
、
五
十
人
。

就
學
生
ノ
数
、
男
、
二
十
六
人
、
女
、
ナ
シ
。
不
就
學
児
童
ノ
数
、
男
、
十
五
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（
一
）
気
候

極
寒
二
十
度
、
十
二
月
及
翌
年
ノ
交
（
華
氏
）。
極
暑
九
十
五
度
、
七
、八
月
ノ
交
。

冬
、
西
風
多
ク
、
西
風
最
モ
寒
烈
。

夏
、
西
風
多
ク
、
東
風
恒
ニ
炎
熱
。

東
風
、
雨
ヲ
催
フ
シ
、
西
風
、
晴
ヲ
徴
ス
。

概
ネ
十
一
月
霜
雪
降
、
翌
年
一
月
積
雪
、
三
月
下
旬
融
解
。
洪
水
、
害
ヲ
ナ
セ

シ
事
ナ
シ
。
風
雨
時
ト
シ
テ
害
ヲ
ナ
ス
。

　
　
　
　
　
（
二
）
地
形

戸
数
六
千
有
餘
戸
ノ
一
大
市
街
ニ
シ
テ
連
檐
櫛
比
、
市
區
縦
横
、
恰
モ
碁
盤
形
ノ

如
シ
。
市
端
ヨ
リ
市
端
ニ
至
ル
ノ
間
ハ
、
東
西
壹
里
餘
、
南
北
十
八
丁
、
湯
川
ノ

一
水
西
端
ヲ
貫
』
キ
、
若
松
城
跡
南
端
ヲ
控
ヘ
、
東
ハ
福
嶋
、
宮
城
、
西
ハ
新
潟

縣
、
南
ハ
栃
木
縣
、
北
ハ
山
形
縣
ニ
通
シ
、
四
通
八
達
、
皆
ナ
程
ヲ
此
ニ
起
ス
。

東
方
一
帯
ノ
山
脈
ヲ
擁
ス
ル
ノ
ミ
ニ
テ
、
他
ハ
数
里
平
衍
ノ
廣
土
ナ
リ
。

幅
十
間
以
上
ノ
川
ナ
シ
。
十
間
以
下
ノ
川
一
線
、
湯
川
ヲ
最
大
ト
ス
。

縣
道
一
等
一
里
余
、
市
街
ノ
中
央
ヲ
通
ジ
、
里
道
一
等
線
、
之
ヨ
リ
分
岐
ス
。

湯
川
、
舟
楫
ヲ
通
セ
ス
。
唯
、
僅
々
ノ
木
材
切
リ
流
シ
ア
ル
ノ
ミ
。

　
　
　
　
　
（
三
）
耕
地
宅
地
　
　
各
位
近
年
ノ
平
均
ヲ
掲
ク
。

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
米
実
収
額
　
　
二
石
四
斗

　
　
上
田
　
仝

　
　
　
　
賣
買
地
價

　
　
四
拾
五
円

　
　
　
　
　
仝

　
　
　
　
券
面
地
價

　
　
三
拾
五
円

　
　
　
　
　
仝

　
　
　
　
小
作
米

　
　
　
壱
石
二
斗
』

犯
罪
ナ
シ
。

公
賣
処
分
ナ
シ

身
代
限
ナ
シ
。

　
　
　
　
　
（
十
三
）
　
諸
税
金
及
協
議
費

国
税
、
弐
百
八
拾
四
円
六
拾
四
銭
四
厘
。
地
方
税
、
百
三
拾
三
円
四
拾
弐
銭
。

町
村
費
、
百
九
拾
九
円
六
銭
壱
厘
。
協
議
費
、
百
六
拾
壹
円
。

　
　
　
　
　
（
十
四
）
　
雑
件

積
雪
中
、
男
女
共
、
薪
炭
販
賣
、
或
ハ
山
ニ
入
リ
テ
炭
材
ヲ
焚
リ
、
平
生
、
他

国
ヘ
出
稼
ス
ル
モ
ノ
ナ
ク
、
又
、
他
ヨ
リ
出
稼
ニ
来
ル
モ
ノ
ナ
シ
。

大
凡
ソ
、
午
前
三
時
ニ
起
キ
、
山
ニ
上
ホ
リ
、
午
後
十
時
帰
宅
、』
寝
ニ
就

ク
。
睡
眠
時
間
僅
々
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
重
モ
ニ
夜
業
ニ
従
業
セ
ス
。
此
方
部
ハ
、

生
来
極
テ
質
朴
ニ
シ
テ
、
極
メ
テ
職
業
ニ
勉
励
ス
。
一
ケ
月
旧
暦
ヲ
以
テ
、
朔

日
、
十
五
日
、
二
十
四
日
ヲ
定
休
日
ト
ナ
ス
。
其
他
、
節
句
、
祭
日
等
ハ
凡
テ

休
日
ト
ス
。
又
此
方
部
ハ
、
昼
休
ト
唱
フ
ル
午
睡
ノ
慣
例
ナ
シ
。

部
内
重
モ
ナ
ル
輸
出
品
ハ
左
ノ
如
シ
。

　
　
　
炭
、
三
十
万
貫
目
。
此
金
、
六
千
円
。

　
　
　
　
　
但
、
十
九
年
ヨ
リ
前
三
ケ
年
、
輸
出
髙
特
ニ
増
減
ナ
シ
。』

北
會
津
郡
若
松
之
部
』

北
會
津
郡
若
松
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仝
　
　
　
　
小
作
大
豆
　
　
七
斗

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
麦
実
収
額
　
　
壱
石

畑
　
中
畑
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
貮
拾
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
弐
拾
円
』

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
大
豆
　
　
六
斗

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
麦
実
収
額
　
　
七
斗

　
　
下
畑
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
拾
五
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
拾
七
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
大
豆
　
　
五
斗

最
下
等
ニ
シ
テ
世
間
稀
ナ
ル
モ
ノ
ナ
シ
。

麦
ハ
重
モ
ニ
大
麦
ヲ
作
ル
。

麦
ハ
部
内
幾
分
ノ
食
料
ニ
充
ツ
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
他
ヘ
輸
出
セ
ス
。

田
畑
共
、
小
作
預
ケ
ノ
旧
慣
ハ
、
地
主
ニ
於
テ
諸
上
納
金
ヲ
負
檐
シ
、
小
作
人

ハ
單
ニ
耕
作
ノ
労
ニ
服
シ
、
而
テ
収
穫
高
ノ
内
、
前
記
ノ
小
作
米
又
ハ
大
豆
ヲ

地
主
ニ
贈
付
ス
ル
ノ
事
実
ナ
リ
。
其
約
定
書
ハ
、
別
紙
写
ノ
如
シ
。

田
畑
近
年
ノ
収
穫
増
減
ナ
シ
。』

耕
作
法
ノ
近
方
部
ト
異
ナ
ル
廉
ナ
シ
。

例
年
霜
又
ハ
風
ノ
為
メ
ニ
、
桑
、
茶
、
耕
作
物
等
ヲ
害
セ
ラ
レ
シ
事
ナ
キ
モ
、

本
年
ニ
限
リ
、
霜
ノ
為
メ
ニ
桑
、
茶
ヲ
損
ヒ
リ
。

古
来
、
旱
損
又
ハ
水
損
ナ
シ
。

米
五
ケ
年
間
、
水
災
又
ハ
雹
災
ニ
罹
リ
シ
事
ナ
シ
。

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
米
実
収
額
　
　
二
石

田
　
中
田
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
三
拾
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
三
拾
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
米
　
　
　
八
斗

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
米
実
収
額
　
　
一
石
二
斗

　
　
下
田
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
二
拾
五
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
弐
拾
壱
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
米
　
　
　
四
斗

下
等
ノ
内
、
最
下
等
ニ
シ
テ
世
間
稀
ナ
リ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ナ
シ
。

多
ク
中
稲
ヲ
作
ル
。

若
松
ハ
元
ト
商
工
業
ノ
地
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
田
方
ヲ
作
ル
モ
ノ
甚
タ
少

ナ
ク
、
人
民
ノ
常
食
ハ
尽
ク
購
求
ニ
係
ル
。
而
シ
テ
該
米
ハ
、
総
テ

會
津
地
方
ノ
生
産
ナ
リ
ト
ス
。』

叺
ヲ
用
ヰ
、
但
、
四
斗
入
。
俵
ハ
用
ヰ
ス
。

秋
期
刈
取
後
、
直
チ
ニ
地
上
ニ
撒
敷
シ
テ
、
之
ヲ
天
日
ニ
晒
ラ
ス
。

唱
ヒ
テ
地
干
シ
ト
云
フ
。
乾
燥
略
ホ
全
キ
ヲ
待
チ
、
之
ヲ
自
家
ニ
運

搬
ス
。
而
シ
テ
後
之
ヲ
扱
キ
、
之
ヲ
磨
シ
、
之
ヲ
簸
シ
テ
、
叺
ニ
収

蔵
ス
。
別
ニ
改
良
ノ
廉
ナ
シ
。

　
　
　
　
　
壱
反
歩

　
　
麦
実
収
額

　
　
壱
石
二
斗

　
　
上
畑

　
仝

　
　
　
　
賣
買
地
價

　
　
三
拾
五
円

　
　
　
　
　
仝

　
　
　
　
券
面
地
價

　
　
弐
拾
壱
円
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（
五
）
風
俗
生
計

上
等
　
一
家
一
ケ
年
生
計
費
、
千
貮
百
円
。

中
等
　
一
家
一
ケ
年
生
計
費
、
貮
百
四
拾
円
。

下
等
　
一
家
一
ケ
年
生
計
費
、
五
拾
円
。

衣
服

上
等
　�

平
常
綿
布
（
絹
布
ヲ
服
ス
ル
モ
ノ
稀
ナ
リ
）
ニ
、
木
綿
羽
織
ヲ

着
シ
、
帯
ハ
小
倉
織
、
襦
袢
ハ
木
綿
縞
ヲ
着
ク
。

中
等
　
前
ニ
比
ス
レ
ハ
粗
悪
。

下
等
　
前
仝
様
ノ
装
ニ
シ
テ
、
唯
上
衣
ニ
多
ク
筒
袖
半
纏
ヲ
着
ス
。

祭
礼
儀
式
等
晴
レ
ノ
場
ヘ
出
ツ
ル
ト
キ
ハ
、
上
等
ハ
絹
羽
織
ニ
、』
絹
袴
ヲ
着

シ
、
冠
リ
物
ハ
西
洋
帽
、
蝙
蝠
傘
ハ
絹
張
、
下
駄
ハ
表
付
キ
ノ
桐
材
又
ハ
西
洋

靴
ヲ
用
ヰ
、
下
等
ハ
絹
羽
織
ニ
小
倉
袴
ヲ
着
シ
、
冠
リ
物
ハ
一
切
之
ヲ
用
ヰ

ス
、
蝙
蝠
傘
ハ
重
モ
ニ
繻
子
張
、
下
駄
ハ
華
緒
ニ
桐
材
ノ
モ
ノ
ヲ
用
ユ
。

外
国
ノ
風
俗
ヲ
學
フ
モ
ノ
ハ
、
独
リ
女
子
ノ
理
髪
等
ニ
止
マ
リ
、
他
ニ
之
ヲ
學

フ
ノ
類
ヲ
見
ス
。
重
モ
ニ
近
来
ハ
、
専
ラ
東
京
風
ニ
模
擬
ス
ル
モ
ノ
多
キ
カ
如

キ
振
合
ナ
リ
。

食
物

　
　
　
上
等
　
一
日
三
食
、
米
飯
。

　
　
　
中
等

　
一
日
三
食
、
米
飯
。

　
　
　
下
等

　
一
日
三
食
、
米
飯
。

毎
年
、
火
防
祭
ト
唱
ヒ
、
各
町
相
會
シ
、
其
町
ノ
鎮
守
社
ニ
神
酒
ヲ
捧
ケ
、
終

戸
ノ
口
堰
、
雁
堰
ノ
両
堰
ニ
テ
、
田
畑
及
市
街
一
般
ノ
用
水
ニ
充
ツ
。
其
他
、

市
街
ノ
利
害
ニ
関
ス
ル
大
土
功
ナ
シ
。

　
　
　
上
　
券
面
地
價

　
弐
百
四
拾
円

　
賣
買
代
價

　
弐
千
円

　
　
借
地
料
一
ケ
月

　
拾
円

宅
地
　
中
　
券
面
地
價

　
八
拾
円

　
　
　
賣
買
代
價

　
五
百
円

　
　
借
地
料
一
ケ
月

　
四
円

　
　
　
下
　
券
面
地
價

　
弐
拾
四
円

　
　
賣
買
代
價

　
四
拾
五
円

　
借
地
料
一
ケ
月

　
壱
円

　
　
　
　
　
（
四
）
　
町
村
戸
口
地
租

町
、
八
十
三
ケ
町
。
地
租
、
貮
千
九
百
八
拾
九
円
八
拾
四
銭
七
厘
。

　
　
　
内
、
三
百
戸
以
上
ノ
町
、
一
ケ
町
、
栄
町
。』

置
縣
後
分
合
ノ
町
及
名
称
ハ
左
ノ
如
シ
。

　
　
　
祝
町
（
若
宮
村
ノ
幾
部
ヲ
割
テ
、
若
松
市
街
ヘ
組
入
レ
、
祝
町
ト
称
ス
。

戸
数

　
　
　
華
族
　
ナ
シ
。

　
　
　
士
族
　
千
八
百
八
十
七
戸
。

　
　
　
平
民
　
五
千
拾
戸
。

近
年
減
少
ノ
傾
キ
ア
リ
。
其
故
ハ
、
多
ク
貧
困
ノ
為
メ
ニ
仝
居
、
又
ハ
附
籍
者

ヲ
現
出
ス
ル
ニ
因
ル
。

人
口

　
　
　
華
族
　
ナ
シ
。

　
　
　
士
族

　
四
千
八
百
八
十
三
人
。

　
　
　
平
民

　
二
万
千
二
百
人
。

近
年
増
加
ノ
傾
キ
ア
リ
。
其
故
ハ
、
出
生
者
、
漸
次
其
数
ヲ
増
』
ス
ニ
因
ル
。
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適
齢
人
員
、
二
百
七
十
五
人
。

合
格
人
員
、
三
十
七
人
。

服
役
人
員
、
二
十
人
。

　
　
　
　
　
（
六
）
　
物
産

生
糸
、
弐
百
弐
十
壱
貫
目
。
屑
糸
、
五
十
五
貫
六
百
目
。
玉
糸
、
四
拾
壱

貫
九
百
目
。』
熨
斗
糸
、
三
拾
壱
貫
弐
百
目
。
繭
、
百
六
拾
四
石
。
玉
繭
、

四
十
二
石
。
出
穀
繭
、
二
拾
壱
石
五
斗
。
屑
繭
、
拾
八
石
。

桑
、
五
万
三
千
五
百
九
十
貫
目
。
但
、
壱
反
歩
摘
採
ノ
目
方
、
三
百
弐
拾
貫

目
。
三
ケ
年
以
来
壱
貫
目
ノ
時
價
ハ
左
ノ
通
。

　
　
　
十
八
年
　
　
　
　
　
十
九
年
　
　
　
　
　
二
十
年

　
　
　
　
六
銭
　
　
　
　
　
　
五
銭
　
　
　
　
　
　
拾
銭

養
蚕
ハ
、
年
々
振
興
ノ
状
ヲ
呈
シ
、
到
ル
ト
コ
ロ
桑
苗
繁
殖
ニ
力
ヲ
尽
サ
ゝ
ル

ハ
ナ
シ
。
就
中
養
蚕
家
ト
称
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
、
若
松
中
六
日
町
佐
藤
傳
平
、
仝

栄
町
鈴
木
嘉
兵
衛
ノ
二
家
ト
ス
。
若
松
地
方
ヲ
シ
テ
専
ラ
養
蚕
ニ
傾
心
セ
シ
ム

ル
ハ
、
二
家
率
先
ノ
力
最
モ
多
キ
ニ
居
レ
リ
。
蚕
種
ハ
、
伊
達
郡
地
方
及
佐

藤
傳
平
ノ
自
製
ニ
需
ム
。
右
佐
藤
家
ヨ
リ
出
ス
ト
コ
ロ
ノ
蚕
種
ハ
、
尤
モ
精
選

ヲ
極
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
毎
歳
之
ヲ
試
ム
ル
ニ
一
モ
錯
ツ
事
ナ
シ
。
又
飼
養

法
ハ
、
普
通
ニ
異
ナ
ル
』
ト
コ
ロ
ナ
キ
モ
、
唯
蚕
室
内
ニ
炭
火
ヲ
置
キ
、
適
度

（
七
十
五
度
）
ノ
温
度
ヲ
調
和
ス
ル
ニ
改
良
セ
リ
。

生
糸
ノ
産
額
及
價
格
五
ケ
年
分
ハ
左
ノ
如
シ
。
但
、
海
外
輸
出
ナ
シ
。

年
次	

十
六
年	

十
七
年	

十
八
年	

十
九
年	

二
十
年

リ
テ
會
宴
ス
。
此
他
、
會
食
ノ
例
ナ
』
シ
。

自
家
用
料
酒
造
戸
数
、
二
百
九
十
七
戸
。

家
屋

上
等
　
建
坪
、
百
弐
十
坪
。
屋
根
、
瓦
葺
又
木
羽
葺
。

　
　
　
　
　
　
借
家
料
并
地
代
共
、
一
ケ
月
、
拾
円
。

中
等
　
建
坪
、
五
十
坪
。
屋
根
、
木
羽
葺
又
ハ
茅
葺
。

　
　
　
　
　
　
借
家
料
并
地
代
共
、
一
ケ
月
、
三
円
。

下
等
　
建
坪
、
十
坪
。
屋
根
、
藁
葺
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
借
家
料
并
地
代
共
、
一
ケ
月
、
壱
円
。

新
築
上
等
一
坪
凡
拾
円
、
中
等
五
円
、
下
等
二
円
。

木
材
ハ
、
重
モ
ニ
南
会
津
郡
ニ
仰
ク
。

凡
ソ
日
用
品
ハ
、
皆
悉
ク
市
街
各
種
ノ
商
肆
ニ
需
ム
。
薪
炭
ノ
類
ハ
、
若
松
近

傍
ノ
山
郷
ヨ
リ
出
テ
、
塩
ハ
越
後
、
呉
物
反
物
』
ハ
、
多
ク
若
松
地
方
及
東

京
、
越
後
、
米
沢
等
ヨ
リ
輸
入
ス
。
野
菜
ハ
、
近
村
ヨ
リ
出
テ
、
味
噌
、
醤
油

ハ
各
店
ノ
自
製
ニ
係
ル
。

市
内
ニ
冠
タ
ル
財
産
家
人
員
及
職
業
ハ
左
ノ
如
シ
。

　
　
　
人
員
、
十
人
。
酒
造
、
薬
店
、
呉
服
、
小
間
物
、
味
噌
、
魚
商
。

縣
會
議
員
、
選
擧
、
被
撰
擧
人
員
ハ
左
ノ
如
シ
。

撰
擧
人
、
百
五
拾
二
人
。

被
撰
擧
人
、
百
九
人
。

徴
兵
適
齢
人
員
、
合
格
人
員
、
服
役
人
員
ハ
左
ノ
如
シ
。
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書
肆
、
四
戸
。

　
　
　
　
　
（
八
）
　
學
事

高
等
小
學
校
、
一
ケ
所
、
分
教
室
、
二
ケ
所
。
私
立
日
新
館
、
文
武
両
道
ヲ
修
ム
。

學
齢
児
童
ノ
数
、
男
、
千
八
百
四
十
八
人
、
女
、
千
六
百
七
人
。

就
學
生
ノ
数
、
男
、
千
四
百
五
十
八
人
、
女
、
八
百
五
十
五
人
。

不
就
學
児
童
ノ
数
、
男
、
三
百
九
十
人
、
女
、
七
百
五
十
二
人
。

　
　
　
　
　
（
九
）
　
宗
教

人
民
信
仰
ス
ル
宗
教
ハ
、
區
々
ニ
シ
テ
、
一
様
ナ
ラ
サ
ル
モ
、
重
モ
ニ
真
宗
及

日
蓮
宗
ノ
傾
ア
リ
。
宗
旨
ノ
現
況
ハ
、
特
ニ
記
載
ス
ヘ
キ
事
実
ナ
シ
。

寺
院
ノ
数
、
六
十
九
ケ
寺
。
宗
派
ノ
区
別
ハ
左
ノ
如
シ
。

�

日
蓮
宗
、
真
宗
、
浄
土
宗
、
曹
洞
宗
、
天
台
宗
、
真
言
宗
、
時
宗
、
済
家
宗
。

教
會
所
、
二
ケ
所
、
真
宗
。』

基
督
教
ハ
、
講
義
所
等
ノ
設
立
ア
リ
テ
、
近
来
稍
行
ハ
ル
ル
ゝ
ノ
景
況
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
（
十
）
物
價

米
一
石
、
四
円
。
麦
一
石
、
三
円
。
大
豆
一
石
、
四
円
五
拾
銭
。

酒
一
升
、
拾
四
銭
。
木
材
一
坪
、
壱
銭
三
厘
。
大
工
手
間
一
日
、
弐
拾
銭
。

土
方
雇
賃
一
日
、
拾
八
銭
。
耕
夫
雇
賃
一
日
、
拾
八
銭
。
大
根
一
株
、
五
厘
。

日
用
必
需
ノ
物
品
、
其
他
、
絹
布
、
木
綿
等
ノ
如
キ
ハ
、
近
方
部
ニ
比 

シ
、
低
廉
ナ
リ
。
但
シ
、
米
ハ
、
近
郡
喜
多
方
町
ニ
較
フ
レ
ハ
、
稍
不
廉
ニ
シ

テ
、
木
材
ハ
、
近
郡
田
島
ニ
比
ス
レ
ハ
大
ニ
不
廉
ナ
リ
。

産
額

　
百
弐
拾
八
貫
五
百
目

　
百
三
拾
五
貫
目

　
百
九
拾
壱
貫
五
百
目

　
弐
百
拾
貫
目

　
　
　
　
弐
百
弐
拾
壱
貫

價
格

　
四
千
四
百
三
拾
弐
円

　
四
千
三
百
九
円

　
七
千
四
百
九
拾
七
円

　
八
千
三
百
四
拾
九
円

　
八
千
弐
百
七
拾
七
円

桑
苗
植
立
ノ
本
数
、
三
万
本
。
但
、
三
ケ
年
以
来
ノ
分
。

牧
畜

馬
、
十
二
頭
、
耕
馬
。

産
馬
地
ニ
非
ル
ヲ
以
テ
、
之
カ
景
況
ヲ
掲
ク
ル
ニ
由
ナ
シ
。

産
馬
會
社
ヘ
加
入
シ
ア
ル
モ
ノ
ナ
シ
。

牛
、
二
頭
。
肉
種
駄
牛
。

牧
場
ナ
シ
。
屠
殺
ノ
数
、
六
十
六
頭
。
若
松
市
街
ノ
供
給
ニ
充
ツ
。』

搾
乳
ノ
料
、
九
石
壱
斗
。
若
松
市
街
ノ
供
給
ニ
充
ツ
。
種
類
ハ
肉
種
ニ
シ
テ
、

重
モ
ニ
南
部
地
方
ヨ
リ
購
入
ス
。

特
有
物
産
額
左
ノ
如
シ
。

　
　
　
漆
器
　
二
千
八
百
駄
。

　
　
　
蝋
燭
　
壱
萬
五
千
八
百
貫
目
。

　
　
　
金
物
　
弐
万
八
千
五
拾
個
。

　
　
　
織
物
　
三
万
五
千
反
。

　
　
　
煙
管
　
四
十
一
萬
挺
。

　
　
　
　
　
（
七
）
　
職
業

農
、
八
十
二
人
。
商
、
四
千
八
百
九
十
五
人
。
工
、
千
五
百
十
五
人
。
雑
業
、

千
百
三
十
八
人
。
酒
屋
、
三
十
九
戸
。
菓
子
屋
、
百
五
十
八
戸
。
遊
藝
人
、

二
十
二
人
。
藝
妓
、
二
十
壱
人
。
娼
妓
、
六
十
九
人
。
貸
座
敷
、
二
十
戸
。』
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町
村
費
、
一
万
九
百
四
拾
六
円
九
拾
八
銭
三
厘
。

協
議
費
、
五
百
六
拾
七
円
。

　
　
　
　
　
（
十
四
）
　
雑
件

若
松
市
街
ハ
重
モ
ニ
商
家
ニ
シ
テ
、
一
家
ヲ
挙
テ
各
種
ノ
営
業
ニ
従
事
ス
。
平

生
、
越
後
地
方
ヨ
リ
出
稼
ノ
モ
ノ
ハ
、
職
工
及
油
搾
業
并
ニ
藝
妓
等
ニ
シ
テ
、

又
他
地
方
ヘ
出
稼
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
重
モ
ニ
土
方
、
壁
塗
職
、
其
他
行
商
等
ナ

リ
。
但
、
出
稼
ニ
出
ツ
ル
モ
ノ
ハ
、
出
稼
ニ
来
』
ル
モ
ノ
ニ
比
ス
レ
ハ
、
其
数

甚
タ
少
ナ
シ
。

大
凡
、
朝
六
時
ニ
起
キ
、
夜
十
時
ニ
臥
ス
。
夜
業
ハ
概
ネ
夜
店
ヲ
開
キ
、
商
賣

ヲ
専
ト
ス
。
其
他
ハ
裁
縫
等
ナ
リ
。
商
家
ハ
営
業
ニ
勉
励
ス
ル
モ
、
其
外
ハ

業
務
ニ
勉
強
ス
ル
ト
云
ハ
ン
ヨ
リ
、
寧
口
懶
惰
ト
云
ハ
ン
カ
。
又
休
業
期
日
ト

称
ス
ル
ハ
、
旧
正
月
元
日
、
正
月
十
六
日
及
七
月
十
六
日
。
其
他
、
節
句
、
彼

岸
、
盂
蘭
盆
、
鎮
守
例
祭
等
ニ
シ
テ
、
職
工
ノ
如
キ
ハ
、
尽
ク
休
業
ス
ト
雖
ト

モ
、
商
家
ハ
依
然
、
店
ヲ
張
リ
テ
商
業
ニ
従
事
ス
。

部
内
農
産
物
及
水
産
物
ハ
、
掲
ク
ヘ
キ
事
実
ナ
シ
。

諸
物
價
及
諸
職
工
賃
銭
表
ハ
左
ノ
如
シ
。

　
　
　
諸
物
價
之
部
』

品
種
／
年
次
　
　
　
　
　
　
十
七
年
　
　
　
　
十
八
年
　
　
　
　
十
九
年

米
　
　
　
　
　
一
升
　
　
四
銭

　
　
　
　
　
四
銭
五
厘
　
　
　
四
銭
三
厘

麦
　
　
　
　
　
一
升

　
　
弐
銭
八
厘

　
　
　
三
銭

　
　
　
　
　
三
銭

大
豆
　
　
　
　
一
升

　
　
四
銭
　
　
　
　
　
四
銭
三
厘
　
　
　
四
銭
五
厘

　
　
　
　
　
（
十
一
）
　
衛
生

地
方
病
ナ
シ
。

近
年
傳
染
病
ノ
流
行
ナ
シ
。
唯
、
時
々
、
腸
窒
扶
斯
、
窒
扶
』
的
里
亜
、
天
然

痘
等
ノ
少
シ
ク
散
出
ス
ル
ア
ル
モ
、
蔓
延
傳
播
ノ
毒
ヲ
流
サ
ス
シ
テ
、
撲
滅
ニ

帰
ス
。

出
産
、
死
亡
ノ
数
、
近
来
ノ
増
減
ハ
左
ノ
如
シ
。

　
生
死
／
年
次
　
　
　
十
七
年
　
　
　
　
十
八
年
　
　
　
　
　
十
九
年

　
　
出
産
　
　
　
　
四
百
三
十
人
　
　
四
百
七
十
五
人
　
　
五
百
七
十
人

　
　
死
亡
　
　
　
　
四
百
十
四
人
　
　
四
百
四
十
八
人
　
　
四
百
五
十
二
人

生
命
年
齢
ノ
平
均
ハ
三
十
年
。
婚
姻
ハ
、
男
ハ
二
十
年
、
女
ハ
十
七
年
ヲ
以
テ

普
通
ト
ス
。

　
　
　
　
　
（
十
二
）
　
犯
罪

処
刑
ノ
最
多
キ
ハ
賭
博
犯
、
竊
盗
犯
、
官
文
書
偽
造
、
徴
兵
規
避
等
ナ
リ
。

公
賣
處
分
ハ
、
数
年
前
、
非
常
ノ
増
加
ナ
リ
シ
ガ
、
近
年
ハ
大
ニ
其
ノ
数
ヲ
減

シ
、
唯
、
無
財
産
（
此
無
財
産
者
ハ
極
貧
者
ニ
シ
テ
、
年
々
総
テ
ノ
諸
税
金
ヲ

納
ム
ル
能
サ
ル
モ
ノ
。）
者
ノ
四
百
戸
餘
ア
ル
ヲ
見
ル
ノ
ミ
。』

身
代
限
モ
、
前
同
様
ニ
シ
テ
、
近
年
大
ニ
其
数
ヲ
減
シ
タ
リ
。
畢
竟
、
民
間
ノ

稍
恢
復
セ
シ
ノ
徴
ナ
ル
ヘ
シ
。

　
　
　
　
　
（
十
三
）

　
諸
税
金
及
協
議
費

国
税
、
三
万
三
千
八
百
二
拾
八
円
七
拾
七
銭
七
厘
。

地
方
税
、
一
万
三
千
三
百
六
拾
三
円
拾
五
銭
壱
厘
。
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傘
　
　
　
　
　
一
本
　
　
弐
拾
銭
　
　
　
　
弐
拾
銭
　
　
　
　
弐
拾
銭
』

畳
表
　
　
　
　
一
畳
　
　
拾
五
銭
　
　
　
　
拾
五
銭
　
　
　
　
拾
八
銭

麻
　
　
　
　
　
一
貫
目
　
壱
円
　
　
　
　
　
壱
円
　
　
　
　
　
壱
円
弐
拾
銭

蘿
匐
　
　
　
　
一
株
　
　
五
厘
　
　
　
　
　
五
厘
　
　
　
　
　
五
厘

諸
職
工
賃
銭
之
部

品
種
／
年
次
　
　
　
　
　
　
十
七
年
　
　
　
　
十
八
年
　
　
　
　
十
九
年

大
工
　
　
　
　
　
　
　
　
拾
八
銭
　
　
　
　
弐
拾
銭
　
　
　
　
弐
拾
弐
銭

土
方
　
　
　
　
　
　
　
　
拾
五
銭
　
　
　
　
拾
五
銭
　
　
　
　
拾
八
銭

左
官
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
拾
銭
　
　
　
　
弐
拾
三
銭
　
　
　
弐
拾
五
銭

石
工
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
拾
五
銭
　
　
　
弐
拾
五
銭
　
　
　
弐
拾
五
銭

木
挽
職
　
　
　
　
　
　
　
拾
三
銭
　
　
　
　
拾
五
銭
　
　
　
　
拾
八
銭

桶
工
　
　
　
　
　
　
　
　
拾
五
銭
　
　
　
　
拾
六
銭
　
　
　
　
拾
八
銭

木
羽
屋
根
職
　
　
　
　
　
拾
八
銭
　
　
　
　
弐
拾
銭
　
　
　
　
弐
拾
銭

畳
刺
職
　
　
　
　
　
　
　
弐
拾
銭
　
　
　
　
弐
拾
弐
銭
　
　
　
弐
拾
五
銭
』

建
具
師
　
　
　
　
　
　
　
弐
拾
銭
　
　
　
　
弐
拾
銭
　
　
　
　
弐
拾
五
銭

陶
器
職
　
　
　
　
　
　
　
拾
五
銭
　
　
　
　
拾
八
銭
　
　
　
　
弐
拾
銭

漆
器
職
　
　
　
　
　
　
　
拾
五
銭
　
　
　
　
拾
五
銭
　
　
　
　
拾
八
銭

鍛
冶
職

　
　
　
　
　
　
　
拾
銭

　
　
　
　
　
拾
弐
銭

　
　
　
　
拾
四
銭

鋳
物
師

　
　
　
　
　
　
　
拾
銭

　
　
　
　
　
拾
弐
銭

　
　
　
　
拾
四
銭

酒
造
稼
人
　
　
　
　
　
　
弐
拾
六
銭
　
　
　
弐
拾
六
銭
　
　
　
弐
拾
六
銭

小
豆
　
　
　
　
一
升
　
　
五
銭
　
　
　
　
　
四
銭
八
厘
　
　
　
五
銭

味
噌
　
　
　
　
一
貫
目
　
弐
拾
五
銭
　
　
　
弐
拾
四
銭
　
　
　
弐
拾
四
銭

醤
油
　
　
　
　
一
升
　
　
拾
銭
　
　
　
　
　
拾
銭
　
　
　
　
　
拾
銭

水
油
　
　
　
　
一
升
　
　
弐
拾
弐
銭
　
　
　
弐
拾
五
銭
　
　
　
弐
拾
五
銭

石
油
　
　
　
　
一
升
　
　
拾
七
銭
　
　
　
　
拾
七
銭
　
　
　
　
拾
八
銭

酒
　
　
　
　
　
一
升
　
　
拾
三
銭
　
　
　
　
拾
三
銭
　
　
　
　
拾
四
銭

酢
　
　
　
　
　
一
升
　
　
拾
三
銭
　
　
　
　
拾
四
銭
　
　
　
　
拾
四
銭

麹
　
　
　
　
　
一
升
　
　
四
銭
　
　
　
　
　
四
銭
五
厘
　
　
　
四
銭
五
厘

塩
　
　
　
　
　
一
升
　
　
三
銭
五
厘
　
　
　
三
銭
五
厘
　
　
　
三
銭
五
厘
』

砂
糖
　
　
　
　
一
斤
　
　
拾
弐
銭
八
厘
　
　
拾
弐
銭
八
厘
　
　
拾
弐
銭
八
厘

茶
　
　
　
　
　
一
斤
　
　
四
拾
銭
　
　
　
　
四
拾
五
銭
　
　
　
四
拾
八
銭

蝋
燭
　
　
　
　
一
貫
目
　
壱
円
弐
拾
銭
　
　
壱
円
弐
拾
銭
　
　
壱
円
拾
銭

木
綿
　
　
　
　
一
貫
目
　
弐
円
五
拾
銭
　
　
弐
円
七
拾
銭
　
　
弐
円
七
拾
銭

真
綿
　
　
　
　
一
貫
目
　
拾
八
円
　
　
　
　
拾
七
円
　
　
　
　
拾
五
円

生
糸
　
　
　
　
一
貫
目
　
四
拾
円
　
　
　
　
四
拾
円
　
　
　
　
三
拾
八
円

絹
織
　
　
　
　
一
反
　
　
三
円
　
　
　
　
　
三
円
　
　
　
　
　
三
円
五
拾
銭

木
綿
織
　
　
　
一
反
　
　
六
拾
銭
　
　
　
　
七
拾
銭
　
　
　
　
八
拾
銭

材
木
　
　
　
　
一
坪
　
　
壹
銭
三
厘
　
　
　
壱
銭
四
厘
　
　
　
壱
銭
五
厘

薪
　
　
　
　
　
一
束

　
　
四
銭
八
厘

　
　
　
四
銭
八
厘

　
　
　
五
銭

炭
　
　
　
　
　
一
貫
目

　
三
銭

　
　
　
　
　
弐
銭
八
厘

　
　
　
三
銭
五
厘

下
駄
　
　
　
　
一
足

　
　
六
銭
　
　
　
　
　
六
銭
　
　
　
　
　
七
銭
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此
金
百
六
拾
円
　
　
　
此
金
百
九
拾
六
円
　
　
　
　
此
金
百
六
拾
円

銅
器
　
　
　
壱
万
六
千
個

　
　
　
　
壱
万
七
千
五
百
個

　
　
　
　
弐
万
千
六
十
個

　
　
　
　
　
　
此
金
弐
千
五
百
円

　
　
此
金
弐
千
八
百
円

　
　
　
　
此
金
三
千
六
百
円

煙
管
　
　
　
四
拾
万
挺

　
　
　
　
　
四
拾
一
万
挺
　
　
　
　
　
　
四
拾
五
万
挺

　
　
　
　
　
　
此
金
壱
万
三
千
円

　
此
金
壱
万
三
千
四
百
円

　
　
　
此
金
壱
万
八
千
円

同
輸
入
髙
及
金
髙
表

品
種
／
年
次
　
　
十
七
年
　
　
　
　
十
八
年
　
　
　
　
　
　
十
九
年

陶
器
　
　
　
八
十
駄

　
　
　
　
　
　
百
駄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
拾
駄

　
　
　
　
　
　
此
金
千
六
百
円

　
　
　
此
金
弐
千
円

　
　
　
　
　
　
此
金
二
千
二
百
円
』

生
蝋
　
　
　
壱
万
貫
目

　
　
　
　
　
壱
万
千
貫
目

　
　
　
　
　
　
壱
万
弐
千
貫
目

　
　
　
　
　
　
此
金
壱
万
弐
千
円
　
此
金
壱
万
三
千
弐
百
円
　
此
金
壱
万
四
千
四
百
円

呉
服
　
　
　
九
十
個
　
　
　
　
　
　
百
個
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
拾
個

　
　
　
　
　
　
此
金
四
万
五
千
円
　
　
此
金
五
万
円
　
　
　
　
　
　
此
金
五
万
五
千
円

太
物
　
　
　
七
百
個
　
　
　
　
　
　
七
百
十
個
　
　
　
　
　
　
　
七
百
三
十
個

　
　
　
　
　
　
此
金
五
万
円
　
　
　
　
此
金
五
万
三
千
円
　
　
　
　
此
金
五
万
四
千
円

唐
物
　
　
　
千
二
百
個
　
　
　
　
　
千
三
百
個
　
　
　
　
　
　
　
千
五
百
個

　
　
　
　
　
　
此
金
七
万
円
　
　
　
　
此
金
七
万
八
千
円
　
　
　
　
此
金
九
万
円

石
油

　
　
　
六
千
箱

　
　
　
　
　
　
六
千
箱

　
　
　
　
　
　
　
　
六
千
百
箱

　
　
　
　
　
　
此
金
二
万
二
千
円

　
　
此
金
弐
万
円

　
　
　
　
　
　
此
金
壱
万
九
千
円

砂
糖
　
　
　
四
十
五
万
斤
　
　
　
　
四
十
五
万
斤
　
　
　
　
　
　
五
十
万
斤

醤
油
稼
人
　
　
　
　
　
　
弐
拾
六
銭
　
　
　
弐
拾
六
銭
　
　
　
弐
拾
六
銭

油
搾
職
　
　
　
　
　
　
　
弐
拾
六
銭
　
　
　
弐
拾
六
銭
　
　
　
弐
拾
六
銭

染
物
職
　
　
　
　
　
　
　
拾
八
銭
　
　
　
　
拾
八
銭
　
　
　
　
弐
拾
銭

綿
打
職
　
　
　
　
　
　
　
拾
六
銭
　
　
　
　
拾
六
銭
　
　
　
　
拾
六
銭

煙
草
切
職
　
　
　
　
　
　
弐
拾
五
銭
　
　
　
弐
拾
五
銭
　
　
　
弐
拾
七
銭

菓
子
製
造
職
　
　
　
　
　
拾
三
銭
　
　
　
　
拾
三
銭
　
　
　
　
拾
三
銭

機
織
職
　
　
　
　
　
　
　
八
銭
　
　
　
　
　
拾
銭
　
　
　
　
　
拾
銭
』

重
要
物
産
輸
出
髙
及
金
髙
表

品
種
／
年
次
　
　
十
七
年
　
　
　
　
十
八
年
　
　
　
　
　
　
十
九
年

漆
器
　
　
　
弐
千
弐
百
駄

　
　
　
　
弐
千
四
百
駄

　
　
　
　
　
　
弐
千
五
百
駄

　
　
　
　
　
　
此
金
拾
壱
萬
円
　
　
　
此
金
拾
万
八
千
円
　
　
　
　
此
金
拾
万
八
百
円

陶
器
　
　
　
五
百
五
十
駄
　
　
　
　
六
百
駄
　
　
　
　
　
　
　
　
七
百
駄

　
　
　
　
　
　
此
金
六
千
八
百
円
　
　
此
金
五
千
四
百
円
　
　
　
　
此
金
七
千
円

織
物
　
　
　
二
万
五
千
反
　
　
　
　
三
万
七
千
反
　
　
　
　
　
　
四
万
二
千
九
百
反

　
　
　
　
　
　
此
金
壱
万
八
千
円
　
　
此
金
弐
万
三
千
円
　
　
　
　
此
金
弐
万
八
千
七
百
円

蝋
燭
　
　
　
壱
万
貫
目
　
　
　
　
　
八
千
貫
目
　
　
　
　
　
　
　
九
千
貫
目

　
　
　
　
　
　
此
金
壱
万
千
円
　
　
　
此
金
壱
万
四
百
円
　
　
　
　
此
金
壱
万
八
百
円

鉄
器

　
　
　
五
千
個

　
　
　
　
　
　
五
千
七
百
四
拾
個

　
　
　
　
五
千
五
百
個

　
　
　
　
　
　
此
金
弐
千
円

　
　
　
　
此
金
弐
千
弐
百
円

　
　
　
　
此
金
千
八
百
円

鎕
器
　
　
　
弐
百
五
十
個
　
　
　
　
弐
百
六
十
個
　
　
　
　
　
弐
百
七
十
個
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借
主
　
　
何
　
誰
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
証
人
　
何
　
誰
　
印

　
　
　
何
　
誰
　
殿
』

【
史
料
十
三
】「
進
第
二
一
四
三
號
　
民
度
区
域
諸
項
目
之
義
ニ
付
上
申
」（
北

會
津
郡
長
か
ら
福
島
縣
知
事
宛
の
訓
令
庶
秘
第
弐
号
に
対
す
る
進
達
）、
明
治

二
十
年
十
二
月
二
日
（
福
島
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
、
明
治
・
大
正
期
福
島
県
庁

文
書
：
一
〇
五
九
、「
明
治
二
十
年
七
月
、
一
種
庶
第
二
号
、
民
度
區
畫
調
上

申
綴
　
庶
務
課
」
所
収
）

進
第
二
一
四
三
號

　
　
民
度
区
域
諸
項
目
之
義
ニ
付
上
申

訓
令
庶
秘
第
弐
號
民
度
帳
ノ
諸
項
目
調
、
客
月
中
及
進
達
候
處
、
右
取
調
残
ノ

分
別
紙
及
進
達
候
条
、
此
段
上
申
候
也
。

明
治
二
十
年
十
二
月
二
日
　
　
　
　
福
嶋
縣
北
會
津
郡
長
　
諏
訪
伊
助
　

福
嶋
縣
知
事
　
折
田
平
内
殿
』

北
會
津
郡
中
野
村
外
五
十
六
ケ
村
（
中
央
部
）』

　
北
會
津
郡
中
野
村
外
五
十
六
ケ
村
（
中
央
部
）

　
　
　
　
　
　
此
金
三
万
六
千
円
　
　
此
金
三
万
四
千
円
　
　
　
　
此
金
四
万
円

塩
　
　
　
　
壱
万
俵

　
　
　
　
　
　
一
万
千
俵

　
　
　
　
　
　
　
一
万
千
俵

　
　
　
　
　
　
此
金
壱
万
七
千
円

　
　
此
金
壱
万
八
千
円

　
　
　
　
此
金
壱
万
八
千
円

製
茶
　
　
　
八
千
四
百
斤

　
　
　
　
九
千
斤

　
　
　
　
　
　
　
　
九
千
二
百
斤

　
　
　
　
　
　
此
金
三
千
円

　
　
　
　
此
金
三
千
三
百
円

　
　
　
　
此
金
三
千
百
五
拾
円

備
考
　�

輸
出
入
ヲ
比
較
ス
レ
ハ
、
大
差
ノ
結
果
ヲ
呈
セ
シ
ト
雖
ト
モ
、
輸
出
髙

ハ
、
元
ト
若
松
部
内
重
モ
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
掲
ケ
、
其
他
ノ
巨
細
ノ
モ
ノ
ヲ

載
セ
サ
レ
ハ
、
此
表
面
ヲ
以
テ
、
実
際
ノ
比
較
ヲ
判
シ
難
シ
。』

小
作
證
書

一
、
米
（
麦
）
何
斗

　
　
　
国
郡
町
村
字
番
地

　
　
　
田
（
畑
）
何
反
何
畝
歩

右
ハ
、
貴
殿
所
有
地
、
明
治
何
年
ヨ
リ
何
年
マ
テ
何
ケ
年
間
、
一
ケ
年
前
書
ノ

小
作
米
ヲ
以
テ
借
用
致
候
処
実
正
也
。
右
小
作
米
ハ
、
年
々
何
月
何
日
限
無
滞

差
上
可
申
候
。
萬
一
期
限
延
滞
ス
ル
ト
キ
ハ
、
保
証
人
引
受
、
即
時
弁
済
可
致

候
。
且
ツ
、
本
人
失
踪
致
候
様
ノ
場
合
ニ
ハ
、
保
証
人
引
受
ケ
、
即
時
、
無
異

儀
弁
済
可
致
候
。
依
テ
ハ
右
地
所
ニ
係
ル
地
租
、
地
方
税
、
協
議
費
等
ハ
、
一

切
貴
殿
、
御
受
前
ニ
シ
テ
此
』
外
、
堰
上
人
足
、
夜
勤
人
足
等
ハ
私
方
ニ
テ
負

擔
可
致
候
。
為
後
日
、
小
作
証
書
、
保
証
人
連
印
差
上
候
処
如
件
。

　
　
　
年

　
月

　
日

　
　
　
　
縣
郡
町
村
番
地
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仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
四
拾
七
円
』

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
米
　
　
　
壱
石
弐
斗

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
米
実
収
額
　
　
貮
石

田
　
中
田
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
四
拾
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
三
拾
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
米
　
　
　
九
斗

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
米
実
収
額
　
　
一
石
弐
斗

　
　
下
田
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
弐
拾
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
拾
七
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
米
　
　
　
四
斗

　�

下
等
ノ
内
、
最
下
等
ニ
シ
テ
世
間
稀
ナ
ル
モ
モ
ノ
ハ
、
其
収
穫
、
八

斗
、
賣
買
代
價
、
八
円
。

　�

多
ク
中
稲
ヲ
作
ル
。

　�

収
穫
米
ハ
部
内
ノ
常
食
ニ
餘
裕
ア
ル
ヲ
以
テ
、
多
ク
田
村
郡
、』
安
　

達
郡
、
及
若
松
ニ
輸
出
ス
。

　�

叺
ハ
四
斗
入
。
俵
ヲ
用
ヰ
ス
。

　�

晩
秋
刈
上
後
、
凡
ソ
十
日
間
程
、
地
上
ニ
布
キ
テ
、
天
日
ニ
燥
カ

ス
。
之
ヲ
地
干
シ
ト
唱
フ
。
而
テ
后
、
自
家
ニ
運
搬
シ
、
宅
地
内
各

處
ニ
累
積
ス
。
之
ヲ
乳
積
ミ
ト
称
ス
。
凡
、
十
日
間
ヲ
経
テ
、
直
チ

ニ
之
ヲ
扱
キ
、
之
ヲ
磨
シ
、
之
ヲ
簸
シ
、
叺
ニ
収
蔵
ス
。
改
良
ノ
点

ナ
シ
。

（
一
）
気
候

極
寒
二
十
七
度
、
十
二
月
及
翌
年
一
月
ノ
交
（
華
氏
）。極
暑
九
十
八
度
、
七
、

八
月
ノ
交
。

冬
西
風
多
ク
、
西
風
最
モ
寒
烈
。

夏
西
風
多
ク
、
西
北
風
恒
ニ
炎
熱
。

東
風
雨
ヲ
催
シ
、
西
風
ハ
晴
ヲ
徴
ス
。

概
ネ
十
月
霜
降
、
十
二
月
降
雪
、
翌
年
一
月
積
雪
、
同
四
月
融
解
ス
。
風
雨
洪

水
害
ヲ
為
サ
ス
。
唯
、
大
川
堤
防
ニ
接
ス
ル
村
落
ハ
、
時
ト
シ
テ
水
害
ヲ
被
フ

ル
事
ア
リ
。

　
　
　
　
　
（
二
）
地
形

部
内
尽
ク
平
地
ニ
シ
テ
、
東
偏
若
松
市
街
ヲ
抱
ヒ
、
西
方
鶴
沼
川
ヲ
以
テ
大
沼

郡
ヲ
劃
キ
リ
、
大
川
ノ
回
流
、
其
間
ヲ
』
貫
通
シ
、
土
壌
肥
沃
、
阡
陌
縦
横
相

闢
ラ
ケ
、
百
穀
地
味
ニ
適
セ
サ
ル
ナ
シ
。

川
幅
平
均
五
丁
以
上
ノ
川
流
ヲ
大
川
ト
唱
ヒ
、
又
湯
川
及
溷
川
等
ノ
川
流
ア
リ

テ
、
其
幅
十
間
ニ
下
ラ
ス
。
部
内
最
大
ノ
川
流
ナ
リ
ト
ス
。

県
道
壹
等
越
後
街
道
及
置
賜
街
道
并
ニ
東
京
街
道
、
縦
横
相
通
ス
。

大
川
、
湯
川
、
溷
川
等
ハ
、
舟
楫
ヲ
通
セ
ス
。
唯
、
大
川
、
湯
川
ハ
材
木
ノ
切

リ
流
シ
ノ
便
ア
ル
ノ
ミ
。

　
　
　
　
　
（
三
）
耕
地
宅
地

　
　
各
位
近
年
ノ
平
均
ヲ
掲
ク
。

　
　
　
　
　
壱
反
歩

　
　
米
実
収
額

　
　
二
石
四
斗

　
　
上
田

　
仝

　
　
　
　
賣
買
地
價

　
　
五
拾
円
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田
畑
共
近
年
ノ
収
穫
、
増
減
ハ
左
ノ
如
シ
。

　
田
畑
別
／
年
次
　
　
十
八
年
　
　
　
十
九
年
　
　
　
二
十
年

　
　
　
　
田
　
　
　
　
二
石
　
　
　
　
二
石
二
斗
　
　
二
石
二
斗

　
　
　
　
畑
　
　
　
　
一
石
五
斗
　
　
一
石
二
斗
　
　
一
石
六
斗

右
ノ
理
由
ハ
、
別
ニ
改
良
ノ
有
無
ニ
依
ル
ニ
非
ス
シ
テ
、
専
ラ
気
候
ノ

順
、
不
順
、
風
雨
ノ
適
否
ニ
因
ル
。
又
田
方
ハ
、
重
モ
ニ
前
年
大
豆
ノ

収
穫
ノ
多
少
ニ
ヨ
リ
、
穀
量
ニ
増
減
ヲ
与
フ
。
是
レ
他
ナ
シ
。
田
方
ハ
、

専
ラ
大
豆
ヲ
以
テ
肥
料
ニ
供
ス
レ
ハ
ナ
リ
。

耕
作
法
ノ
近
方
部
ト
特
異
ナ
ル
モ
ノ
ナ
キ
モ
、
唯
、
稲
苗
植
付
ノ
株
数
ハ
一
坪

ニ
付
、
四
十
株
位
ヲ
度
ト
ス
ル
ア
リ
。
又
ハ
五
、
六
十
株
』
ヲ
以
テ
普
通
ト
ナ

ス
ア
リ
テ
、
毎
村
均
一
ナ
ラ
ス
。

例
年
、
霜
又
ハ
風
等
ニ
テ
、
桑
、
茶
、
其
他
耕
作
物
ヲ
害
セ
ラ
ル
ゝ
甚
タ
稀
ナ
リ
。

古
来
、
水
損
ノ
害
ナ
シ
。
旱
損
ハ
、
概
ネ
三
ケ
年
間
ニ
一
度
位
ア
ル
モ
、
其
害

ハ
甚
タ
少
ナ
シ
。

米
五
ケ
年
間
水
災
又
ハ
雹
災
等
ノ
為
メ
、
皆
無
又
ハ
著
シ
キ
収
穫
ヲ
減
セ
シ
事

ナ
シ
。

田
畑
灌
漑
及
用
水
ハ
、
門
田
堰
、
松
堰
、
巌
嵜
堰
、
日
橋
堰
、
戸
ノ
口
堰
、
雁

堰
等
ニ
シ
テ
、
年
々
幾
分
ノ
修
理
ヲ
ナ
セ
リ
。
此
他
、
特
ニ
掲
ク
ヘ
キ
大
土
功

ナ
シ
。

　
　
　
上

　�
券
面
地
價
、
三
拾
円
。
賣
買
代
價
、
三
拾
弐
円
。
借
地
料
、
一
ケ
年
、
三
円
。

宅
地

　
中

　�

券
面
地
價
、
弐
拾
六
円
。
賣
買
代
價
、
弐
拾
八
円
。
仝
、
一
ケ
年
、
弐
円
。

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
麦
実
収
額
　
　
弐
石

　
　
上
畑
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
三
拾
五
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
三
拾
五
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
大
豆
　
　
八
斗

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
麦
実
収
額
　
　
壱
石
五
斗

畑
　
中
畑
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
弐
拾
七
円
』

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
三
拾
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
大
豆
　
　
六
斗

　
　
　
　
　
壱
反
歩
　
　
麦
実
収
額
　
　
八
斗

　
　
下
畑
　
仝
　
　
　
　
賣
買
地
價
　
　
拾
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
券
面
地
價
　
　
拾
四
円

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
小
作
大
豆
　
　
三
斗

最
下
等
ニ
シ
テ
世
間
稀
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
実
収
四
斗
、
賣
買
代
價
七
円
。

麦
ハ
重
モ
ニ
大
麦
ヲ
作
ル
。

麦
ハ
部
内
ノ
食
料
ニ
充
ツ
。

左
ノ
村
々
ハ
、
野
菜
ヲ
作
リ
所
得
ノ
利
、
特
ニ
多
シ
。

　
　
　�

南
四
合
村
、
北
四
合
村
、
中
四
合
村
、
麻
島
村
、
柏
原
村
、

古
舘
村
、
宮
木
村

田
畑
共
小
作
預
ケ
ノ
旧
慣
ハ
、
諸
上
納
金
ハ
凡
テ
地
主
ノ
負
擔
ニ
係
リ
、
小
作

人
ハ
單
ニ
耕
作
ノ
労
ニ
服
シ
、
而
シ
テ
、』
収
額
高
ノ
内
、
前
記
ノ
小
作
米
又

ハ
大
豆
ヲ
地
主
ニ
交
付
ス
ル
ノ
事
実
ナ
リ
。
其
約
定
書
ハ
別
紙
写
之
通
。
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村
。』
界
沢
村
（
南
界
沢
、
北
界
沢
。
北
四
合
村
（
上
神
指
村
、
下
神

指
村
、
東
神
指
村
、
横
沼
村
。
中
四
合
村
（
西
城
戸
村
、
如
来
堂
村
、

天
満
村
、
小
見
村
。
南
四
合
村
（
柳
原
村
、
幕
内
村
、
深
川
村
、
鍛
治

屋
敷
村
。
黒
川
村
（
東
城
戸
村
、
若
宮
村
、
新
屋
敷
村
。
古
舘
村
（
下

小
松
村
、
松
野
村
、
新
在
家
村
、
雨
堂
村
。
宮
本
村
（
上
荒
井
村
、
下

野
村
、
金
屋
村
、
西
後
庵
新
田
。
麻
島
村
（
西
麻
生
村
、
大
島
村
、
北

後
庵
村
。
上
蚕
養
村
（
蚕
養
村
、
上
川
原
村
。
八
角
村
（
中
村
、
此
ハ

改
称
ニ
テ
合
併
ニ
ア
ラ
ス
。
松
長
村
（
松
窪
村
、
長
原
村
。
八
幡
村
（
本

滝
沢
村
、
北
滝
沢
村
、
牛
ケ
墓
村
、
墓
料
村
。
鶴
賀
村
（
上
居
合
村
、

中
居
合
村
、
下
居
合
村
、
下
柳
原
村
。
亀
賀
村
（
郷
ノ
原
村
、
藤
原

村
、
北
柳
原
村
、
北
柳
原
新
田
。
石
山
村
（
。
湯
川
村
（
川
渓
村
、
一

渡
戸
村
、
二
幣
地
村
、
酸
漿
村
。
雨
屋
村
（
下
雨
屋
村
、
上
雨
屋
村
、

宮
内
村
、
石
村
。
上
三
寄
村
（
。
高
川
村
（
闇
川
村
、
黒
森
村
。

戸
数

　
　
士
族
、
二
百
六
戸
。

　
　
平
民
、
四
千
百
九
十
五
戸
。

近
年
増
減
ノ
著
シ
キ
ナ
シ
。

人
口
』

　
　
士
族
、
八
百
二
十
七
人
。

　
　
平
民
、
二
万
二
千
二
百
三
十
二
人
。

近
年
追
々
増
加
ノ
傾
ア
リ
。
其
理
由
ハ
専
ラ
出
生
者
ノ
増
殖
ニ
因
ル
。

　
　
　
下
　�

券
面
地
價
、
弐
拾
円
。

　
賣
買
代
價
、
弐
拾
弐
円
。
仝
、
一
ケ
年
、
壱
円
』

　
　
　
　
　
（
四
）
　
町
村
戸
口
地
租

村
、
五
十
七
ケ
村
。
地
租
、
四
万
八
百
九
拾
五
円
貮
拾
七
銭
弐
厘
。

内
、
百
戸
以
上
ノ
村
、
九
ケ
村
。�

面
川
村
、
黒
岩
村
、
御
山
村
、
湯
本

村
、
石
山
村
、
上
荒
井
新
田
、
八
幡

村
、
北
四
合
村
、
南
四
合
村
。

置
縣
後
分
合
ノ
村
名
ハ
左
ノ
如
シ
。

和
泉
村
（
臺
村
、
和
泉
村
。
伊
和
保
村
（
中
荒
井
村
、
二
日
町
村
、
東

麻
生
村
。
二
方
村
（
寺
堀
村
、
今
泉
村
。
宮
袋
村
（
宮
袋
村
、
宮
袋
新

田
。
新
庄
村
（
本
田
村
、
十
二
所
村
。
真
宮
村
（
真
渡
村
、
礫
宮
村
。

中
石
村
（
中
里
村
、
石
原
村
。
和
合
村
（
田
村
山
村
、
安
良
田
村
。
三

伏
村
（
宮
下
村
、
舘
村
、
出
尻
村
。
年
貢
町
村
（
新
屋
村
、
南
町
分
、

年
貢
町
。
日
吉
村
（
西
新
屋
村
、
穢
多
賀
町
、
中
川
原
町
、
観
音
前
、

太
郎
兵
エ
新
田
。
黒
岩
村
（
南
青
木
村
、
北
青
木
村
、
小
田
村
。
御
山

村
（
御
山
村
、
宮
田
村
、
井
出
村
。
面
川
村
（
面
川
村
、
面
川
沢
村
、

松
原
新
田
、
花
坂
村
、
中
島
村
。
上
荒
久
田
村
（
鈴
木
新
村
、
上
荒

久
田
村
。
石
堂
村
（
小
屋
、
石
堂
村
、
糠
塚
村
。
藤
室
村
（
石
上
分
、

一
本
木
分
、
達
磨
分
、
藤
室
村
。
始
村
（
中
ノ
明
村
、
下
荒
久
田
村
。

中
沢
村
（
中
地
村
、
平
沢
村
。
柳
川
村
（
上
吉
田
村
、
下
吉
田
村
、
下

高
埜
村
、
中
森
臺
村
。
中
沼
村
（
中
前
田
村
、
鶴
沼
村
、
沼
木
村
。
木

流
村
（
平
塚
木
流
村
、
上
沼
村
、
東
森
臺
村
、
福
本
木
流
村
、
西
木
流
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節
倹
上
ノ
點
ヨ
リ
麦
ヲ
雑
ユ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

會
食
ノ
称
呼
及
事
実
ハ
左
ノ
如
シ
。

　
　
　
八
日
講
　�

集
会
所
ハ
一
村
回
リ
番
ニ
テ
、
老
幼
男
女
相
集
マ
リ
、
酒
ト

餅
ト
ヲ
用
ユ
。
其
意
、
春
ハ
青
苗
ノ
無
厄
ヲ
祷
リ
、
秋
ハ
収

穫
ノ
終
結
ヲ
祝
ス
ル
ニ
在
リ
。

　
二
百
十
日
祭
　�

一
村
ノ
鎮
守
社
ニ
相
集
マ
リ
、
神
酒
ヲ
供
ヒ
、
稲
作
ノ
風
災

ナ
キ
ヲ
祷
ル
。

　
二
十
三
夜
講
　�

集
会
所
ハ
一
村
回
ハ
リ
番
ニ
テ
、
神
酒
ヲ
捧
ケ
、
一
村
ノ
安

寧
ヲ
祈
祷
ス
。

　
　
　
観
音
講
　�

集
会
所
ハ
一
村
回
ハ
リ
番
ニ
テ
、
酒
ヲ
用
ヰ
テ
、
一
村
ノ
冥

福
ヲ
祷
ル
。
但
、
此
講
ハ
、
單
ニ
婦
女
子
ノ
ミ
ニ
テ
、
男
子

ハ
加
ハ
ラ
ス
。

　
　
　
鎮
守
祭
　�

一
村
ノ
鎮
守
社
ニ
相
集
マ
リ
、
酒
及
赤
飯
等
ヲ
用
ヰ
、
祭
意

ヲ
表
ス
。

　
　
　
節
句
　
　
親
戚
郷
党
相
集
マ
リ
、
酒
ト
餅
ト
ニ
祝
意
ヲ
表
ス
。

自
家
用
料
酒
造
戸
数
　
二
千
十
戸
。

家
屋
』

上
等
　�

建
坪
、
四
十
四
坪
。
屋
根
、
茅
葺
。
借
屋
料
地
代
共
、
一
ケ
月
、 

三
拾
銭
。

中
等

　
建
坪
、
二
十
四
坪
。
仝
断
。

　
　
　
仝
、
貮
拾
銭
。

下
等

　
建
坪
、
十
五
坪
。
藁
葺
。

　
　
　
　
仝
、
拾
銭
。

　
　
　
　
　
（
五
）
風
俗
生
計

上
等
　
一
家
一
ケ
年
ノ
生
計
費
、
貮
百
円
。

中
等
　
一
家
一
ケ
年
ノ
生
計
費
、
百
弐
拾
円
。

下
等
　
一
家
一
ケ
年
ノ
生
計
費
、
八
拾
円
。

衣
服

上
等
　�

平
常
木
綿
ノ
角
袖
ニ
長
裾
（
地
織
木
綿
ノ
縞
地
）
ノ
衣
裳
ヲ
着

シ
、
襦
袢
ハ
縞
地
ノ
木
綿
ヲ
用
ユ
。
出
稼
ノ
ト
キ
ハ
、
木
綿
織

ノ
筒
袖
ニ
猿
袴
ナ
ル
ヲ
穿
テ
リ
。

中
等
　
前
ニ
比
ス
レ
ハ
、
少
シ
ク
粗
悪
ナ
ル
モ
ノ
。』

下
等
　�

服
装
ハ
略
ホ
前
ニ
仝
シ
キ
モ
、
最
モ
粗
悪
ノ
襤
褸
ヲ
着
ス
。

儀
式
ノ
ト
キ
ハ
、
上
等
ハ
絹
羽
織
ニ
小
倉
袴
、
桐
下
駄
ニ
華
緒
ニ
シ
テ
、
蝙
蝠

傘
ハ
重
モ
ニ
繻
子
張
ヲ
用
ユ
ル
モ
、
中
ニ
ハ
絹
張
ヲ
用
ユ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
冠
物

ハ
一
切
之
ヲ
用
ヰ
ス
。
下
等
ハ
、
木
綿
羽
織
ニ
小
倉
袴
ヲ
着
シ
、
下
駄
ハ
朴
材

ノ
類
、
菅
緒
ヲ
結
ヒ
、
蝙
蝠
傘
ハ
重
モ
ニ
金
巾
張
ヲ
用
ヰ
、
冠
物
ハ
一
切
之
ヲ

蒙
ラ
ス
。
祭
礼
ハ
、
上
下
共
、
羽
織
ノ
ミ
ニ
テ
、
着
袴
セ
ス
。

外
国
ノ
風
俗
ヲ
學
フ
モ
ノ
ナ
シ
。

食
物

　
　
　
上
等
　
一
日
三
食
　
米
飯
ニ
少
シ
ク
麦
ヲ
雑
ユ
。

　
　
　
中
等

　
仝

　
　
　
　
仝

　
　
　
下
等

　
仝

　
　
　
　
米
六
分
ニ
乾
菜
、
大
根
等
四
分
ヲ
雑
ユ
。』

　
　
　�

上
中
等
ハ
、
純
粋
ノ
米
飯
ノ
ミ
ヲ
食
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ニ
ハ
無
之
モ
、
唯
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ニ
向
ヒ
リ
。
蚕
種
ハ
重
モ
ニ
伊
達
郡
地
方
及
若
松
ヨ
リ
購
入
ス
。
近
来
ハ
不
良

ノ
蚕
種
等
一
切
之
ナ
ク
、
人
々
争
フ
テ
之
カ
精
選
ニ
注
意
ス
ル
ノ
致
ス
ト
コ
ロ

カ
。
飼
養
法
ハ
別
ニ
改
良
ノ
点
ナ
シ
ト
雖
ト
モ
、
重
モ
ニ
若
松
中
六
日
町
佐
藤

傳
平
ノ
飼
養
法
、
即
チ
室
内
ニ
炭
火
ヲ
置
ク
ノ
法
ヲ
模
擬
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。

生
糸
産
額
及
價
格
五
ケ
年
分
ハ
左
ノ
通
。
但
、
海
外
輸
出
ナ
シ
。

種
目
／
年
次
　
　
十
六
年
　
　
　
　
　
十
七
年
　
　
　
　
十
八
年

産
額
　
　
二
十
四
貫
目
　
　
　
二
十
四
貫
目
　
　
二
十
七
貫
五
百
目

價
格
　
　
八
百
四
拾
円
　
　
　
八
百
四
拾
円
　
　
九
百
六
拾
弐
円
五
拾
銭

種
目
／
年
次
　
　
十
九
年
　
　
　
　
　
二
十
年

産
額
　
　
二
十
七
貫
八
百
目
　
三
十
一
貫
四
百
目

價
格
　
　
九
百
七
拾
三
円
　
　
九
百
四
拾
弐
円

桑
苗
植
立
ノ
本
数
四
万
五
千
七
百
本
。
但
、
三
ケ
年
以
来
ノ
分
。

牧
畜

馬
、
千
百
八
拾
七
頭
、
耕
馬
。』

此
方
部
ハ
、
元
ト
産
馬
地
ニ
非
ル
ヲ
以
テ
、
之
カ
景
況
ヲ
擧
ク
ル
ニ
由
ナ
シ
。

唯
、
毎
村
、
株
主
惣
代
ヲ
立
テ
岩
瀬
郡
須
賀
川
産
馬
会
社
ヘ
加
入
ス
。
其
惣
代

人
員
総
テ
廿
四
人
ア
リ
。
馬
ハ
重
ニ
南
部
、
三
春
地
方
ヨ
リ
購
入
ス
。

牛
、
拾
四
頭
。
肉
種
駄
牛
。
重
モ
ニ
南
部
ヨ
リ
購
入
ス
。

牧
場
ナ
シ
。

屠
殺
ナ
シ
。

搾
乳
ナ
シ
。

新
築
上
等
一
坪
凡
八
円
、
中
等
五
円
。
下
等
貮
円
。

木
材
ハ
若
松
、
猪
苗
代
、
坂
下
、
高
田
等
ヨ
リ
購
入
ス
。

凡
日
用
品
中
、
米
、
薪
炭
、
味
噌
、
野
菜
等
ハ
他
ニ
供
給
ヲ
仰
カ
サ
ル
モ
、
醤

油
、
油
、
塩
、
呉
服
、
反
物
等
ハ
、
盡
ク
若
松
ヨ
リ
購
入
ス
。

部
内
ニ
冠
タ
ル
財
産
家
ハ
左
ノ
如
シ
。

　
　
　
農
、
八
人
。
商
、
一
人
。

縣
會
議
員
、
選
擧
、
被
撰
擧
人
員
ハ
左
ノ
如
シ
。

　
　
　
被
撰
擧
人
、
千
二
百
七
十
六
人
。

撰
擧
人
、
千
六
百
五
十
七
人
。』

徴
兵
適
齢
人
員
、
合
格
人
員
、
服
役
人
員
ハ
左
ノ
如
シ
。

適
齢
人
員
、
二
百
十
五
人
。

合
格
人
員
、
六
十
二
人
。

服
役
人
員
、
十
六
人
。

　
　
　
　
　
（
六
）
　
物
産

生
糸
、
三
十
貫
貮
百
目
。
屑
糸
、
四
貫
百
目
。
玉
糸
、
十
貫
九
百
目
。

繭
、
百
二
十
石
六
斗
二
升
五
合
。

桑
出
高
及
壹
反
摘
採
ノ
目
方
、
并
ニ
三
ケ
年
以
来
壱
貫
目
ノ
時
價
ハ
左
ノ
如
シ
。

桑
、
二
万
四
千
五
百
六
十
八
貫
目
出
高
。

一
反
歩
摘
採
目
方
、
貮
百
貫
目
。

十
八
年
、
八
銭
。
十
九
年
、
六
銭
。
二
十
年
、
拾
銭
。

養
蚕
ハ
漸
次
振
興
ノ
景
況
ニ
テ
、
到
ル
ト
コ
ロ
桑
苗
栽
』
培
ニ
傾
心
ス
ル
ノ
運
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（
十
）
物
價

此
部
内
ハ
凡
テ
農
家
ニ
シ
テ
、
米
、
麦
、
大
豆
、
薪
炭
、
酒
（
自
家
用
料

酒
）、
大
根
、
野
菜
等
ハ
、
他
ニ
供
給
ヲ
仰
カ
ス
。
家
々
、
自
ラ
之
ヲ
足
シ
、

其
他
ノ
諸
品
ハ
尽
ク
若
松
ヨ
リ
購
入
ス
ル
ヲ
以
テ
、
此
部
内
限
、』
特
ニ
記
裁

ス
ヘ
キ
物
價
ナ
シ
。

　
　
　
　
（
十
一
）
　
衛
生

地
方
病
ナ
シ
。

近
年
、
傳
染
病
ノ
激
発
ナ
キ
モ
、
時
ト
シ
テ
腸
窒
扶
斯
ノ
少
シ
ク
散
発
ス
ル
ヲ

見
ル
。

出
産
、
死
亡
ノ
数
、
近
来
増
減
ハ
左
ノ
如
シ
。

死
生
別
／
年
次
　
　
　
十
七
年
　
　
　
　
　
十
八
年
　
　
　
　
　
十
九
年

　
　
出
生
　
　
　
　
三
百
七
十
一
人
　
　
四
百
二
十
六
人
　
　
六
百
七
十
一
人

　
　
死
亡
　
　
　
　
三
百
二
十
五
人
　
　
二
百
九
十
人
　
　
　
三
百
二
十
八
人

生
命
年
数
平
均
ノ
数
、
四
十
年
。
婚
姻
ハ
、
男
ハ
二
十
年
、
女
ハ
十
七
年
ヲ
以

テ
普
通
ノ
慣
習
ト
ス
。

　
　
　
　
　
（
十
二
）
　
犯
罪

処
刑
ノ
尤
多
キ
ハ
、
徴
兵
規
避
、
酒
造
税
則
違
犯
、
賭
博
犯
。

公
賣
處
分
ハ
、
近
年
、
大
ニ
其
数
ヲ
縮
メ
、
現
ニ
本
年
ニ
於
テ
ハ
数
』
人
ニ
出 

テ
ス
。
但
シ
、
元
来
、
極
貧
無
財
産
者
ハ
、
村
ト
シ
テ
若
干
名
之
ナ
キ
ハ
ナ
シ
。 

身
代
限
ハ
、
数
年
前
、
非
常
其
数
ヲ
増
セ
シ
モ
、
近
来
ハ
大
ニ
其
数
ヲ
減
シ
、 

現
ニ
本
年
中
、
執
行
ノ
宣
告
ヲ
受
ケ
シ
モ
ノ
十
人
ニ
出
テ
ス
。

鶏
、
千
三
百
拾
羽
。�

重
モ
ニ
卵
子
ヲ
獲
ン
カ
為
メ
、
飼
養
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、

食
料
ニ
供
ス
ル
目
的
ヲ
以
テ
飼
養
ス
ル
ハ
少
ナ
シ
。

陶
器
、
二
百
六
駄
。�

但
シ
、
年
々
ノ
輸
出
額
ナ
リ
。
此
輸
出
先
キ
ハ
、
若
松
及

安
積
、
岩
瀬
、
安
達
ノ
諸
郡
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
（
七
）
　
職
業

農
、
壱
万
四
千
五
百
人
。
商
、
三
百
十
三
人
。
工
、
百
十
三
人
。
雑
業
、

七
百
三
十
五
人
。

酒
屋
、
三
戸
。
菓
子
屋
、
壱
戸
。
遊
藝
人
、
四
人
。
藝
妓
、
二
人
。

　
　
　
　
　
（
八
）
　
學
事
』

尋
常
小
學
校
、
八
校
。
學
齢
児
童
ノ
数
、
男
、
千
七
百
九
十
七
人
、
女
、

千
六
百
七
十
七
人
。

就
學
生
ノ
數
、
男
、
千
百
三
十
五
人
、
女
三
百
十
一
人
。
不
就
學
児
童
ノ
数
、

男
、
六
百
六
十
二
人
、
女
、
千
三
百
六
十
六
人
。

　
　
　
　
　
（
九
）
　
宗
教

人
民
ノ
信
仰
ス
ル
ハ
、
曹
洞
、
日
蓮
、
真
言
、
真
宗
、
浄
土
、
天
台
ノ
諸
宗
ナ

レ
ト
モ
、
元
ト
祖
先
以
来
ノ
宗
旨
ヲ
守
ル
ニ
過
キ
ス
シ
テ
、
他
ニ
特
別
ノ
思
想

ア
リ
テ
、
帰
依
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
。

寺
院
ノ
數
、
七
十
三
ケ
寺
。
宗
派
ノ
区
別
ハ
左
ノ
如
シ
。

曹
洞
宗
、
日
蓮
宗
、
真
言
宗
、
真
宗
、
浄
土
宗
、
天
台
宗
。

基
督
教
行
ハ
レ
ス
。
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る
史
料

　
野
菜
　
二
万
四
千
三
百
六
十
四
駄
　
二
万
三
千
八
十
五
駄
　
　
二
万
四
千
百
四
十
二
駄

部
内
重
要
ナ
ル
輸
出
品
ノ
高
及
金
額
ハ
左
ノ
如
シ
。
但
、
輸
入
品
ハ
特
ニ
掲
ク

ヘ
キ
モ
ノ
ナ
シ
。

品
種
／
年
次
　
　
　
　
十
七
年
　
　
　
　
　      

　
十
八
年

　
米	

壱
万
九
千
六
百
九
十
五
石

　
　
　
　 

　
　
壱
万
四
千
四
百
九
拾
六
石

	

　
此
金
七
万
三
千
弐
百
九
拾
弐
円

　
　 

　
　
此
金
五
万
七
千
九
百
弐
拾
五
円

　
大
豆	

二
千
百
九
拾
九
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

二
千
弐
拾
弐
石

	

　
此
金
八
千
六
百
弐
拾
円

　
　
　
　
　
　
　 

此
金
八
千
五
百
九
拾
四
円

　
菜
種	

三
千
百
四
拾
三
石

　
　
　
　 

　
　
　
　
　
三
千
四
百
弐
十
五
石

	

　
此
金
壱
万
五
千
弐
拾
八
円

　
　
　
　
　
　 

此
金
壱
万
五
千
百
九
拾
七
円

　
野
菜	

二
万
二
千
百
十
駄

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

壱
万
九
千
七
百
九
十
壱
駄

	

　
此
金
壱
万
千
弐
拾
五
円
　
　
　
　
　
　
　 

此
金
壱
万
九
拾
三
円

品
種
／
年
次
　
　
　
　
十
九
年

　
米	

壱
万
八
千
四
百
二
十
九
石

	

　
此
金
七
万
八
百
弐
拾
壱
円

　
大
豆	

二
千
四
百
九
石

	

　
此
金
壱
万
五
百
七
拾
壱
円

　
菜
種	

三
千
六
百
四
十
九
石

	

　
此
金
壱
万
四
千
九
百
拾
六
円

　
野
菜	

弐
万
千
九
百
六
拾
弐
駄

　
　	
　
此
金
八
千
八
百
五
拾
六
円
』

　
　
　
　
　
（
十
三
）
　
諸
税
金
及
協
議
費

国
税
、
四
万
弐
千
百
九
円
八
拾
六
銭
。

地
方
税
、
壱
万
三
千
三
百
九
拾
弐
円
四
拾
銭
弐
厘
。

町
村
費
、
九
千
八
百
八
拾
四
円
九
拾
四
銭
。

協
議
費
、
四
千
五
拾
七
円
拾
七
銭
八
厘
。

　
　
　
　
　
（
十
四
）
　
雑
件

農
夫
積
雪
中
ハ
、
男
ハ
藁
業
、
女
ハ
機
織
等
ヲ
事
ト
ス
。
他
へ
出
稼
ノ
モ
ノ

ハ
、
極
メ
テ
稀
ニ
シ
テ
、
其
目
的
ハ
日
雇
職
ノ
類
』
ナ
リ
。
又
越
後
等
ゟ
出
稼

ニ
来
ル
モ
ノ
ハ
、
重
モ
ニ
大
工
職
ナ
リ
。

此
方
部
ハ
、
概
シ
テ
朝
五
時
ニ
起
キ
、
夜
十
時
ニ
臥
ス
。
夜
業
ハ
藁
仕
事
及 

糸
挽
等
ナ
リ
。
風
俗
ハ
稍
少
シ
ク
開
ケ
、
職
業
ハ
擧
テ
勉
励
ト
云
ハ
ン
カ
。 

又
、
休
業
ハ
一
日
二
度
ニ
シ
テ
、
一
ケ
月
五
度
ヲ
程
度
ト
ス
。
但
、
春
彼
岸
ヨ

リ
秋
彼
岸
迠
ノ
間
ハ
、
凡
テ
休
業
ナ
シ
。

部
内
ノ
農
産
物
ノ
収
穫
ハ
左
ノ
如
シ
。
但
、
水
産
物
ナ
シ
。

品
種
／
年
次
　
　
　
十
七
年
　
　
　
　 

十
八
年
　
　
　
　 

十
九
年

　
米	

五
万
四
千
五
百
八
十
五
石
　
四
万
三
千
四
百
七
拾
七
石
　
五
万
三
千
二
百
八
十
二
石

　
麦	

二
千
七
拾
五
石
　
　
　
　
　
二
千
七
百
六
十
九
石
　
　
　
二
千
二
百
六
十
三
石

　
大
豆	

四
千
五
百
七
拾
六
石
　
　
　
四
千
六
百
四
十
九
石
　
　
　
五
千
百
七
十
二
石

　
小
豆	

百
六
十
石

　
　
　
　
　
　
　
百
五
十
石

　
　
　
　
　
　
　
百
二
十
壱
石
』

　
菜
種	

三
千
六
百
壱
石

　
　
　
　
　
四
千
三
百
七
十
九
石

　
　
　
四
千
三
百
九
十
九
石

　
蕎
麦	

四
百
四
十
八
石

　
　
　
　
　
三
百
九
十
六
石

　
　
　
　
　
四
百
五
十
四
石
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北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

北
會
津
郡
の
民
度
區
域
調
（
明
治
二
〇
年
）
と
そ
の
作
成
に
関
わ
る
史
料

小
作
證
書

国
郡
町
村
番
地
字

一
、
田
（
畑
）
何
反
歩

　
　
但
、
此
小
作
米
（
大
豆
）
一
ケ
年
何
石

右
之
地
所
、
何
年
何
月
ヨ
リ
何
年
何
月
マ
テ
何
ケ
年
間
、
借
用
仕
候
処
実
正

也
。
依
テ
ハ
、
前
但
書
之
通
リ
、
小
作
米
（
大
豆
）、
毎
年
、
何
月
何
日
限
御

勘
定
可
致
候
。
若
シ
相
滞
候
節
ハ
、
保
証
人
ニ
於
テ
、
無
異
儀
差
上
可
申
候
。

尤
、
小
作
年
限
中
ニ
係
ル
諸
税
金
ハ
、
悉
皆
貴
殿
方
ニ
テ
御
引
受
相
成
度
、

為
后
日
、
證
書
如
件
。

　
　
　
年
　
月
　
日
　
　
　
　
　
郡
村
番
地
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
借
用
人
　
何
　
誰
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
証
人
　
何
　
誰
　
印

　
　
　
何
　
誰
　
殿
』


